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Ⅰ 点検・評価制度 

１ 趣 旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づき、教育委員会は、効果的な教

育行政の推進と、市民への説明責任を果たすために、教育委員会事務の点検・評価を行い、

その結果に関する報告書を公表することが義務付けられており、本市おいても、平成２７年

３月に策定した「草津市教育振興基本計画（第２期）」の進捗状況の確認を行うことも兼ね

て、計画の施策体系に沿った点検・評価を実施しました。 

今年度の点検・評価にあたっては、昨年度に引き続き、事業ごとに設定した評価項目に対

する実績値および目標達成度ならびに過去の外部評価委員会等の意見に対する対応の状況を

中心に、草津市教育委員会事務外部評価委員会委員の意見、助言等をいただきながら、点

検・評価を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 点検・評価の対象 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に規定する教育委員会の権限に属する事務

および市長から補助執行を受け教育委員会において実際に管理･執行している事務を点検･評

価の対象とし、「草津市教育振興基本計画（第２期）」の「施策の基本方向」として位置づけ

た、９つの目標と４０施策について、点検・評価を実施しました。 

〔教育委員会の権限に属する事務のうち、市長部局の職員（子ども家庭部およびまちづくり

協働部）に補助執行させている事務は点検・評価の対象としていません。〕 

 

 

【 参 考 】 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教

育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 
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３ 点検・評価の方法および評価指標 

「草津市教育振興基本計画（第２期）」に掲げた施策の進捗状況を管理するため、４０施

策の具体目標ごとに評価項目を定め、計画期間の最終年度に到達すべき目標値と年度ごとの

目標値を設定し、実績に基づく目標達成度により評価を行いました。 

 

 

４ 草津市教育委員会事務外部評価委員会 

点検・評価の客観性・透明性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方など外部の

方々の意見、助言をいただき、その意見等を各評価シートに記載します。 

今年度は、下記の方々に外部評価をお願いしました。 

   草津市教育委員会事務外部評価委員会委員 

        糸乗 前   （滋賀大学教授） 

        稲垣 明美  （元公立小学校校長） 

        湯浅 賢一  （公募市民） 
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Ⅱ 草津市教育振興基本計画（第２期）の基本理念と施策の基本方向 

１． 基本理念 

「基本理念」は、平成 22 年度からの 10 年間に推進する本市教育の基本的な考え方

と目指すべき姿を示すものです。後期の５年間（平成２７年度～平成３１年度）の計画と

して位置付けられる第２期計画においても、この「基本理念」を継承しています。 

 

基本理念 

 

 

 

 

 

一人の人間として子どもに真摯に向き合うと、子どもの中に限りない可能性があるこ

とを信じる心が生まれます。その時、子どもの可能性を最大限に伸ばせるよう全力を尽

くすことは、すべての大人の責務であるという思いにかられます。子どもたちが、伸び伸

びと自分らしく成長し、その力を人のため社会のために思う存分に発揮する姿を思い描

くと、本市の将来が輝いて見えてきます。未来に生きる子どもたちがはつらつとたくま

しく成長する姿は、家庭に幸福を与え、地域社会に希望をもたらします。 

本市は、一貫して人口増加を続け、未来に向けて常に新しい変化を続けるまちです。ど

ういう未来がやってくるかは、未来のために何をするか、そして子どもたちがどう育っ

ていくかによって決まるといっても過言ではありません。教育に力を注ぐことは未来を

創ることであり、「子どもが輝く教育のまち」を実現することは本市の重要な指標です。 

 

また、本市は、古来から街道文化のまちとして栄え、人と人が出会う宿場町として発展

してきました。近年においても、常に新しい転入者があり、多様な人々がともに暮らすま

ちとして新しい発展を続けています。本市はこうした草津の個性を活かしたまちづくり

を進めていますが、教育振興においても、「出会い」と「多様性」を大切にすることが重

要と考えます。 

 

「出会い」は人との出会いだけでなく、心をゆさぶる読書体験や芸術体験、異文化に接

した驚きと感動、自然や生き物に接することによって知る命の尊さ、地域の歴史を知る

ことを通じた郷土への愛着心等、学びは出会いから始まるといっても過言ではありませ

ん。本市は、多様な人やものとの出会いを通して、豊かな学びを広げ、誰もが生きがいを

感じられる「出会いと学びのまち」の実現を目指します。 

子どもが輝く教育のまち・出会いと学びのまち・くさつ 
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本市の第５次総合計画では、「出会いが織りなすふるさと “元気”と“うるおい”の

あるまち 草津」を構想しています。本計画も、すべての子どもが輝き、誰もが豊かな

「出会いと学び」を広げられる「教育のまち」づくりを通して、この構想の実現化を目指

すものです。 

この目標の実現に向けて、①教育委員会が中心となって、本市の教育を創造し、②開か

れた行動する教育委員会として、保護者や地域住民の意向を十分把握しながら、積極的

な教育改革を進め、③学校の教員と行政の職員が協働し、草津から教育を変えようとい

う意識をもって、斬新な教育施策を実行していきます。 

これらの決意のもと、学校、家庭、地域、行政の連帯を深めた取り組みにより、市民の

誰もが誇りに思える「子どもが輝く教育のまち・出会いと学びのまち・くさつ」の実現を

目指します。 

  

２． 施策の基本方向 

施策の基本方向は、「１．子どもの生きる力を育む」「２．学校の教育力を高める」「３．

地域に豊かな学びを創る」の３つで、基本理念の具現化にあたっての進むべき方向性と

考え方を示しています。この基本方向に対して９つの目標を設定しました。 

本市には、県内あるいは全国をリードする学校での教育実践が多くあり、また地域に

は地域協働合校の理念を実践する多くの取組やノウハウがあります。また、教育資源も

多く、地域の方々による様々な取組が行われており、これらは誰もが認める草津の「強

み」です。 

第１期計画に引き続き、９つの目標の実現に向けての取組は、これらの「強み」を活か

しながら新たな「強み」を構築し、「強み」を「特色」へ、さらには、多くの人の心を引

きつける「魅力」へと発展させながら、計画的にまた重点的に推進します。  
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(１)子どもの生きる力を育む 

施策の基本方向の第一は、「子どもの生きる力を育む」です。現代社会は、グローバル

化や情報化の進展などにより予想を超えたスピードで変化し、多様化が一層進んでいま

す。 

このことから、子どもたちが、豊かな情操や、自尊感情、人を思いやる心、社会性など

を育み、生涯にわたってたくましく生きるために必要な体力の向上と健康の保持増進の

基礎となる力を培うとともに、確かな学力を身につけていくことが必要になります。学

校、家庭、地域、行政が協力しあいながら、本市の子どもたちが、社会性や国際化にも対

応できるコミュニケーション能力を高め、変化の激しい時代をたくましく生きる力を身

につけていけるようにすることが、施策の基本方向の第一です。 

 

目標１．豊かな心と健やかな体の育成 

「豊かな心と健やかな体」とは、「自らを律し、他人と協調し、他人を思いやる心や感

動する心」と「たくましく生きるための健康や体力」のことです。この目標に向けて、出

生時から成人するまで子どもの発達段階に応じて、学校、家庭、地域、行政がお互いに連

携・協力し効果があがるような取組を継続します。また、子どもたちが安心して楽しく毎

日を過ごせるよう、いじめ根絶を目指した取組を進めます。 

 

目標２．生活習慣と社会性の育成 

子ども時代に身につけたよき生活習慣や社会性は、自らを律し、他者との関係を良好

にし、社会の中で自己実現を図っていくうえでの大きな力になります。学校、家庭、地域

がそれぞれにしつけるべきこと、育てるべきことに対する役割を明確にして、連携・協力

しあいながら子どもによき生活習慣と社会性を育む取組を継続します。 

 

目標３．確かな学力の育成 

「確かな学力」とは、「世の中の様々なことに興味や関心を持ち、自ら学ぼうとする意

欲と態度」、「学びによって得た知識・技能を問題解決のために活用する力」、「自ら課

題を見つけ、考え、人と協力してよりよいものを創造する力」のことです。子どもたちの

発達段階を踏まえ、ＩＣＴの活用等による協働型・双方向型の授業革新の推進と学校・家

庭・地域との連携などにより、「確かな学力の育成」を身につけるための教育内容・方法

の一層の充実を図ります。 
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(２)学校の教育力を高める 

施策の基本方向の第二は、「学校の教育力を高める」です。学校は、学齢期のすべての

子どもの教育を担っています。学校の教育力を高めることは、子どもたちの「生きる力」

を育成することにつながります。また、学校は家庭教育や社会教育とも連携する本市教

育の推進拠点であり、学校の教育改革は家庭教育や社会教育の改革にもつながります。

本市の教育の改革と未来の発展を開く重要な指標として、学校の教育力の向上に今後も

努めます。 

 

目標４．教職員の指導力の向上 

学校の教育力には、教職員の指導力が大きく影響します。今後も、教育への情熱にあふ

れ、柔軟性と実践力を持ち、自ら学び続けようとする教職員の育成と資質の向上を図り、

質の高い授業の実現に努めます。 

 

目標５．学校経営の充実・向上 

学校の教育力向上のためには、教職員個々の力を高め、組織し、統合して学校としての

総合力を高めることが必要です。また、効果的な教育課程を編成・実施し、保護者・地域

の活力を学校教育に活かすこと、関係機関との協力関係を築くことも重要であり、これ

らの取組により、今後も学校経営の充実と向上を図ります。 

 

目標６．教育環境の充実 

良好で質の高い学びを実現する教育環境は、学校の教育力を高めます。施設・設備のハ

ードと学習教材等のソフトの両面で、今後も教育力向上につながる環境整備の充実に努

めます。 
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(３)地域に豊かな学びを創る 

施策の基本方向の第三は、「地域に豊かな学びを創る」です。誰もが豊かな人生を過ご

していくためには、生涯を通じて、自ら学びを広げ、深めていくことが重要です。本市で

は、子どもと大人が共に学び合うという考えのもとに、地域学習社会の実現を目指して

います。この本市ならではの理念をさらに高く掲げ、皆の協力で地域の中に豊かな「学

び」を創り、すべての人が生きがいを感じられるまちづくりを進めます。 

 

目標７．生涯学習・スポーツの充実 

すべての市民が生涯にわたって、いつでも、どこでも、学び、成果を活かすことがで

き、また、スポーツを楽しめる豊かな人間性のあふれる地域学習社会の創造を目指しま

す。 

 

目標８．文化・芸術の振興 

文化や芸術には、人に安らぎや生きる喜びをもたらし、豊かな心を養う力があります。

また、人と人を結びつけ、立場や世代を超えて人間としての共感を呼び覚ます力があり

ます。こうした文化・芸術の力を活用し、社会全体を活性化させ、心豊かで魅力のあるま

ちづくりを進めます。 

 

目標９．地域協働合校の推進 

平成 10 年度から始まった本市の地域協働合校の取組により、「地域で子どもを見守

り育てる」という意識の定着がみられるようになってきました。その一方で、様々な課題

も出てきていることから、当初のねらいの実現を目指し、今後も子どもと大人が共に学

ぶための取組の充実と発展に努める必要があります。 
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保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

平
成

３
０

年
度

に
工

事
を

実
施

す
る

予
定

の
学

校
に

つ
い

て
、

調
査

点
検

・実
施

設
計

業
務

を
実

施
し

た
。

平
成

２
９

年
度

工
事

実
施

校
　

　
　

　
【
小

学
校

】渋
川

、
玉

川
、

草
津

第
二

、
南

笠
東

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
【
中

学
校

】
草

津
、

玉
川

平
成

２
９

年
度

実
施

設
計

実
施

校
　

【
小

学
校

】老
上

、
笠

縫
東

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 【

中
学

校
】
新

堂

ま
た

、
大

規
模

改
造

工
事

を
実

施
し

、
教

育
環

境
の

改
善

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

平
成

２
９

年
度

工
事

実
施

校
　

　
　

　
【
小

学
校

】志
津

南
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 【
中

学
校

】
松

原
、

老
上

新
た

な
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

設
置

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
設

置
済

み
の

学
校

に
つ

い
て

は
、

環
境

教
育

の
教

材
と

し
て

の
利

用
や

売
電

を
行

っ
た

。
ま

た
、

校
庭

の
芝

生
化

に
つ

い
て

は
、

維
持

管
理

に
つ

い
て

地
域

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
新

た
な

実
施

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
一

方
、

大
規

模
改

造
工

事
等

に
お

い
て

照
明

器
具

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

を
進

め
、

環
境

に
や

さ
し

い
学

校
施

設
の

整
備

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

（
２

）
環

境
に

や
さ

し
い

学
校

施
設

の
整

備
教

育
総

務
課

環
境

に
や

さ
し

い
施

設
の

整
備

に
取

り
組

ん
だ

棟
数

（全
体

棟
数

１
１

７
）

72
棟

教
育

振
興

基
本

計
画

（
第

２
期

）に
掲

げ
た

施
策

の

基
本

方
向

や
目

標
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

教
育

振
興

基
本

計
画

（
第

２
期

）に
お

い
て

、
各

目
標

ご
と

に
掲

げ
た

施
策

を
記

載
し

て
い

ま
す

。
（平

成
２

７
年

度
か

ら
５

年
間

で
計

画
的

か
つ

重
点

的

に
実

施
す

べ
き

施
策

）

具
体

施
策

に
基

づ
い

て
、

各
所

属
で

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

施
策

の
成

果
を

は
か

る
た

め
の

評
価

項
目

と
、

５
か

年
を

か
け

て
到

達
す

べ
き

目
標

値
を

記
載

し
て

い
ま

す
。

各
施

策
ご

と
の

具
体

的
な

取
組

内
容

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
取

組
を

行
い

、
そ

れ
に

よ
っ

て
、

ど

の
よ

う
な

成
果

が
得

ら
れ

た
の

か
を

、
各

事
業

ご
と

に
記

載
し

て
い

ま
す

。

各
年

度
の

目
標

値
に

対
す

る
達

成
度

を
記

載

し
て

い
ま

す
。
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（１
）

教
育

総
務

課

（２
）

教
育

総
務

課

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

外
部

評
価

委
員

の
意

見

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
お

よ
び

大
規

模
改

造
の

実
施

ト
イ

レ
の

洋
式

化
の

実
施

を
要

望
す

る
が

、
災

害
時

を
想

定
す

る
と

和
式

ト
イ

レ
の

使
用

に
慣

れ
て

お
く
必

要
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

計
画

的
に

進
め

て
ほ

し
い

。

今
後

も
計

画
的

に
校

舎
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
お

よ
び

大
規

模
改

造
工

事
を

進
め

、
安

全
・安

心
な

学
習

環
境

の
保

持
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
老

朽
化

に
伴

う
学

校
の

ト
イ

レ
改

修
に

つ
い

て
は

、
洋

式
化

を
基

本
と

す
る

も
の

の
、

和
式

ト
イ

レ
の

必
要

性
も

勘
案

し
な

が
ら

、
計

画
的

な
改

修
を

進
め

て
い

く
。

財
政

負
担

の
年

度
平

準
化

を
図

り
な

が
ら

計
画

的
に

施
設

の
大

規
模

改
修

等
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
今

後
、

学
校

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
（※

３
）を

策
定

し
て

い
く
中

で
、

工
事

手
法

の
検

討
に

加
え

、
学

校
施

設
そ

の
も

の
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

子
ど

も
、

保
護

者
へ

の
情

報
提

供
を

積
極

的
に

行
い

、
理

解
を

得
な

が
ら

工
事

を
進

め
て

ほ
し

い
。

避
難

場
所

と
し

て
の

機
能

の
た

め
に

も
、

よ
り

安
全

な
施

設
に

な
る

よ
う

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題

注
釈

（※
１

）非
構

造
部

材
･･

･柱
、

梁
、

床
な

ど
の

構
造

体
で

は
な

く
、

天
井

材
や

外
壁

（外
装

材
）、

窓
ガ

ラ
ス

な
ど

構
造

体
と

区
分

さ
れ

た
部

材
で

、
広

い
意

味
で

は
設

備
機

器
や

家
具

等
を

含
め

る
こ

と
が

あ
る

。
（※

２
）デ

マ
ン

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
シ

ス
テ

ム
・・

・基
本

料
金

や
電

気
使

用
量

の
削

減
を

目
的

に
、

受
電

電
力

を
常

時
監

視
し

、
設

定
さ

れ
た

値
を

超
え

な
い

よ
う

に
、

警
告

や
自

動
制

御
を

行
う

装
置

の
こ

と
。

（※
３

）学
校

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
・・

・文
部

科
学

省
に

お
い

て
は

、
今

後
学

校
施

設
の

老
朽

化
対

策
と

し
て

、
建

替
え

よ
り

安
価

で
長

期
間

の
使

用
が

可
能

と
な

る
「長

寿
命

化
改

修
」（

建
物

の
骨

格
を

残
し

て
改

装
を

行
い

耐
用

年
数

を
延

長
さ

せ
る

工
法

）を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
平

成
３

２
年

度
を

目
途

に
「
学

校
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

」を
策

定
す

る
よ

う
各

自
治

体
に

要
請

し
て

い
る

。

環
境

に
や

さ
し

い
学

校
施

設
の

整
備

学
校

で
も

環
境

学
習

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

校
施

設
の

環
境

整
備

も
他

の
施

設
の

規
範

に
な

る
よ

う
心

掛
け

て
ほ

し
い

。

学
校

施
設

の
環

境
整

備
は

、
地

域
に

よ
っ

て
ニ

ー
ズ

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
対

象
と

な
る

学
校

と
協

議
を

行
い

実
施

し
た

。

環
境

に
配

慮
し

た
学

校
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

施
設

の
維

持
管

理
に

か
か

る
地

域
の

協
力

や
金

銭
的

、
人

的
負

担
も

考
慮

し
な

が
ら

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

あ
る

と
同

時
に

、
学

校
の

業
務

負
担

の
軽

減
に

も
つ

な
が

る
と

思
う

の
で

、
積

極
的

に
進

め
て

ほ
し

い
。

昨
年

度
出

さ
れ

た
外

部
評

価
委

員
の

意
見

・指
摘

に
対

し

て
、

ど
の

よ
う

な
対

応
を

行
っ

た
の

か
記

載
し

て
い

ま
す

。

評
価

を
行

っ
た

年
度

だ
け

で
は

な
く
、

今
後

、
事

業
に

取
り

組
ん

で
い

く
う

え
で

、
対

処
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い

課
題

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
ま

す
。

昨
年

度
の

点
検

・評
価

に
お

い
て

、

外
部

評
価

委
員

か
ら

い
た

だ
い

た

意
見

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

評
価

シ
ー

ト
の

中
で

使
わ

れ
て

い
る

、
専

門
用

語
や

行
政

用
語

な
ど

分

か
り

に
く
い

用
語

に
つ

い
て

は
、

説
明

を
記

載
し

て
い

ま
す

。

今
年

度
の

点
検

・評
価

に
お

い
て

、

外
部

評
価

委
員

か
ら

い
た

だ
い

た

意
見

を
記

載
し

て
い

ま
す

。
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 施策体系図 

 

基本理念 施策の基本方向・目標 施策

子
ど
も
が
輝
く
教
育
の
ま
ち
・出
会
い
と
学
び
の
ま
ち
・
く
さ
つ

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む

学
校
の
教
育
力
を
高
め
る

地
域
に
豊
か
な
学
び
を
創
る

目標１．豊かな心と健やかな体の育成

目標２．生活習慣と社会性の育成

目標３．確かな学力の育成

目標４．教職員の指導力の向上

目標５．学校経営の充実・向上

目標６．教育環境の充実

目標７．生涯学習・スポーツの充実

目標８．文化・芸術の振興

目標９．地域協働合校の推進

施策１ 子育て支援の充実
施策２ 就学前教育の充実
施策３ 交流活動や体験活動の充実
施策４ 道徳教育・人権教育の推進
施策５ いじめを根絶する取組の推進
施策６ 健やかな体づくりの推進
施策７ 子どもの安全・安心の確保

施策８ 生活習慣形成のための啓発活動の推進
施策９ 規範意識・社会性を育てる学校教育の推進
施策10 キャリア教育の推進
施策11 青少年の健全育成運動の推進

施策12 学校教育充実プログラムの実施
施策13 ICT機器を活用した授業の推進
施策14 社会の最前線で活躍される方による特別授

業の推進
施策15 読書活動の推進

施策16 教職員研修の充実
施策17 目標マネジメント制度による人材育成
施策18 全教員によるICT機器等を活用した授業の実施

施策19 授業公開と授業研究の推進
施策20 教職員の教育研究活動の推進

施策21 特色ある教育課程の編成・実施
施策22 地域の活力を活かした学校経営
施策23 教職員の指導体制の強化
施策24 学校教育を支援する体制づくり
施策25 地域による学校支援の充実

施策26 学校等の施設・設備の整備
施策27 学校のICT化のさらなる推進
施策28 学校図書館の機能の充実
施策29 開かれた行動する教育委員会
施策30 教育政策のあり方に関する検討

施策31 生涯学習の機会の充実
施策32 生涯学習施設の整備・充実
施策33 学習ボランティアの育成・活用
施策34 誰もが参加できる環境学習の推進
施策35 市民の生涯スポーツ活動の支援
施策36 競技スポーツの推進
施策37 社会体育施設の整備・充実

施策38 文化財の保護と活用
施策39 郷土愛を育む地域づくりの推進
施策40 市民が文化・芸術にふれる機会の推進

施策41 地域による学校支援の推進
施策42 子どもと大人が共に参加する地域活動の推進
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Ⅲ 教育委員会事務の点検・評価（評価対象：平成２９年度） 

 

１「子どもの生きる力を育む」 

 

 

 

 

  目標１．豊かな心と健やかな体の育成 

 

  目標２．生活習慣と社会性の育成 

 

  目標３．確かな学力の育成 
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1 1
3

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
7
,5

0
0

7
,6

5
0

7
,8

0
0

7
,9

0
0

8
,0

0
0

実 績
7
,3

2
6

6
,4

9
6

6
,3

5
5

目 標 達 成 度

9
7
.7

%
8
4
.9

%
8
1
.5

%

目 標
1
9
,0

0
0

1
9
,2

5
0

1
9
,5

0
0

1
9
,7

5
0

2
0
,0

0
0

実 績
1
8
,6

1
1

1
0
,7

4
5

1
1
,2

4
1

目 標 達 成 度

9
8
.0

%
5
5
.8

%
5
7
.6

%

具
体

施
策

（１
）子

ど
も

が
地

域
の

人
や

自
然

と
ふ

れ
あ

う
活

動
を

広
げ

ま
す

。

（２
）子

ど
も

と
大

人
の

関
わ

り
が

豊
か

に
な

る
よ

う
な

地
域

活
動

を
支

援
し

ま
す

。

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む

目
標

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

具
体

目
標

豊
か

な
心

と
人

間
性

の
育

成

（地
域

一
括

交
付

金
（
※

１
）
に

よ
る

事
業

）

施
策

子
ど

も
が

参
加

す
る

交
流

活
動

や
体

験
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（
１

）

子
ど

も
が

参
加

す
る

地
域

交
流

・体
験

活
動

機
会

の
充

実
（地

域
協

働
合

校
（※

２
）事

業
）

生
涯

学
習

課

地
域

で
実

施
さ

れ
る

地
域

協
働

合
校

事
業

に
参

加
し

た
小

中
学

生
の

人
数

8,
00

0人

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

平
成

２
８

年
度

と
比

べ
、

全
体

の
事

業
数

の
大

き
な

増
減

は
な

い
が

、
台

風
接

近
に

伴
い

小
学

校
と

地
域

の
催

し
を

同
日

に
し

た
こ

と
や

悪
天

候
に

よ
る

影
響

で
、

子
ど

も
の

参
加

者
数

が
減

少
し

た
。

し
か

し
、

子
ど

も
た

ち
は

、
各

地
域

ま
ち

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

で
の

通
学

合
宿

や
宿

泊
体

験
、

大
人

と
子

ど
も

が
と

も
に

学
ぶ

防
災

体
験

、
地

域
の

自
然

や
郷

土
料

理
に

触
れ

る
体

験
と

い
っ

た
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

地
域

へ
の

愛
着

心
の

醸
成

に
つ

な
が

っ
た

。

（
２

）

子
ど

も
と

大
人

の
地

域
交

流
活

動
の

支
援

（地
域

協
働

合
校

事
業

）

生
涯

学
習

課

地
域

で
実

施
さ

れ
る

地
域

協
働

合
校

事
業

に
参

加
し

た
大

人
お

よ
び

小
中

学
生

の
人

数

20
,0

00
人

地
域

の
歴

史
・伝

統
文

化
を

学
ぶ

「ふ
る

さ
と

探
検

活
動

」や
、

地
域

固
有

の
食

材
を

使
っ

た
調

理
、

も
の

づ
く
り

、
防

災
体

験
と

い
っ

た
、

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

体
験

型
の

活
動

が
主

流
に

な
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

の
も

と
で

、
地

域
の

大
人

と
子

ど
も

と
の

関
係

が
強

ま
る

と
と

も
に

、
地

域
協

働
合

校
な

ら
で

は
の

学
び

の
地

域
づ

く
り

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
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（１
）

生
涯

学
習

課

（２
）

生
涯

学
習

課

担
当

課
昨

年
度

の
外

部
評

価
委

員
等

の
意

見

子
ど

も
が

参
加

す
る

地
域

交
流

・体
験

活
動

機
会

の
充

実
（地

域
協

働
合

校
事

業
）

他
の

地
域

の
取

組
は

非
常

に
参

考
に

な
る

の
で

、
地

域
協

働
合

校
の

理
念

の
啓

発
と

活
動

状
況

の
情

報
発

信
と

情
報

共
有

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。

地
域

で
の

活
動

や
、

中
学

生
が

参
加

し
て

い
る

好
事

例
な

ど
を

地
域

間
で

共
有

し
生

か
せ

る
よ

う
、

地
域

協
働

合
校

関
係

者
の

全
体

研
修

会
に

お
い

て
、

様
々

な
関

係
機

関
の

意
見

交
流

を
行

え
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
。

ま
た

、
地

域
協

働
合

校
情

報
紙

「協
働

通
心

」を
発

行
し

、
情

報
の

共
有

化
に

努
め

て
い

る
。

学
区

の
特

色
を

生
か

し
た

活
動

の
継

続
、

充
実

し
た

取
組

を
図

る
た

め
、

研
修

会
で

得
た

情
報

を
提

供
す

る
な

ど
、

活
動

に
取

り
組

む
う

え
で

の
相

談
に

応
じ

る
な

ど
必

要
に

応
じ

た
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

参
加

で
き

る
人

に
は

限
り

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

の
で

、
人

数
増

に
拘

ら
ず

、
活

動
の

質
を

高
め

る
こ

と
を

よ
り

考
え

て
ほ

し
い

。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題

注
釈

（※
１

）地
域

一
括

交
付

金
…

地
域

（概
ね

小
学

校
区

）の
各

種
団

体
へ

交
付

し
て

い
た

補
助

金
を

地
域

の
裁

量
で

弾
力

的
に

利
用

で
き

る
よ

う
ひ

と
ま

と
め

に
し

て
交

付
金

化
し

た
も

の
。

（※
２

）地
域

協
働

合
校

…
平

成
１

０
年

度
か

ら
本

市
が

進
め

て
き

た
取

組
で

、
学

校
・家

庭
・地

域
が

そ
れ

ぞ
れ

の
持

つ
教

育
機

能
を

生
か

し
な

が
ら

、
子

ど
も

と
大

人
の

協
働

に
よ

る
地

域
学

習
社

会
づ

く
り

（子
ど

も
と

大
人

が
、

地
域

の
文

化
や

現
代

的
な

課
題

に
つ

い
て

学
び

合
い

・か
か

わ
り

合
い

・認
め

合
い

の
協

働
を

積
み

重
ね

る
社

会
）を

目
指

し
た

も
の

。

子
ど

も
と

大
人

の
地

域
交

流
活

動
の

支
援

（地
域

協
働

合
校

事
業

）

学
区

・地
域

間
に

格
差

が
あ

る
よ

う
に

感
じ

る
の

で
、

学
校

と
地

域
が

更
に

協
力

で
き

る
よ

う
、

関
係

機
関

が
連

携
し

て
支

援
体

制
を

充
実

し
て

は
ど

う
か

。

好
事

例
を

掲
載

し
た

事
例

集
や

、
啓

発
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
を

は
じ

め
関

係
機

関
へ

周
知

啓
発

を
行

っ
た

。
ま

た
、

各
所

属
の

理
解

と
連

携
を

進
め

る
た

め
「協

働
通

心
」を

職
員

向
け

に
公

開
す

る
ほ

か
、

地
域

ま
ち

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

に
も

掲
示

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
学

校
と

地
域

が
連

携
を

進
め

る
た

め
の

会
議

等
に

参
加

し
た

。

引
き

続
き

、
好

事
例

を
掲

載
し

た
情

報
紙

の
発

行
を

行
う

。
ま

た
、

直
に

地
域

活
動

を
見

聞
き

し
な

が
ら

、
必

要
な

支
援

策
を

講
じ

る
必

要
が

あ
る

。

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

要
望

を
調

査
し

、
特

性
に

合
っ

た
事

業
を

行
う

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

前
向

き
に

参
加

し
て

も
ら

え
る

の
で

は
な

い
か

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
外

部
評

価
委

員
の

意
見
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1 1
4

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
9
.3

8
8
.8

8
8
.0

目 標 達 成 度

9
9
.2

%
9
8
.7

%
9
7
.8

%

目 標
7
1
.0

7
2
.0

7
3
.0

7
4
.0

7
5
.0

実 績
6
9
.6

7
4
.7

7
5
.4

目 標 達 成 度

9
8
.0

%
1
0
3
.8

%
1
0
3
.3

%

90
.0

%

（
２

）
中

学
校

区
別

人
権

教
育

実
践

交
流

会
学

校
教

育
課

市
内

の
各

中
学

校
区

に
お

い
て

、
校

園
所

の
職

員
が

授
業

研
究

や
研

修
な

ど
を

通
じ

て
人

権
教

育
の

実
践

力
向

上
を

図
っ

た
。

校
区

の
課

題
を

焦
点

化
し

、
研

修
会

や
分

散
会

を
開

催
し

た
こ

と
で

、
人

権
意

識
の

基
盤

と
な

る
学

力
向

上
や

基
本

的
生

活
習

慣
の

確
立

に
向

け
て

、
各

学
校

園
所

で
共

通
し

た
課

題
意

識
を

も
ち

、
教

育
活

動
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

「自
分

に
は

よ
い

と
こ

ろ
が

あ
る

」と
回

答
し

た
児

童
生

徒
の

割
合

（全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
）

75
.0

%

（
１

）
道

徳
教

育
の

推
進

学
校

教
育

課

文
部

科
学

省
・滋

賀
県

教
育

委
員

会
か

ら
の

委
託

を
受

け
、

本
市

が
推

進
地

域
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

学
習

指
導

要
領

に
基

づ
き

、
推

進
校

２
校

（老
上

中
・渋

川
小

）
を

中
心

に
実

践
研

究
を

行
い

、
各

学
校

の
児

童
生

徒
や

地
域

の
実

情
等

に
応

じ
て

、
家

庭
・地

域
と

の
連

携
の

充
実

を
図

り
な

が
ら

、
多

様
な

指
導

方
法

の
工

夫
を

取
り

入
れ

た
授

業
研

究
を

推
進

し
、

小
中

学
校

の
道

徳
の

時
間

の
改

善
・充

実
に

努
め

た
。

ま
た

、
道

徳
教

育
推

進
教

師
（
※

１
）の

力
量

を
高

め
る

た
め

に
研

修
会

を
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
等

に
よ

り
特

色
あ

る
道

徳
教

育
活

動
の

成
果

も
広

く
発

信
し

た
。

「人
が

困
っ

て
い

た
ら

進
ん

で
助

け
る

」と
回

答
し

た
児

童
生

徒
の

割
合

（学
校

共
通

ア
ン

ケ
ー

ト
）

具
体

施
策

（１
）各

学
校

で
、

保
護

者
や

地
域

に
取

組
を

発
信

し
な

が
ら

、
授

業
の

工
夫

に
取

り
組

み
、

子
ど

も
の

心
に

響
く
道

徳
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

（２
）学

校
・家

庭
・地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

活
動

を
通

じ
て

、
お

互
い

を
認

め
合

い
、

尊
重

し
合

い
、

大
切

に
さ

れ
る

世
の

中
の

実
現

を
め

ざ
す

人
権

教
育

に
取

り
組

み
、

偏
見

や
差

別
を

許
さ

な
い

意
識

や
実

践
力

の
育

成
を

推
進

し
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

施
策

心
に

響
く
道

徳
教

育
・人

権
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

豊
か

な
心

と
人

間
性

の
育

成

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む

目
標

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
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（
１

）
学

校
教

育
課

（
２

）
学

校
教

育
課

注
釈

（※
１

）道
徳

教
育

推
進

教
師

…
平

成
２

０
年

の
学

習
指

導
要

領
改

訂
に

よ
り

新
た

に
示

さ
れ

た
役

割
で

、
主

に
道

徳
教

育
の

推
進

を
担

当
す

る
教

師
の

こ
と

。
各

学
校

に
お

い
て

は
、

校
長

の
方

針
の

下
に

、
道

徳
教

育
推

進
教

師
を

中
心

に
、

全
教

師
が

協
力

し
て

道
徳

教
育

を
展

開
し

て
い

る
。

中
学

校
区

別
人

権
教

育
実

践
交

流
会

人
権

教
育

は
教

育
の

基
礎

で
あ

り
、

子
ど

も
の

成
長

に
合

わ
せ

た
軸

の
ぶ

れ
な

い
人

権
教

育
の

取
組

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。

各
中

学
校

区
で

開
催

さ
れ

た
実

践
交

流
会

の
様

々
な

場
面

（全
体

会
、

運
営

者
会

議
、

分
散

会
）に

お
い

て
、

各
校

区
の

校
園

所
に

お
け

る
同

和
教

育
を

核
と

し
た

人
権

教
育

の
推

進
に

向
け

て
、

実
践

上
の

諸
課

題
や

解
決

の
方

途
に

つ
い

て
協

議
や

助
言

を
行

っ
た

。
特

に
、

市
内

各
校

区
の

研
究

成
果

（教
材

研
究

や
指

標
設

定
）を

提
供

す
る

こ
と

で
、

校
区

で
の

課
題

解
決

の
方

途
を

明
ら

か
に

し
な

が
ら

、
継

続
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

人
権

尊
重

の
精

神
の

涵
養

を
目

的
に

、
子

ど
も

た
ち

の
現

状
と

課
題

を
分

析
し

、
具

体
的

な
実

践
と

し
て

、
よ

り
一

層
、

参
加

・協
力

・体
験

型
の

人
権

学
習

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

自
己

肯
定

感
を

高
め

る
こ

と
は

非
常

に
重

要
で

あ
り

、
目

標
値

に
と

ら
わ

れ
ず

、
全

て
の

子
ど

も
の

自
己

肯
定

感
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

道
徳

教
育

の
推

進

毎
年

途
切

れ
る

こ
と

な
く
研

究
指

定
を

受
け

て
い

る
こ

と
は

大
い

に
評

価
で

き
る

。
道

徳
教

育
の

取
組

の
成

果
は

草
津

市
の

強
み

の
一

つ
で

あ
る

と
思

う
。

道
徳

の
教

科
化

に
向

け
て

評
価

基
準

の
統

一
も

必
要

で
あ

り
、

教
師

の
指

導
力

向
上

の
取

組
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

草
津

市
道

徳
教

育
推

進
教

師
研

修
会

な
ど

、
道

徳
教

育
推

進
教

師
を

対
象

に
し

た
研

修
の

場
を

設
定

し
、

教
師

の
指

導
力

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

ま
た

、
学

校
の

実
態

に
応

じ
、

自
尊

感
情

を
育

み
、

児
童

生
徒

の
内

面
的

な
自

覚
を

促
す

指
導

を
重

ね
て

い
る

。
平

成
３

０
年

度
よ

り
小

学
校

、
平

成
３

１
年

度
よ

り
中

学
校

に
お

い
て

は
教

科
化

す
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
昨

年
度

末
に

「道
徳

科
に

お
け

る
授

業
づ

く
り

と
評

価
」指

導
の

手
引

き
を

作
成

し
配

布
し

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

て
、

よ
り

よ
い

生
き

方
を

求
め

る
道

徳
科

の
学

習
を

進
め

る
授

業
改

善
を

図
る

。
ま

た
、

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、

道
徳

教
育

推
進

教
師

を
中

心
と

し
た

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り

、
全

教
師

が
協

力
し

な
が

ら
、

豊
か

な
心

を
育

む
道

徳
教

育
を

推
進

し
て

い
く
た

め
に

、
引

き
続

き
支

援
を

行
い

、
そ

の
成

果
を

発
信

す
る

必
要

が
あ

る
。

心
の

教
育

は
評

価
が

主
観

的
に

な
る

こ
と

が
危

惧
さ

れ
、

難
し

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

教
員

の
負

担
も

大
き

い
と

思
う

の
で

、
教

育
委

員
会

が
サ

ポ
ー

ト
し

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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1 1
5

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

実 績
9
9
.3

1
0
0
.0

1
0
0
.0

目 標 達 成 度

9
9
.3

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目 標
2
0
.0

2
1
.0

2
2
.0

2
3
.0

2
4
.0

実 績
1
9
.0

3
6
.7

5
2
.6

目 標 達 成 度

9
5
.0

%
1
7
4
.8

%
2
3
9
.1

%

24
.0

%
（
２

）
い

じ
め

等
問

題
行

動
対

策
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業

学
校

教
育

課

い
じ

め
等

問
題

行
動

の
課

題
解

決
に

向
け

て
、

児
童

生
徒

や
保

護
者

等
に

直
接

対
応

で
き

る
自

立
支

援
・
精

神
保

健
等

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
２

名
派

遣
し

、
校

内
の

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
体

制
等

の
一

層
の

充
実

を
図

っ
た

。
専

門
的

な
立

場
か

ら
、

児
童

生
徒

と
関

わ
り

、
教

師
が

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
こ

と
で

、
児

童
生

徒
や

保
護

者
と

の
関

係
づ

く
り

が
う

ま
く
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

問
題

行
動

が
減

少
し

た
。

い
じ

め
を

含
む

問
題

行
動

等
の

発
生

件
数

の
減

少
率

（平
成

２
６

年
度

 ８
８

６
件

を
基

準
と

す
る

）

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
草

津
市

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

学
校

教
育

課

い
じ

め
防

止
対

策
に

向
け

て
、

学
校

で
は

児
童

生
徒

が
標

語
を

作
っ

た
り

、
寸

劇
や

集
会

を
開

い
て

い
じ

め
の

未
然

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

学
校

、
教

育
委

員
会

、
児

童
相

談
所

、
法

務
局

、
警

察
署

や
そ

の
他

の
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
各

関
係

機
関

や
団

体
か

ら
意

見
や

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
こ

と
で

、
学

校
に

お
け

る
い

じ
め

の
認

知
に

対
す

る
意

識
が

向
上

し
、

早
期

発
見

、
早

期
対

応
へ

と
つ

な
が

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
「草

津
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
」の

改
定

を
行

い
学

校
へ

の
周

知
を

図
っ

た
。

い
じ

め
の

認
知

件
数

に
対

す
る

解
決

率
10

0.
0%

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

具
体

施
策

（１
）草

津
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
に

基
づ

く
「い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会
（※

１
）」

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

と
の

適
切

な
連

携
の

も
と

、
い

じ
め

の
な

い
学

校
生

活
の

確
保

に
努

め
ま

す
。

（２
）子

ど
も

た
ち

が
日

々
の

学
校

生
活

を
楽

し
く
、

安
心

し
て

す
ご

せ
る

取
組

を
進

め
ま

す
。

取
組

状
況

目
標

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
施

策
い

じ
め

を
根

絶
す

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

豊
か

な
心

と
人

間
性

の
育

成

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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（１
）

学
校

教
育

課

（２
）

学
校

教
育

課

注
釈

（※
１

）い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

…
草

津
市

い
じ

め
防

止
基

本
方

針
に

基
づ

き
、

設
置

し
た

協
議

会
の

こ
と

。
い

じ
め

の
防

止
等

に
関

す
る

機
関

お
よ

び
団

体
と

の
連

携
に

関
し

必
要

な
事

項
を

協
議

す
る

。
市

長
、

教
育

長
、

そ
の

他
市

長
が

委
嘱

任
命

す
る

関
係

機
関

等
の

委
員

で
組

織
す

る
。

い
じ

め
等

問
題

行
動

対
策

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

問
題

行
動

に
応

じ
て

専
門

家
か

ら
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
が

得
ら

れ
る

体
制

は
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

教
育

現
場

が
抱

え
る

問
題

は
多

様
化

し
て

い
る

の
で

、
課

題
を

解
決

す
る

よ
う

事
業

の
拡

充
を

お
願

い
し

た
い

。

２
名

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
に

つ
い

て
、

学
校

の
状

況
や

要
請

に
応

じ
ら

れ
る

よ
う

、
で

き
る

だ
け

派
遣

日
数

等
を

調
整

し
な

が
ら

対
応

す
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

派
遣

時
間

数
の

制
限

が
あ

る
た

め
、

全
て

の
学

校
等

の
要

請
に

応
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

状
況

に
あ

る
。

現
場

と
し

て
は

非
常

に
心

強
い

支
援

で
あ

る
と

思
う

。
問

題
行

動
の

件
数

は
、

捉
え

方
に

よ
っ

て
上

下
し

や
す

い
数

値
で

あ
る

が
、

細
か

い
こ

と
も

見
逃

さ
な

い
と

い
う

姿
勢

を
表

す
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

草
津

市
い

じ
め

問
題

対
策

連
絡

協
議

会

子
ど

も
た

ち
が

安
心

し
て

楽
し

く
過

ご
せ

る
教

育
環

境
づ

く
り

が
い

じ
め

防
止

に
つ

な
が

る
と

思
う

。
い

じ
め

問
題

は
、

早
期

発
見

、
早

期
対

応
に

加
え

、
組

織
的

な
対

応
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
組

織
内

部
や

関
係

機
関

と
の

相
談

、
連

携
体

制
を

強
化

し
て

ほ
し

い
。

学
校

に
お

け
る

い
じ

め
の

認
知

に
対

す
る

意
識

が
向

上
し

、
早

期
発

見
、

早
期

対
応

に
努

め
る

と
と

も
に

、
学

校
全

体
で

そ
の

後
の

注
意

深
い

見
守

り
と

ケ
ア

の
継

続
を

徹
底

し
て

い
る

。
ま

た
、

「草
津

市
い

じ
め

防
止

基
本

方
針

」の
改

定
趣

旨
を

各
校

に
周

知
す

る
と

と
も

に
、

各
校

の
基

本
方

針
の

見
直

し
を

図
っ

て
い

る
。

各
事

案
に

つ
い

て
は

、
丁

寧
に

情
報

共
有

し
、

引
き

続
き

取
組

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
複

雑
化

す
る

い
じ

め
事

案
へ

の
対

応
や

見
え

に
く
く
な

っ
て

い
る

事
案

の
早

期
発

見
の

た
め

に
、

さ
ら

に
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
め

る
必

要
が

あ
る

。

現
場

の
教

員
と

教
育

委
員

会
が

十
分

に
連

携
し

て
情

報
共

有
し

て
ほ

し
い

。
い

じ
め

を
さ

せ
な

い
雰

囲
気

作
り

、
未

然
防

止
の

観
点

を
大

切
に

し
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見
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1 1
6

エ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
男

子
98

.7
%

女
子

97
.9

%
男

子
99

.1
%

女
子

98
.5

%
男

子
99

.4
%

女
子

99
.0

%
男

子
99

.7
%

女
子

99
.5

%
男

子
10

0%
女

子
10

0%

実 績
男

子
97

.2
1%

女
子

96
.0

9%
男

子
10

0.
16

%
女

子
97

.2
0%

男
子

99
.6

%
女

子
98

.2
%

目 標 達 成 度

男
子

9
8
.4

9
%

女
子

9
8
.1

5
%

男
子

1
0
1
.0

6
%

女
子

9
8
.6

8
%

男
子

1
0
0
.2

%
女

子
9
9
.1

9
%

目 標
9
1
.0

9
2
.0

9
3
.0

9
4
.0

9
5
.0

実 績
9
2
.0

9
2
.8

目 標 達 成 度

1
0
1
.1

%
1
0
0
.9

%

（
１

）
（
３

）
小

中
学

校
体

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

小
学

校
で

は
、

中
学

年
を

対
象

に
体

幹
を

鍛
え

る
た

め
の

ダ
ン

ス
教

室
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

立
命

館
大

学
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
部

の
協

力
の

も
と

、
体

育
授

業
の

５
分

間
で

で
き

る
短

時
間

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

全
小

学
校

で
実

施
し

た
。

さ
ら

に
、

教
員

の
授

業
力

向
上

の
た

め
に

実
技

講
習

会
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
「体

つ
く

り
運

動
」に

お
け

る
指

導
案

の
作

成
に

取
り

組
ん

だ
。

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

児
童

の
運

動
に

対
す

る
意

欲
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

中
学

校
で

は
、

ス
ポ

ー
ツ

ド
ク

タ
ー

（※
１

）に
よ

る
講

習
会

及
び

ス
ポ

ー
ツ

ト
レ

ー
ナ

ー
（※

２
）に

よ
る

実
技

講
習

会
を

市
内

中
学

校
２

年
生

全
員

に
実

施
し

、
生

徒
の

ス
ポ

ー
ツ

障
害

予
防

に
対

す
る

知
識

を
高

め
た

。
ま

た
、

教
員

を
対

象
と

し
た

実
技

講
習

会
を

実
施

し
、

教
員

の
授

業
力

向
上

に
取

り
組

ん
だ

。

小
学

校
５

年
生

の
新

体
力

テ
ス

ト
の

全
国

平
均

点
に

対
す

る
市

の
平

均
点

の
割

合 （市
内

平
均

点
／

全
国

平
均

点
）

10
0.

0%

95
.0

%
（
２

）
子

ど
も

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
の

推
進

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

「運
動

を
通

し
て

す
べ

て
の

子
ど

も
に

感
動

を
」を

テ
ー

マ
に

、
市

内
の

全
小

学
校

６
年

生
児

童
を

対
象

と
し

て
、

立
命

館
大

学
ス

ポ
ー

ツ
健

康
科

学
部

及
び

各
競

技
団

体
と

の
連

携
事

業
で

あ
る

「ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
Ｋ

Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｔ

Ｓ
Ｕ

（以
下

「Ｊ
Ｓ

Ｆ
」）

（※
３

）」
を

開
催

す
る

予
定

で
あ

っ
た

が
、

雨
天

の
た

め
各

ク
ラ

ス
ご

と
の

長
縄

８
の

字
跳

び
の

み
実

施
し

た
。

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
活

動
へ

の
支

援
を

行
い

、
子

ど
も

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
や

心
身

の
健

全
育

成
、

仲
間

と
の

交
流

等
を

促
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

ジ
ュ

ニ
ア

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
Ｋ

Ｕ
Ｓ

Ａ
Ｔ

Ｓ
Ｕ

の
参

加
児

童
ア

ン
ケ

ー
ト

（抽
出

）満
足

度

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

具
体

施
策

（１
）体

力
を

培
う

学
校

体
育

と
中

学
校

運
動

部
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（２
）子

ど
も

が
運

動
に

関
心

を
持

ち
、

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
む

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（３
）子

ど
も

の
体

力
の

重
要

性
に

つ
い

て
正

し
い

認
識

が
広

が
る

よ
う

、
啓

発
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
体

力
向

上
に

向
け

た
取

組
を

進
め

ま
す

。

（４
）学

校
で

の
食

育
と

家
庭

で
の

食
生

活
の

あ
り

方
を

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
地

産
地

消
の

推
進

と
食

文
化

の
継

承
に

努
め

ま
す

。

（５
）児

童
・生

徒
や

教
職

員
の

健
康

管
理

な
ど

を
行

い
、

学
校

保
健

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

（６
）ア

レ
ル

ギ
ー

対
策

や
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

な
ど

の
重

要
な

課
題

解
決

に
向

け
て

、
健

康
教

育
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

目
標

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
施

策
子

ど
も

の
健

や
か

な
体

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

具
体

目
標

健
や

か
な

体
の

育
成

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
3
8
.0

%
3
9
.0

%
4
0
.0

%
4
0
.0

%
4
0
.0

%

実 績
4
2
.0

%
4
9
.2

%
4
1
.5

%

目 標 達 成 度

1
1
0
.5

%
1
2
6
.2

%
1
0
3
.8

%

目 標
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

実 績
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目 標
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

実 績
7
8
.9

%
8
5
.0

%
9
5
.0

%

目 標 達 成 度

7
8
.9

%
8
5
.0

%
9
5
.0

%

10
0.

0%

（
６

）
健

康
教

育
の

充
実

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

ア
レ

ル
ギ

ー
対

策
に

つ
い

て
は

、
教

職
員

を
対

象
に

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

等
に

よ
る

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

シ
ョ

ッ
ク

（※
４

）へ
の

対
応

等
、

ア
レ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

学
ぶ

研
修

会
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
各

学
校

に
お

い
て

も
ア

レ
ル

ギ
ー

対
策

研
修

を
実

施
し

た
が

、
エ

ピ
ペ

ン
携

行
者

の
い

な
い

学
校

の
一

部
で

未
実

施
と

な
っ

た
。

ま
た

、
学

校
給

食
に

お
い

て
は

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
あ

る
児

童
に

対
し

、
献

立
や

配
合

表
等

の
資

料
を

配
布

す
る

と
と

も
に

、
保

護
者

と
連

携
を

と
り

な
が

ら
、

ア
レ

ル
ギ

ー
の

あ
る

児
童

が
安

全
・安

心
に

学
校

生
活

が
送

れ
る

環
境

を
整

え
る

こ
と

が
で

き
た

。
薬

物
乱

用
の

防
止

等
に

向
け

て
は

、
学

校
で

の
学

習
や

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

に
よ

る
啓

発
等

を
行

い
、

生
徒

の
喫

煙
、

飲
酒

、
薬

物
乱

用
防

止
を

図
っ

た
。

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
に

つ
い

て
は

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
に

よ
り

、
課

題
の

あ
る

児
童

生
徒

、
保

護
者

へ
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

悩
み

や
不

安
を

解
消

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

小
中

学
校

に
お

け
る

ア
レ

ル
ギ

ー
対

策
研

修
の

実
施

率

10
0.

0%

（
５

）
児

童
・生

徒
等

健
康

診
断

事
業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

学
校

保
健

安
全

法
に

基
づ

き
、

疾
病

の
早

期
発

見
や

生
活

習
慣

の
改

善
を

図
る

こ
と

な
ど

を
目

的
に

、
児

童
生

徒
お

よ
び

教
職

員
を

対
象

と
し

た
健

康
診

断
を

実
施

し
、

児
童

生
徒

お
よ

び
教

職
員

の
健

康
増

進
を

図
っ

た
。

小
中

学
校

に
お

け
る

健
康

診
断

の
実

施
率

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
４

）
食

育
の

推
進

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

各
小

中
学

校
で

は
食

育
の

日
（毎

月
１

９
日

）・
食

育
月

間
（６

月
）を

中
心

に
、

食
に

関
す

る
催

し
や

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、

学
級

活
動

や
家

庭
科

等
の

授
業

に
お

い
て

食
に

関
す

る
学

習
を

行
い

、
食

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

食
育

教
室

の
開

催
や

お
弁

当
レ

シ
ピ

集
の

配
布

を
行

い
、

食
へ

の
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

小
学

校
給

食
に

お
い

て
は

、
地

産
地

消
、

減
塩

給
食

、
手

作
り

給
食

の
推

進
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
栄

養
教

諭
と

学
級

担
任

が
連

携
し

、
１

年
生

か
ら

３
年

生
の

児
童

に
対

し
て

、
学

年
に

応
じ

た
食

に
関

す
る

指
導

を
行

い
、

食
育

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

給
食

の
地

産
地

消
率

40
.0

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値
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（１
）

（３
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（２
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（４
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（５
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

児
童

・生
徒

等
健

康
診

断
事

業

検
診

後
の

治
療

状
況

の
確

認
が

大
切

で
あ

る
。

教
職

員
に

対
し

て
は

管
理

職
が

職
場

環
境

の
改

善
や

働
き

方
改

革
に

取
り

組
む

な
ど

の
配

慮
を

し
て

ほ
し

い
。

教
職

員
に

つ
い

て
は

、
通

常
の

定
期

健
康

診
断

に
加

え
、

ス
ト

レ
ス

チ
ェ

ッ
ク

制
度

に
基

づ
き

、
対

象
の

全
職

員
に

対
し

、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

行
っ

た
。

ま
た

、
希

望
者

に
対

し
て

は
医

師
に

よ
る

面
接

を
行

っ
た

。
健

診
後

に
指

摘
さ

れ
た

点
の

治
療

調
査

に
つ

い
て

は
、

管
理

職
へ

通
知

し
、

管
理

を
行

っ
た

。

児
童

・生
徒

の
健

康
診

断
の

内
科

等
に

つ
い

て
は

、
草

津
栗

東
医

師
会

に
、

医
師

の
推

薦
を

依
頼

し
委

嘱
し

て
い

る
が

、
医

師
会

か
ら

の
依

頼
に

辞
退

を
す

る
医

師
が

相
次

ぎ
、

既
存

制
度

の
継

続
が

困
難

と
の

意
見

を
も

ら
っ

て
お

り
、

今
後

、
協

力
体

制
維

持
の

た
め

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

評
価

項
目

は
学

校
保

健
安

全
法

に
基

づ
く
も

の
な

の
で

、
達

成
し

な
い

と
い

け
な

い
が

、
学

校
医

の
負

担
が

大
き

い
業

務
だ

と
思

う
の

で
、

学
校

医
の

確
保

に
引

き
続

き
努

力
し

て
ほ

し
い

。

食
育

の
推

進

災
害

時
を

想
定

し
て

、
好

き
嫌

い
な

く
何

で
も

食
べ

ら
れ

る
よ

う
に

し
て

お
く
必

要
が

あ
り

、
そ

の
こ

と
が

給
食

残
菜

の
減

少
に

も
つ

な
が

る
。

市
内

１
４

校
の

小
学

校
１

年
生

か
ら

３
年

生
（平

成
３

０
年

度
は

２
年

生
か

ら
３

年
生

）ま
で

の
全

て
の

ク
ラ

ス
で

栄
養

教
諭

に
よ

る
食

育
の

授
業

（指
導

）を
行

い
、

食
の

大
切

さ
を

教
え

て
い

る
。

ま
た

、
「防

災
献

立
の

日
」を

設
け

、
防

災
お

に
ぎ

り
献

立
な

ど
年

４
回

実
施

し
て

、
児

童
の

防
災

意
識

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

残
菜

に
つ

い
て

も
、

毎
日

、
調

査
を

行
っ

て
お

り
、

残
菜

率
２

０
％

以
上

の
お

か
ず

の
場

合
に

は
、

味
付

け
を

変
え

た
り

、
量

を
減

ら
し

た
り

、
学

校
へ

の
聞

き
取

り
や

感
想

を
聞

い
た

り
し

て
残

菜
量

を
減

ら
す

対
処

を
し

て
い

る
。

ま
た

、
中

学
校

で
は

、
健

康
の

保
持

増
進

に
は

食
事

と
運

動
が

大
き

く
関

わ
る

こ
と

に
つ

い
て

学
ぶ

機
会

を
保

健
体

育
の

時
間

に
設

け
た

。

栄
養

教
諭

に
よ

る
食

に
関

す
る

指
導

や
各

小
学

校
教

諭
等

に
よ

り
、

好
き

嫌
い

な
く
食

べ
る

こ
と

を
指

導
し

て
い

る
が

、
学

校
給

食
だ

け
で

は
難

し
く
、

各
家

庭
の

協
力

が
不

可
欠

で
あ

る
。

今
後

、
各

家
庭

の
協

力
を

ど
う

求
め

て
い

く
か

、
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

災
害

時
は

自
分

の
好

き
な

も
の

が
食

べ
ら

れ
な

い
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

、
学

校
給

食
以

外
で

も
い

か
に

し
て

児
童

に
伝

え
て

い
く
か

、
検

討
を

要
す

る
。

合
わ

せ
て

、
災

害
時

に
お

け
る

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
を

持
つ

児
童

へ
の

対
応

に
つ

い
て

も
、

常
に

各
家

庭
や

学
校

は
考

え
て

お
く
必

要
が

あ
る

。

評
価

項
目

（地
産

地
消

率
）を

食
育

の
手

段
と

し
て

、
残

菜
を

減
ら

す
と

い
う

目
標

を
意

識
し

て
ほ

し
い

。
５

年
生

の
家

庭
科

の
授

業
と

連
携

し
て

、
栄

養
士

の
授

業
が

あ
れ

ば
よ

り
効

果
的

で
は

な
い

か
。

子
ど

も
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進

Ｊ
Ｓ

Ｆ
は

運
動

が
苦

手
な

子
ど

も
も

含
め

、
非

常
に

高
い

満
足

度
と

な
っ

て
お

り
評

価
で

き
る

。
低

学
年

ま
で

対
象

を
広

げ
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

し
て

ほ
し

い
。

色
々

な
ス

ポ
ー

ツ
を

体
験

し
た

り
、

ト
ッ

プ
ア

ス
リ

ー
ト

の
技

を
身

近
で

見
た

り
、

運
動

す
る

こ
と

の
楽

し
さ

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
る

取
組

で
あ

る
Ｊ
Ｓ

Ｆ
は

、
会

場
規

模
や

移
動

手
段

、
学

生
に

よ
る

体
験

指
導

な
ど

の
都

合
上

、
低

学
年

に
ま

で
対

象
を

広
げ

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

体
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

通
し

て
、

子
ど

も
の

運
動

習
慣

の
定

着
化

に
取

り
組

み
、

運
動

へ
の

関
心

が
高

く
、

運
動

が
好

き
な

子
ど

も
を

低
学

年
の

う
ち

か
ら

育
て

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

地
域

を
超

え
た

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
な

ど
の

活
動

は
、

子
ど

も
だ

け
で

な
く
大

人
同

士
の

交
流

の
機

会
と

し
て

も
重

要
だ

と
思

う
。

地
域

活
動

に
も

繋
が

る
の

で
、

今
後

も
支

援
し

て
ほ

し
い

。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

小
中

学
校

体
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

大
学

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
市

全
体

で
子

ど
も

の
運

動
習

慣
の

定
着

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
は

草
津

市
の

強
み

だ
と

思
う

の
で

継
続

し
て

ほ
し

い
。

体
育

授
業

の
最

初
の

５
分

間
で

で
き

る
短

時
間

運
動

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

全
て

の
小

学
校

で
引

き
続

き
、

実
施

し
た

。
ま

た
、

休
み

時
間

に
お

け
る

運
動

の
具

体
的

な
取

組
と

し
て

、
異

学
年

が
交

流
す

る
縦

割
り

活
動

で
の

遊
び

や
、

委
員

会
活

動
の

一
環

と
し

て
「長

縄
大

会
」や

「ド
ッ

ジ
ボ

ー
ル

大
会

」な
ど

の
各

種
運

動
大

会
を

各
校

に
お

い
て

積
極

的
に

実
施

し
て

お
り

、
体

育
主

任
会

等
で

情
報

共
有

も
行

っ
た

。

教
員

全
て

が
、

体
力

向
上

に
つ

な
が

る
と

と
も

に
、

運
動

へ
の

関
心

が
高

ま
る

よ
う

な
授

業
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

短
時

間
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

継
続

す
る

こ
と

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

強
化

す
る

項
目

を
意

識
し

て
、

現
場

が
実

践
で

き
る

よ
う

、
よ

り
働

き
か

け
を

行
っ

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

-21-



（６
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

注
釈

（※
１

）ス
ポ

ー
ツ

ド
ク

タ
ー

…
医

師
免

許
を

持
っ

た
医

師
の

中
で

、
特

に
ス

ポ
ー

ツ
分

野
に

特
化

し
て

健
康

管
理

や
外

傷
の

診
断

や
治

療
を

行
う

人
の

こ
と

。
（※

２
）ス

ポ
ー

ツ
ト

レ
ー

ナ
ー

…
ス

ポ
ー

ツ
選

手
の

身
体

づ
く
り

等
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

専
門

家
の

こ
と

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
指

導
だ

け
で

は
な

く
、

怪
我

や
ス

ポ
ー

ツ
障

害
予

防
等

に
も

対
応

で
き

る
知

識
と

資
格

を
持

っ
て

い
る

。
（※

３
）ジ

ュ
ニ

ア
ス

ポ
ー

ツ
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

Ｋ
Ｕ

Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｓ

Ｕ
（Ｊ

Ｓ
Ｆ

）…
「運

動
を

通
し

て
す

べ
て

の
子

ど
も

に
感

動
を

」～
運

動
好

き
の

子
ど

も
を

育
て

る
～

を
テ

ー
マ

に
立

命
館

大
学

び
わ

こ
・く

さ
つ

キ
ャ

ン
パ

ス
の

ク
イ

ン
ス

タ
ジ

ア
ム

で
行

う
、

小
学

校
６

年
生

の
全

児
童

参
加

に
よ

る
イ

ベ
ン

ト
の

こ
と

。
（※

４
）ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
シ

ョ
ッ

ク
…

生
体

の
防

御
反

応
に

お
い

て
、

と
き

に
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
と

い
う

極
め

て
有

害
な

反
応

を
引

き
起

こ
す

こ
と

が
あ

る
。

こ
う

い
っ

た
反

応
の

う
ち

、
血

圧
が

下
が

っ
て

シ
ョ

ッ
ク

状
態

に
陥

っ
た

も
の

を
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
シ

ョ
ッ

ク
と

い
う

。
典

型
的

な
症

状
と

し
て

は
、

じ
ん

ま
疹

、
紅

斑
、

呼
吸

困
難

、
め

ま
い

、
腹

痛
、

下
痢

、
意

識
障

害
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

る
。

（※
５

）エ
ピ

ペ
ン

…
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

や
ハ

チ
刺

傷
に

よ
る

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

に
対

す
る

緊
急

補
助

治
療

に
使

用
さ

れ
る

医
薬

品
の

こ
と

。
 ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
を

起
こ

す
可

能
性

の
高

い
患

者
が

常
備

す
る

こ
と

で
、

発
症

の
際

に
医

療
機

関
へ

搬
送

さ
れ

る
ま

で
の

症
状

悪
化

防
止

に
役

立
つ

。

健
康

教
育

の
充

実

ア
レ

ル
ギ

ー
対

策
は

、
命

に
関

わ
る

こ
と

な
の

で
、

全
教

職
員

に
対

す
る

研
修

を
徹

底
す

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

に
も

仲
間

を
気

遣
う

心
を

育
て

て
ほ

し
い

。

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
等

に
よ

る
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
シ

ョ
ッ

ク
の

症
状

や
定

義
、

エ
ピ

ペ
ン

（※
５

）の
効

用
な

ど
の

基
礎

知
識

や
エ

ピ
ペ

ン
ト

レ
ー

ナ
ー

を
使

用
し

た
対

応
手

順
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
の

で
き

る
ア

レ
ル

ギ
ー

対
策

研
修

を
小

中
学

校
で

実
施

し
た

。
ま

た
、

学
校

給
食

に
お

い
て

は
、

詳
細

な
献

立
表

を
配

布
す

る
な

ど
、

保
護

者
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

の
あ

る
児

童
が

安
全

・安
心

な
学

校
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

取
り

組
ん

だ
。

な
お

、
児

童
の

ア
レ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
は

、
個

人
情

報
に

あ
た

る
た

め
、

保
護

者
の

了
解

が
取

れ
た

場
合

の
み

、
児

童
全

体
へ

の
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
栄

養
教

諭
に

よ
る

低
学

年
向

け
の

食
育

の
授

業
の

際
に

、
一

部
ア

レ
ル

ギ
ー

の
話

も
し

て
い

る
。

ア
レ

ル
ギ

ー
対

策
に

つ
い

て
は

、
命

に
関

わ
る

問
題

と
し

て
、

ス
ム

ー
ズ

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
、

定
期

的
に

研
修

を
実

施
し

、
教

職
員

全
員

の
意

識
が

高
ま

る
よ

う
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

色
々

な
病

気
を

持
っ

た
子

ど
も

が
い

る
の

で
、

入
学

式
す

る
前

に
研

修
が

で
き

る
の

が
一

番
良

い
と

思
う

。
繰

り
返

し
毎

年
行

う
こ

と
が

大
切

な
の

で
、

今
後

も
丁

寧
に

継
続

し
て

ほ
し

い
。
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.0
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9
2
.6

%
1
0
0
.7

%
1
0
3
.2

%

10
0.

0%
（
２

）
一

斉
メ

ー
ル

配
信

シ
ス

テ
ム

（※
３

）

学
校

政
策

推
進

課

一
斉

メ
ー

ル
配

信
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

保
護

者
や

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
（※

４
）に

対
し

て
各

校
よ

り
不

審
者

情
報

の
提

供
等

を
速

や
か

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
の

安
全

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

平
成

２
９

年
度

も
、

保
護

者
へ

の
登

録
の

呼
び

か
け

を
強

化
し

た
。

児
童

生
徒

全
体

に
対

す
る

登
録

率

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
（
２

）
（
３

）

学
校

安
全

推
進

事
業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

各
校

に
お

い
て

防
犯

、
防

災
、

交
通

安
全

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

自
転

車
を

利
用

す
る

機
会

が
特

に
多

い
中

学
生

に
お

い
て

は
、

自
転

車
通

学
安

全
モ

デ
ル

推
進

校
の

指
定

（老
上

中
学

校
・玉

川
中

学
校

）
を

受
け

、
自

転
車

通
学

の
交

通
安

全
啓

発
活

動
を

行
っ

た
。

ま
た

、
交

通
政

策
課

に
て

、
自

転
車

安
全

安
心

利
用

教
室

を
ス

ケ
ア

ー
ド

ス
ト

レ
ー

ト
（※

１
）方

式
に

よ
り

開
催

し
、

事
故

防
止

と
自

転
車

の
安

全
利

用
に

つ
い

て
指

導
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

徒
の

安
全

意
識

を
高

め
た

。
ま

た
、

小
学

校
新

入
生

に
携

帯
用

防
犯

ブ
ザ

ー
を

配
布

す
る

と
と

も
に

、
各

校
で

の
指

導
を

通
し

て
危

険
時

に
お

け
る

対
応

な
ど

、
児

童
の

防
犯

意
識

の
醸

成
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

児
童

の
登

下
校

中
の

見
守

り
活

動
等

の
促

進
や

学
校

に
お

け
る

危
機

管
理

意
識

の
向

上
に

向
け

て
、

地
域

住
民

や
教

職
員

を
対

象
に

、
教

育
委

員
会

が
委

嘱
し

た
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

（※
２

）に
よ

る
巡

回
指

導
等

を
実

施
し

、
学

校
で

の
安

全
教

育
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
に

よ
る

巡
回

指
導

等
の

実
施

回
数

２
８

回
（各

校
２

回
）

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

具
体

施
策

（１
）自

分
の

身
は

自
分

で
守

れ
る

よ
う

、
防

犯
、

防
災

、
交

通
安

全
な

ど
、

学
校

で
の

安
全

教
育

を
推

進
し

ま
す

。

（２
）防

犯
ブ

ザ
ー

や
防

犯
連

絡
シ

ス
テ

ム
の

活
用

を
図

り
、

地
域

と
連

携
し

た
防

犯
対

策
に

取
り

組
み

ま
す

。

（３
）子

ど
も

の
安

全
確

保
を

図
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

通
学

路
の

安
全

対
策

を
図

り
ま

す
。

取
組

状
況

目
標

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
施

策
子

ど
も

の
安

全
・安

心
の

確
保

を
図

り
ま

す
。

具
体

目
標

子
ど

も
の

安
全

・安
心

の
確

保

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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（１
）

（２
）

（３
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（２
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）ス
ケ

ア
ー

ド
ス

ト
レ

ー
ト

・・
・ス

タ
ン

ト
マ

ン
に

よ
り

交
通

事
故

の
状

況
を

再
現

し
て

み
せ

、
恐

怖
を

実
感

す
る

こ
と

で
、

交
通

ル
ー

ル
の

大
切

さ
を

学
ん

だ
り

、
危

険
に

つ
な

が
る

行
為

を
未

然
に

防
ぐ

手
法

の
こ

と
。

（※
２

）ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
・・

・ 
警

察
官

Ｏ
Ｂ

等
に

委
嘱

し
、

学
校

の
防

犯
体

制
と

学
校

安
全

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
）の

活
動

に
対

し
て

専
門

的
な

指
導

を
行

う
者

。
（※

３
）一

斉
メ

ー
ル

配
信

シ
ス

テ
ム

・・
・保

護
者

の
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
事

前
に

登
録

し
、

不
審

者
情

報
や

台
風

襲
来

時
の

下
校

等
の

緊
急

連
絡

を
要

す
る

事
象

に
つ

い
て

、
学

校
か

ら
電

子
メ

ー
ル

で
情

報
を

配
信

で
き

る
仕

組
み

。
（※

４
）ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

・・
・各

小
学

校
に

登
録

し
た

地
域

住
民

が
子

ど
も

た
ち

の
下

校
時

間
に

合
わ

せ
て

、
通

学
路

な
ど

の
巡

回
パ

ト
ロ

ー
ル

や
見

回
り

な
ど

を
行

う
学

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

こ
と

。

一
斉

メ
ー

ル
配

信
シ

ス
テ

ム

メ
ー

ル
の

受
信

が
で

き
な

い
環

境
に

あ
る

人
に

も
地

域
ぐ

る
み

で
情

報
が

行
き

わ
た

る
こ

と
が

理
想

で
あ

る
が

、
情

報
が

届
か

な
い

可
能

性
の

あ
る

家
庭

ほ
ど

手
厚

い
対

応
が

必
要

で
あ

る
と

思
う

。

メ
ー

ル
受

信
機

能
が

あ
る

ツ
ー

ル
を

持
っ

て
い

な
い

保
護

者
に

は
、

電
話

等
に

よ
る

連
絡

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

関
係

者
に

も
登

録
の

呼
び

か
け

を
行

っ
た

。

登
録

率
１

０
０

％
を

目
指

し
て

保
護

者
へ

の
啓

発
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
メ

ー
ル

受
信

機
能

が
あ

る
ツ

ー
ル

を
持

っ
て

い
な

い
保

護
者

も
存

在
す

る
た

め
、

電
話

等
に

よ
る

丁
寧

な
連

絡
を

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

場
合

に
よ

っ
て

電
話

連
絡

が
必

要
な

の
は

、
学

校
現

場
に

と
っ

て
非

常
に

負
担

で
あ

る
。

情
報

を
素

早
く
正

確
に

伝
え

る
と

い
う

こ
と

を
、

日
頃

か
ら

訓
練

し
て

ほ
し

い
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

学
校

安
全

推
進

事
業

地
域

の
方

の
見

守
り

が
不

可
欠

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

と
学

校
の

連
携

を
密

に
し

て
継

続
し

て
ほ

し
い

。

引
き

続
き

、
地

域
住

民
に

よ
る

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

に
よ

る
巡

回
指

導
や

養
成

講
座

を
通

し
て

、
児

童
や

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
等

に
対

し
て

危
機

管
理

意
識

の
向

上
を

図
っ

た
。

な
お

、
各

学
校

で
は

ス
ク

ー
ル

ガ
ー

ド
等

に
参

加
い

た
だ

き
、

分
団

会
等

も
実

施
し

た
。

児
童

の
登

下
校

時
の

見
守

り
活

動
は

、
ス

ク
ー

ル
ガ

ー
ド

な
ど

地
域

住
民

に
協

力
い

た
だ

い
て

い
る

が
、

継
続

的
な

協
力

体
制

を
維

持
す

る
た

め
、

人
材

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

地
域

の
か

た
に

見
守

り
活

動
に

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
の

は
、

学
校

現
場

と
し

て
は

非
常

に
助

か
っ

て
い

る
と

思
う

。
た

だ
し

、
人

員
確

保
に

は
大

き
な

苦
労

が
伴

う
の

で
、

学
校

任
せ

で
な

く
、

教
育

委
員

会
と

し
て

も
支

援
を

し
て

も
ら

い
た

い
。

ま
た

、
安

心
・安

全
は

地
域

か
ら

発
し

て
い

く
も

の
で

あ
る

こ
と

を
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
で

意
識

し
て

も
ら

い
た

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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1 2
8

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
,0

0
0

1
,1

0
0

1
,8

0
0

1
,8

5
0

1
,9

0
0

実 績
9
7
1

1
,7

2
8

2
,1

3
2

目 標 達 成 度

9
7
.1

%
1
5
7
.1

%
1
1
8
.4

%

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
（
２

）

家
庭

で
の

教
育

力
を

高
め

る
た

め
の

啓
発

の
充

実

生
涯

学
習

課

家
庭

教
育

学
習

事
業

費
補

助
事

業
（※

１
）を

行
い

、
学

習
機

会
の

充
実

に
努

め
た

ほ
か

、
家

庭
教

育
出

前
講

座
の

実
施

や
家

庭
教

育
サ

ポ
ー

ト
事

業
（※

２
）を

実
施

し
家

庭
教

育
学

習
の

機
会

を
提

供
し

た
。

平
成

２
９

年
度

に
お

い
て

は
、

乳
幼

児
健

診
で

の
家

庭
読

書
（※

３
）啓

発
コ

ー
ナ

ー
「
絵

本
de

う
ち

ど
く
サ

ポ
ー

ト
広

場
（※

４
）
」を

す
べ

て
の

１
歳

６
か

月
検

診
で

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

子
ど

も
の

心
を

豊
か

に
し

、
保

護
者

と
子

ど
も

の
心

を
つ

な
ぐ

、
読

み
聞

か
せ

の
す

ば
ら

し
さ

を
健

診
に

参
加

し
た

１
２

７
４

人
の

保
護

者
に

対
し

て
啓

発
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

家
庭

教
育

の
講

座
に

参
加

し
た

人
数

1,
90

0人

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

具
体

施
策

（１
）「

早
寝

･早
起

き
・朝

ご
は

ん
」や

「あ
い

さ
つ

」
等

、
基

本
的

な
生

活
習

慣
の

確
立

を
図

る
た

め
の

啓
発

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

（２
）よ

り
よ

い
生

活
習

慣
形

成
の

た
め

、
家

庭
で

の
教

育
力

を
高

め
る

た
め

の
学

習
機

会
を

提
供

す
る

な
ど

、
家

庭
教

育
の

啓
発

を
進

め
ま

す
。

取
組

状
況

目
標

生
活

習
慣

と
社

会
性

の
育

成
施

策
子

ど
も

の
よ

り
よ

い
生

活
習

慣
形

成
の

た
め

啓
発

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

家
庭

教
育

の
啓

発

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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（１
）

（２
）

生
涯

学
習

課

注
釈

（※
１

）草
津

市
家

庭
教

育
学

習
事

業
費

補
助

事
業

…
地

域
で

家
庭

教
育

に
つ

い
て

学
習

す
る

機
会

を
も

っ
て

も
ら

い
、

家
庭

の
教

育
力

向
上

を
図

る
た

め
、

市
立

幼
、

認
定

子
ど

も
園

・小
・中

学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

に
対

し
、

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

会
や

大
会

を
行

っ
た

際
に

、
費

用
の

一
部

を
補

助
す

る
も

の
。

（※
２

）家
庭

教
育

サ
ポ

ー
ト

事
業

…
家

庭
で

、
子

ど
も

た
ち

が
基

本
的

な
生

活
習

慣
や

善
悪

の
判

断
を

は
じ

め
と

し
た

生
き

る
力

の
基

本
と

な
る

能
力

を
身

に
付

け
る

た
め

、
保

護
者

を
対

象
と

し
た

家
庭

の
教

育
力

の
向

上
を

目
指

す
取

組
。

（※
３

）家
庭

読
書

（う
ち

ど
く
）・

・・
読

書
を

通
じ

て
家

族
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

取
組

。
（※

４
）絵

本
de

う
ち

ど
く
サ

ポ
ー

ト
広

場
・
・・

家
庭

読
書

を
ツ

ー
ル

と
し

た
家

庭
で

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
育

み
の

推
進

を
図

る
た

め
、

絵
本

の
掲

示
お

よ
び

読
み

聞
か

せ
に

関
す

る
啓

発
D

V
D

の
上

映
、

図
書

館
司

書
に

よ
る

読
書

相
談

な
ど

を
実

施
。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

家
庭

で
の

教
育

力
を

高
め

る
た

め
の

啓
発

の
充

実

子
ど

も
の

発
達

段
階

に
応

じ
て

変
化

す
る

保
護

者
の

ニ
ー

ズ
に

適
し

た
テ

ー
マ

設
定

に
期

待
し

た
い

。
家

庭
教

育
が

低
下

し
な

い
よ

う
啓

発
に

努
め

て
ほ

し
い

。

単
位

Ｐ
Ｔ

Ａ
を

対
象

と
し

た
、

家
庭

教
育

学
習

事
業

費
補

助
事

業
の

説
明

会
に

お
い

て
、

発
達

段
階

に
応

じ
、

関
心

が
高

い
テ

ー
マ

お
よ

び
講

師
の

紹
介

を
行

い
、

家
庭

教
育

の
推

進
に

努
め

た
。

ま
た

、
平

成
２

９
年

度
に

お
い

て
は

、
１

歳
６

か
月

の
乳

幼
児

健
診

で
「絵

本
de

う
ち

ど
く
サ

ポ
ー

ト
広

場
」を

実
施

し
、

絵
本

の
掲

示
お

よ
び

読
み

聞
か

せ
に

関
す

る
啓

発
D

V
D

の
上

映
、

図
書

館
司

書
に

よ
る

読
書

相
談

な
ど

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
乳

幼
児

期
に

必
要

な
家

庭
読

書
を

ツ
ー

ル
と

し
た

家
庭

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
形

成
に

関
す

る
家

庭
教

育
の

啓
発

を
行

っ
た

。

核
家

族
・共

働
き

世
帯

が
増

え
、

家
庭

教
育

を
学

ぶ
時

間
が

と
れ

な
い

保
護

者
に

対
し

て
も

、
家

庭
教

育
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

事
業

展
開

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

家
庭

読
書

は
学

力
テ

ス
ト

の
結

果
に

も
つ

な
が

る
非

常
に

重
要

な
要

素
で

あ
る

。
Ｓ

Ｎ
Ｓ

な
ど

気
軽

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

情
報

提
供

を
よ

り
積

極
的

に
行

っ
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見
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1 2
9

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
2
.0

9
2
.0

9
2
.0

9
2
.0

9
2
.0

実 績
9
1
.5

9
2
.6

9
2
.0

目 標 達 成 度

9
9
.5

%
1
0
0
.7

%
1
0
0
.0

%

目 標
小

0
.5

5
中

3
.0

2
小

0
.5

1
中

2
.9

6
小

0
.4

7
中

2
.9

3
小

0
.4

3
中

2
.9

0
小

0
.4

0
中

2
.8

8

実 績
小

0
.5

9
中

3
.4

2
小

0
.5

0
中

2
.2

4
小

0
.7

8
中

2
.1

3
目 標 達 成 度

小
9
3
.2

%
中

8
8
.3

%
小

1
0
2
.0

%
中

1
3
2
.1

%
小

6
0
.3

%
中

1
3
7
.6

%

目 標
8
8
.0

8
8
.0

8
8
.0

8
8
.0

8
8
.0

実 績
8
9
.3

8
8
.8

8
8
.0

目 標 達 成 度

1
0
1
.5

%
1
0
0
.9

%
1
0
0
.0

%

小
学

校
0.

40
%

中
学

校
2.

88
%

(H
26

全
国

値
）

（
３

）
福

祉
・社

会
体

験
学

習
の

実
施

学
校

教
育

課

各
小

中
学

校
に

お
い

て
福

祉
体

験
・社

会
体

験
学

習
に

計
画

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

各
学

校
が

テ
ー

マ
を

定
め

、
シ

ニ
ア

体
験

・車
椅

子
体

験
・ア

イ
マ

ス
ク

体
験

、
お

店
体

験
、

奉
仕

活
動

、
募

金
活

動
等

を
実

施
し

た
。

児
童

会
活

動
や

生
徒

会
活

動
な

ど
児

童
生

徒
の

主
体

的
な

活
動

も
見

ら
れ

た
。

「人
が

困
っ

て
い

た
ら

進
ん

で
助

け
る

」と
答

え
た

児
童

生
徒

は
８

８
．

０
％

を
示

し
、

継
続

的
な

取
組

の
成

果
が

見
ら

れ
た

。
※

「人
の

気
持

ち
が

分
か

る
人

間
に

な
り

た
い

」と
答

え
た

児
童

生
徒

の
割

合
（全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
）で

実
績

数
値

を
挙

げ
て

い
た

が
、

平
成

２
７

年
度

か
ら

質
問

項
目

が
な

く
な

っ
た

の
で

、
評

価
項

目
を

変
更

し
て

い
る

。

「人
が

困
っ

て
い

た
ら

進
ん

で
助

け
る

」と
答

え
た

児
童

生
徒

の
割

合
（全

国
学

力
・

学
習

状
況

調
査

）

88
.0

%

（
２

）
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

連
絡

会
（※

２
）

学
校

教
育

課

適
応

指
導

教
室

「
や

ま
び

こ
」（

※
３

）や
民

間
の

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
（※

４
）を

は
じ

め
と

す
る

い
ろ

い
ろ

な
機

関
と

情
報

等
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
不

登
校

を
含

む
学

校
不

適
応

の
児

童
生

徒
の

情
報

共
有

と
対

応
に

つ
い

て
協

議
す

る
中

学
校

区
別

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
連

絡
会

を
実

施
し

た
。

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、

社
会

福
祉

な
ど

の
専

門
的

な
助

言
を

得
な

が
ら

事
例

検
討

を
重

ね
る

中
で

、
課

題
の

あ
る

児
童

生
徒

へ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（※
５

）と
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
を

小
中

学
校

の
教

職
員

と
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
（※

６
）が

合
同

で
行

い
、

個
別

ケ
ー

ス
の

課
題

要
因

を
分

析
し

、
課

題
解

決
へ

向
け

た
取

組
を

進
め

た
。

不
登

校
児

童
生

徒
在

籍
率

（小
中

学
校

別
）

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
規

範
意

識
の

醸
成

学
校

教
育

課

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

、
規

律
あ

る
行

動
を

す
る

こ
と

を
ね

ら
い

と
し

た
指

導
を

、
日

常
的

な
活

動
や

各
教

科
等

の
指

導
と

関
連

さ
せ

な
が

ら
、

道
徳

の
時

間
を

中
心

に
行

っ
た

。
ま

た
、

生
徒

指
導

部
会

担
当

者
会

議
等

で
い

じ
め

を
生

ま
な

い
学

校
づ

く
り

に
お

け
る

道
徳

教
育

に
つ

い
て

研
修

を
行

っ
た

。
道

徳
の

時
間

に
計

画
的

に
情

報
モ

ラ
ル

教
育

を
行

っ
た

。

学
校

の
き

ま
り

を
守

っ
て

い
る

と
答

え
た

児
童

生
徒

の
割

合
（全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
）

92
.0

%

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

具
体

施
策

（１
）学

校
や

社
会

の
ル

ー
ル

を
守

る
指

導
や

、
情

報
活

用
能

力
を

高
め

る
教

育
・情

報
モ

ラ
ル

（※
１

）教
育

な
ど

を
強

化
し

、
社

会
の

一
員

と
し

て
の

あ
り

方
を

考
え

る
学

習
を

充
実

し
ま

す
。

（２
）不

登
校

の
解

決
に

向
け

て
学

校
全

体
お

よ
び

校
種

間
で

組
織

的
な

取
組

を
し

ま
す

。

（３
）小

中
学

校
で

福
祉

体
験

学
習

や
社

会
体

験
学

習
を

推
進

し
ま

す
。

取
組

状
況

目
標

生
活

習
慣

と
社

会
性

の
育

成
施

策
規

範
意

識
と

社
会

性
を

育
て

る
学

校
教

育
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

社
会

性
を

育
む

教
育

の
充

実

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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（
１

）
学

校
教

育
課

（
２

）
学

校
教

育
課

（
３

）
学

校
教

育
課

注
釈

（※
１

）情
報

モ
ラ

ル
…

情
報

社
会

を
生

き
ぬ

き
、

健
全

に
発

展
さ

せ
て

い
く
う

え
で

す
べ

て
の

国
民

が
身

に
つ

け
て

お
く
べ

き
考

え
方

や
態

度
の

こ
と

。
（※

２
）グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

連
絡

会
…

子
ど

も
た

ち
の

多
様

な
実

態
に

学
校

単
独

で
対

応
す

る
だ

け
で

は
カ

バ
ー

し
き

れ
な

い
生

活
指

導
上

の
諸

問
題

が
顕

在
化

し
て

い
る

こ
と

に
対

し
て

、
草

津
市

の
小

中
学

校
の

い
じ

め
・
不

登
校

・
学

校
不

適
応

を
含

む
問

題
行

動
の

未
然

防
止

、
早

期
発

見
、

早
期

対
応

を
目

的
に

調
査

・研
究

、
ケ

ー
ス

会
議

、
小

中
学

校
の

交
流

・連
携

事
業

を
推

進
し

て
い

こ
う

と
す

る
も

の
で

、
中

学
校

区
ご

と
に

毎
月

１
回

の
連

絡
会

を
開

催
し

て
い

る
。

ま
た

、
多

面
的

な
視

点
で

事
例

を
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

る
た

め
に

連
絡

会
に

は
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（精
神

保
健

福
祉

士
、

社
会

福
祉

士
、

臨
床

心
理

士
）を

招
聘

し
、

専
門

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

て
い

る
。

（※
３

）適
応

指
導

教
室

「や
ま

び
こ

」…
不

登
校

の
児

童
生

徒
に

対
し

、
学

校
復

帰
の

た
め

の
指

導
・援

助
を

行
う

た
め

、
教

育
委

員
会

が
学

校
以

外
の

場
所

に
設

置
す

る
施

設
。

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

通
じ

た
教

育
相

談
や

教
科

学
習

の
指

導
、

自
然

体
験

や
調

理
実

習
、

ゲ
ー

ム
な

ど
の

グ
ル

ー
プ

活
動

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
（※

４
）フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

…
不

登
校

の
子

ど
も

を
受

け
入

れ
る

こ
と

を
主

な
目

的
と

す
る

団
体

・施
設

の
こ

と
。

（※
５

）ア
セ

ス
メ

ン
ト

…
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
で

は
、

ク
ラ

イ
ア

ン
ト

に
関

す
る

情
報

収
集

を
い

う
こ

と
か

ら
、

支
援

を
必

要
と

し
て

い
る

子
ど

も
の

状
態

を
理

解
す

る
た

め
に

、
そ

の
子

ど
も

に
関

す
る

情
報

を
い

ろ
い

ろ
な

角
度

か
ら

集
め

、
そ

の
結

果
を

総
合

的
に

整
理

、
解

釈
し

て
い

く
過

程
や

見
た

て
の

こ
と

を
言

う
。

（※
６

）ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

…
教

育
相

談
活

動
、

生
徒

指
導

に
お

い
て

、
取

扱
う

事
案

に
か

か
わ

る
考

え
方

、
指

導
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

よ
り

上
位

の
専

門
的

な
立

場
か

ら
指

導
、

監
督

、
助

言
を

行
う

者
を

指
す

。

福
祉

・社
会

体
験

学
習

の
実

施

体
験

を
通

し
て

気
づ

き
が

生
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
例

え
ば

、
身

近
に

あ
る

老
人

福
祉

施
設

と
連

携
し

た
体

験
学

習
な

ど
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。

こ
れ

ま
で

か
ら

継
続

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
も

と
に

、
保

護
者

や
地

域
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
生

か
し

な
が

ら
、

児
童

生
徒

の
実

態
に

応
じ

た
福

祉
・社

会
体

験
学

習
を

実
施

し
た

。

福
祉

・社
会

体
験

学
習

を
実

施
で

き
る

よ
う

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

改
善

し
な

が
ら

、
発

展
的

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

発
達

の
段

階
に

応
じ

て
系

統
的

に
実

施
し

、
地

域
と

連
携

し
た

体
験

活
動

を
取

り
入

れ
て

い
く
等

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

子
ど

も
に

は
取

組
の

意
図

を
伝

え
、

”や
ら

さ
れ

て
い

る
”感

が
生

ま
れ

な
い

よ
う

に
注

意
し

て
ほ

し
い

。

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
連

絡
会

中
学

校
区

内
で

情
報

を
共

有
し

、
対

応
に

つ
い

て
専

門
家

を
交

え
て

学
び

合
い

な
が

ら
、

困
っ

て
い

る
子

や
親

に
対

し
て

、
寄

り
添

い
、

支
え

る
体

制
が

大
切

で
あ

り
、

こ
の

体
制

を
維

持
し

て
ほ

し
い

。

適
応

指
導

教
室

「や
ま

び
こ

」や
民

間
の

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
等

の
機

関
と

の
連

携
は

、
関

係
者

間
で

協
議

し
な

が
ら

個
別

ケ
ー

ス
に

丁
寧

に
対

応
し

て
い

る
。

ま
た

、
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

連
絡

会
に

お
け

る
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

指
導

助
言

を
校

内
の

不
登

校
対

策
に

生
か

し
た

。
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

連
絡

会
に

お
け

る
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
の

指
導

助
言

を
校

内
で

共
通

理
解

し
た

り
、

校
種

間
の

交
流

で
得

ら
れ

た
具

体
的

な
支

援
を

伝
え

た
り

す
る

な
か

で
、

不
登

校
な

ど
の

学
校

不
適

応
等

に
対

し
て

校
内

で
の

取
組

を
継

続
し

て
き

た
。

児
童

生
徒

を
取

り
巻

く
環

境
の

多
様

化
が

一
層

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

ケ
ー

ス
ご

と
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

力
を

高
め

、
具

体
的

な
支

援
方

策
を

立
て

る
た

め
に

研
修

を
続

け
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
国

や
県

の
動

向
を

踏
ま

え
、

多
様

な
連

携
を

今
後

も
検

討
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

子
ど

も
に

と
っ

て
第

三
者

的
な

相
談

窓
口

が
効

果
的

で
あ

る
と

思
う

の
で

、
今

後
も

連
携

を
強

め
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

規
範

意
識

の
醸

成

規
範

意
識

は
、

決
ま

り
事

を
押

し
付

け
る

の
で

は
な

く
、

あ
い

さ
つ

な
ど

の
身

近
な

人
間

関
係

の
中

で
、

褒
め

ら
れ

る
体

験
を

通
じ

て
身

に
つ

く
も

の
で

あ
り

、
社

会
の

一
員

と
し

て
実

体
験

を
伴

う
取

組
と

な
る

よ
う

お
願

い
し

た
い

。

道
徳

の
時

間
に

お
い

て
は

、
具

体
的

な
行

動
の

一
方

的
な

指
導

や
、

対
処

法
の

指
導

で
は

な
く
、

児
童

生
徒

が
道

徳
的

な
価

値
を

主
体

的
に

気
づ

く
学

び
に

な
る

よ
う

な
取

組
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
日

常
の

指
導

や
、

生
徒

会
・児

童
会

活
動

を
主

体
と

し
た

活
動

と
も

関
連

さ
せ

な
が

ら
、

規
範

意
識

を
高

め
る

指
導

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

今
後

、
継

続
し

て
、

「決
ま

り
を

守
る

」「
す

す
ん

で
助

け
る

」な
ど

の
道

徳
的

実
践

力
の

育
成

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
道

徳
の

時
間

に
お

い
て

実
践

活
動

や
体

験
活

動
を

生
か

す
方

法
を

計
画

的
に

年
間

を
通

し
て

工
夫

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

道
徳

は
モ

デ
ル

を
基

に
学

習
し

て
い

く
の

で
、

そ
れ

を
実

生
活

に
落

と
し

込
ん

で
い

く
た

め
に

、
児

童
・生

徒
会

で
子

ど
も

自
身

に
発

信
を

さ
せ

る
取

組
が

非
常

に
重

要
で

あ
る

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見
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1 2
1
0

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
8
5
.0

8
5
.0

8
5
.0

8
5
.0

8
5
.0

実 績
8
0
.0

7
7
.8

8
7
.0

目 標 達 成 度

9
4
.1

%
9
1
.5

%
1
0
2
.4

%

目 標
6
3
.0

6
6
.0

6
9
.0

7
2
.0

7
5
.0

実 績
6
0
.0

9
5
.4

9
1
.2

目 標 達 成 度

9
5
.2

%
1
4
4
.5

%
1
3
2
.2

%

75
.0

%
（
２

）
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

の
実

施

学
校

政
策

推
進

課

各
界

で
活

躍
す

る
著

名
人

や
高

い
知

識
・技

能
を

有
す

る
専

門
家

を
市

教
育

委
員

会
が

７
名

招
聘

し
、

７
校

の
小

中
学

校
で

「夢
・未

来
を

抱
く
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

in
草

津
」を

実
施

し
た

。
ま

た
、

学
校

改
革

パ
イ

オ
ニ

ア
ス

ク
ー

ル
く
さ

つ
推

進
事

業
（※

２
）
に

お
い

て
、

各
小

中
学

校
が

独
自

に
講

師
を

招
聘

し
、

ス
ペ

シ
ャ

ル
授

業
を

実
施

し
た

。
講

師
の

実
体

験
を

基
に

し
た

話
や

、
専

門
的

な
知

識
・技

能
に

ふ
れ

る
こ

と
で

、
児

童
生

徒
は

学
習

へ
の

意
欲

・関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
将

来
や

夢
の

実
現

に
向

け
て

考
え

る
機

会
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

授
業

実
施

後
の

児
童

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
「こ

れ
か

ら
こ

ん
な

こ
と

を
が

ん
ば

り
た

い
（し

て
み

た
い

）と
思

っ
た

こ
と

が
あ

る
」の

肯
定

的
な

回
答

率

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

学
校

政
策

推
進

課

小
学

校
で

は
、

社
会

科
の

地
域

学
習

や
総

合
的

な
学

習
の

時
間

の
ゲ

ス
ト

テ
ィ

ー
チ

ャ
ー

に
よ

る
講

義
等

を
通

じ
て

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
行

っ
た

。
中

学
校

で
は

、
滋

賀
県

が
作

成
し

た
キ

ャ
リ

ア
ノ

ー
ト

を
活

用
し

た
学

習
や

、
２

年
生

全
員

を
対

象
に

し
た

５
日

間
の

職
場

体
験

（
中

学
生

チ
ャ

レ
ン

ジ
ウ

ィ
ー

ク
）に

よ
る

キ
ャ

リ
ア

教
育

を
行

っ
た

。
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
児

童
生

徒
が

勤
労

観
や

職
業

観
を

身
に

付
け

、
将

来
の

進
路

選
択

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
な

お
、

職
場

体
験

で
は

、
学

校
不

適
応

や
不

登
校

傾
向

に
あ

る
生

徒
が

参
加

で
き

た
事

例
も

あ
る

。

職
場

体
験

実
施

後
生

徒
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

「職
場

体
験

で
自

分
の

よ
さ

や
適

性
な

ど
を

発
見

し
た

り
、

確
認

し
た

り
で

き
た

」の
肯

定
的

な
回

答
率

85
.0

%

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

具
体

施
策

（１
）子

ど
も

の
発

達
段

階
に

応
じ

て
、

職
業

や
社

会
貢

献
、

自
分

の
生

き
方

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

行
い

ま
す

。

（２
）小

中
学

校
で

、
社

会
の

最
前

線
で

活
躍

す
る

人
た

ち
を

招
い

て
の

特
別

授
業

を
行

い
ま

す
。

取
組

状
況

目
標

生
活

習
慣

と
社

会
性

の
育

成
施

策
キ

ャ
リ

ア
教

育
(※

１
）を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

社
会

性
を

育
む

教
育

の
充

実

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

（２
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）キ
ャ

リ
ア

教
育

…
「一

人
ひ

と
り

の
社

会
的

自
立

に
向

け
、

必
要

な
基

盤
と

な
る

能
力

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
を

通
し

て
、

キ
ャ

リ
ア

発
達

を
促

す
教

育
」の

こ
と

。
子

ど
も

た
ち

が
社

会
の

変
化

に
対

応
し

生
き

抜
く
力

や
、

社
会

の
一

員
と

し
て

自
分

の
役

割
を

果
た

し
な

が
ら

よ
り

よ
く
生

き
る

力
を

身
に

つ
け

、
社

会
人

・
職

業
人

と
し

て
自

立
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
児

童
生

徒
一

人
ひ

と
り

に
望

ま
し

い
勤

労
観

、
職

業
観

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

と
と

も
に

、
自

己
の

個
性

を
理

解
し

、
主

体
的

に
進

路
を

選
択

す
る

能
力

や
態

度
を

育
て

る
教

育
を

進
め

て
い

る
。

具
体

的
に

は
各

学
校

に
お

い
て

、
教

科
活

動
を

含
め

た
す

べ
て

の
教

育
活

動
の

中
で

、
生

き
る

力
の

基
礎

と
な

る
人

間
関

係
形

成
・
社

会
形

成
能

力
、

自
己

理
解

・自
己

管
理

能
力

、
課

題
対

応
能

力
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

能
力

（
働

く
こ

と
の

意
義

や
役

割
の

理
解

や
、

将
来

設
計

を
す

る
力

）を
育

て
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
社

会
体

験
・職

場
体

験
等

の
様

々
な

体
験

を
通

し
て

、
自

分
の

良
さ

や
可

能
性

に
気

づ
き

、
学

ぶ
こ

と
、

働
く
こ

と
、

生
き

る
こ

と
の

尊
さ

を
実

感
し

、
自

分
の

将
来

を
考

え
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
（※

２
）学

校
改

革
パ

イ
オ

ニ
ア

ス
ク

ー
ル

く
さ

つ
推

進
事

業
…

小
中

学
校

が
、

独
自

の
教

育
プ

ラ
ン

を
企

画
・実

施
・発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
創

造
的

で
特

色
あ

る
教

育
や

新
し

い
時

代
の

要
請

に
応

え
る

教
育

の
実

現
を

目
指

す
た

め
の

事
業

の
こ

と
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
、

新
学

習
指

導
要

領
に

盛
り

込
ま

れ
た

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
に

つ
な

が
る

授
業

改
善

を
テ

ー
マ

と
し

、
各

校
独

自
の

取
組

を
更

に
発

展
さ

せ
る

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

ス
ペ

シ
ャ

ル
授

業
の

実
施

第
一

線
で

活
躍

し
て

い
る

人
々

と
生

で
触

れ
合

う
体

験
は

、
子

ど
も

の
人

生
に

影
響

を
与

え
る

貴
重

な
経

験
に

な
る

の
で

継
続

し
て

ほ
し

い
。

平
成

２
９

年
度

に
は

、
研

究
者

や
ロ

ケ
ッ

ト
開

発
を

行
う

企
業

の
経

営
者

と
い

っ
た

理
系

職
種

も
含

め
、

様
々

な
職

種
の

方
を

招
聘

し
、

「夢
・未

来
を

抱
く
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

ｉｎ
草

津
」を

実
施

し
た

。

様
々

な
職

種
の

方
に

よ
る

多
様

な
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

が
実

施
で

き
る

よ
う

、
講

師
を

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

本
物

に
触

れ
る

体
験

は
非

常
に

貴
重

な
の

で
、

一
過

性
の

も
の

に
な

ら
な

い
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

身
近

な
人

に
講

師
を

依
頼

す
る

こ
と

も
効

果
的

だ
と

思
う

。

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進

生
徒

の
希

望
と

受
け

入
れ

先
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

上
手

く
い

っ
て

い
な

い
こ

と
が

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
表

れ
て

い
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

学
校

現
場

の
負

担
軽

減
を

図
り

な
が

ら
、

受
け

入
れ

先
の

確
保

に
努

め
て

ほ
し

い
。

中
学

生
の

職
場

体
験

で
は

、
で

き
る

だ
け

生
徒

の
希

望
と

受
け

入
れ

先
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

上
手

く
い

く
よ

う
、

各
学

校
で

体
験

先
の

決
定

を
行

っ
た

。
ま

た
、

担
当

教
員

の
負

担
を

減
ら

す
た

め
、

市
教

育
委

員
会

に
お

い
て

事
業

所
の

案
内

、
経

費
精

算
の

事
務

処
理

等
を

行
っ

た
。

地
域

人
材

を
活

用
し

た
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

職
場

体
験

は
、

生
徒

に
と

っ
て

貴
重

な
体

験
で

あ
り

、
今

後
も

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
教

員
の

負
担

も
大

き
い

た
め

、
市

教
育

委
員

会
に

よ
る

サ
ポ

ー
ト

を
し

っ
か

り
行

い
、

教
員

の
負

担
を

抑
え

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

小
学

生
の

生
活

科
か

ら
既

に
キ

ャ
リ

ア
教

育
は

始
ま

っ
て

い
る

の
で

、
早

期
か

ら
様

々
な

事
業

を
設

け
て

い
た

だ
け

る
こ

と
は

非
常

に
有

意
義

で
あ

る
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見
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1 2
1
1

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
8
0
0

8
5
0

9
0
0

9
5
0

9
5
0

実 績
8
6
2

8
1
6

8
0
8

目 標 達 成 度

1
0
7
.8

%
9
6
.0

%
8
9
.8

%

目 標
3
9
0

4
2
0

4
3
0

4
4
0

4
5
0

実 績
3
3
9

3
1
7

2
8
7

目 標 達 成 度

8
6
.9

%
7
5
.5

%
6
6
.7

%

目 標
7
0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

実 績
9
8
4

8
6
3

9
0
6

目 標 達 成 度

1
4
0
.6

%
8
6
.3

%
9
0
.6

%

（
３

）
青

少
年

の
非

行
防

止
と

立
ち

直
り

支
援

少
年

セ
ン

タ
ー

少
年

補
導

委
員

、
警

察
を

は
じ

め
と

し
た

関
係

機
関

と
連

携
し

、
宿

場
ま

つ
り

や
納

涼
ま

つ
り

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

時
や

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

・深
夜

営
業

店
舗

へ
の

定
期

的
な

街
頭

巡
回

活
動

を
通

じ
、

青
少

年
健

全
育

成
の

た
め

の
環

境
づ

く
り

、
意

識
向

上
を

図
っ

た
。

ま
た

、
無

職
少

年
対

策
指

導
や

立
ち

直
り

支
援

事
業

「あ
す

く
る

（※
１

）草
津

」の
活

動
を

通
し

て
、

非
行

防
止

と
立

ち
直

り
支

援
に

取
り

組
ん

だ
。

平
成

２
９

年
度

に
お

い
て

は
、

通
所

少
年

は
少

な
か

っ
た

が
、

中
学

校
を

卒
業

し
た

不
定

期
に

来
所

す
る

少
年

の
支

援
で

、
保

護
観

察
所

や
保

護
司

、
学

校
と

の
連

携
が

増
え

た
の

で
、

相
談

件
数

が
昨

年
よ

り
増

え
た

。
ま

た
、

関
係

機
関

と
の

連
携

に
よ

り
、

少
年

と
家

族
に

寄
り

添
っ

た
相

談
対

応
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。

青
少

年
に

関
す

る
相

談
件

数
1,

00
0件

（
１

）
青

少
年

健
全

育
成

に
関

わ
る

指
導

者
の

育
成

・支
援

生
涯

学
習

課

青
少

年
の

主
張

発
表

大
会

や
青

少
年

育
成

大
会

な
ど

の
市

民
団

体
が

行
う

啓
発

・
研

修
活

動
へ

の
支

援
、

あ
い

さ
つ

運
動

や
声

か
け

パ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
地

域
で

の
青

少
年

健
全

育
成

活
動

へ
の

支
援

を
行

っ
た

結
果

、
地

域
で

の
連

携
が

深
ま

り
、

子
ど

も
を

見
守

る
地

域
の

大
人

の
意

識
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

青
少

年
育

成
事

業
に

参
加

し
た

人
数

95
0人

（
２

）
青

少
年

の
地

域
活

動
へ

の
参

加
生

涯
学

習
課

心
身

と
も

に
た

く
ま

し
い

青
少

年
を

育
成

す
る

た
め

、
青

少
年

育
成

団
体

が
実

施
す

る
リ

ー
ダ

ー
養

成
事

業
を

支
援

し
た

。
子

ど
も

が
リ

ー
ダ

ー
研

修
会

の
中

で
様

々
な

体
験

を
す

る
こ

と
で

、
仲

間
意

識
と

協
調

性
を

養
う

こ
と

、
ま

た
福

祉
体

験
等

で
地

域
福

祉
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

青
少

年
リ

ー
ダ

ー
養

成
講

座
等

に
参

加
し

た
人

数

45
0人

具
体

施
策

（１
）青

少
年

の
健

全
育

成
に

関
わ

る
団

体
や

指
導

者
を

育
成

・
支

援
し

、
地

域
の

つ
な

が
り

を
深

め
ま

す
。

（２
）青

少
年

が
地

域
活

動
に

参
加

す
る

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

（３
）青

少
年

の
非

行
防

止
の

取
組

と
立

ち
直

り
の

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む

目
標

生
活

習
慣

と
社

会
性

の
育

成
施

策
青

少
年

の
健

全
育

成
運

動
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

青
少

年
の

健
全

育
成
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（１
）

生
涯

学
習

課

（２
）

生
涯

学
習

課

（３
）

少
年

セ
ン

タ
ー

青
少

年
の

非
行

防
止

と
立

ち
直

り
支

援

貧
困

家
庭

の
中

で
育

っ
て

き
た

子
ど

も
に

寄
り

添
い

、
見

届
け

る
支

援
体

制
に

つ
い

て
、

よ
り

充
実

さ
せ

る
よ

う
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
関

連
機

関
と

の
連

携
も

継
続

し
て

ほ
し

い
。

少
年

セ
ン

タ
ー

に
は

子
育

て
、

学
校

関
係

、
非

行
、

発
達

課
題

等
の

様
々

な
相

談
が

寄
せ

ら
れ

る
が

、
保

護
者

や
学

校
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
深

め
、

互
い

の
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

に
よ

り
、

支
援

体
制

を
強

化
し

て
い

る
。

ま
た

、
市

内
企

業
の

協
力

を
得

て
少

年
の

就
労

支
援

に
も

取
り

組
ん

で
い

る
。

少
年

の
課

題
は

近
年

多
様

化
し

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
固

な
も

の
と

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

の
支

援
を

充
実

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
あ

す
く
る

事
業

は
、

２
０

歳
ま

で
と

さ
れ

て
い

る
が

、
少

年
の

多
様

化
す

る
課

題
を

す
べ

て
解

決
し

支
援

を
打

ち
切

る
こ

と
は

難
し

い
。

２
０

歳
を

過
ぎ

て
も

支
援

体
制

を
継

続
で

き
る

シ
ス

テ
ム

が
必

要
で

あ
る

。

支
援

内
容

に
つ

い
て

は
、

過
去

に
支

援
を

受
け

た
人

か
ら

の
意

見
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

見
直

し
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

必
要

だ
と

思
う

。

注
釈

（※
１

）あ
す

く
る

…
滋

賀
県

の
事

業
で

、
「青

少
年

立
ち

直
り

支
援

セ
ン

タ
ー

」
の

名
称

で
あ

る
。

現
在

、
県

内
に

９
箇

所
設

置
さ

れ
て

い
る

。
非

行
等

の
問

題
を

抱
え

、
自

分
の

居
場

所
も

な
く
悩

み
苦

し
ん

で
い

る
少

年
が

、
自

分
自

身
を

見
つ

め
直

し
自

分
の

課
題

を
克

服
し

な
が

ら
社

会
に

適
応

し
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

「あ
す

く
る

」個
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

組
み

、
少

年
を

支
援

し
て

い
る

。
　

「あ
す

く
る

」は
、

少
年

た
ち

が
支

援
を

受
け

て
立

ち
直

る
た

め
の

地
域

の
学

校
「
Ａ

　
Ｓ

Ｃ
Ｈ

Ｏ
Ｏ

Ｌ
」

で
あ

り
、

少
年

に
「明

る
い

明
日

が
く
る

よ
う

に
」と

願
い

を
込

め
ら

れ
た

も
の

で
あ

る
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

青
少

年
健

全
育

成
に

関
わ

る
指

導
者

の
育

成
・支

援

学
区

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

関
係

が
希

薄
に

な
ら

な
い

よ
う

に
、

今
後

も
取

組
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
子

ど
も

が
主

役
と

な
り

、
活

躍
す

る
場

を
与

え
る

こ
と

で
、

自
発

的
な

行
動

を
促

し
て

ほ
し

い
。

青
少

年
育

成
大

会
な

ど
の

市
民

団
体

が
行

う
啓

発
・研

修
活

動
へ

の
支

援
、

あ
い

さ
つ

運
動

や
声

か
け

パ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
地

域
で

の
青

少
年

健
全

育
成

活
動

へ
の

支
援

を
継

続
し

、
地

域
と

の
連

携
、

子
ど

も
を

見
守

る
地

域
の

大
人

の
意

識
向

上
に

つ
な

げ
て

い
る

。
ま

た
、

青
少

年
の

主
張

発
表

大
会

で
は

、
中

学
校

生
徒

会
が

中
心

と
な

り
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

、
子

ど
も

の
自

主
性

を
育

て
る

と
と

も
に

、
青

少
年

の
健

全
育

成
に

対
す

る
地

域
の

理
解

と
関

心
を

深
め

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

社
会

状
況

の
変

化
か

ら
、

活
動

の
担

い
手

の
確

保
が

困
難

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
青

少
年

育
成

活
動

を
持

続
可

能
な

も
の

と
す

る
た

め
、

市
民

会
議

、
各

学
区

に
お

け
る

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、

重
複

し
な

い
よ

う
検

討
、

改
善

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

事
業

の
運

営
を

子
ど

も
に

任
せ

る
こ

と
は

大
き

な
成

長
に

つ
な

が
る

。
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

今
後

と
も

継
続

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

青
少

年
の

地
域

活
動

へ
の

参
加

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
運

営
を

子
ど

も
に

任
せ

る
な

ど
、

リ
ー

ダ
ー

育
成

を
進

め
る

シ
ス

テ
ム

の
構

築
を

す
る

な
ど

の
工

夫
を

し
て

は
ど

う
か

。

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
な

ど
、

市
域

を
対

象
と

す
る

ジ
ュ

ニ
ア

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

が
実

施
さ

れ
、

子
ど

も
達

が
参

加
の

み
な

ら
ず

、
運

営
側

の
経

験
を

す
る

等
、

貴
重

な
体

験
を

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
ま

た
、

青
少

年
育

成
に

関
わ

っ
た

大
学

生
な

ど
の

功
労

表
彰

や
、

子
ど

も
が

主
体

と
な

る
県

内
、

市
内

の
優

良
事

例
を

地
域

ま
ち

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

に
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

近
年

、
青

少
年

育
成

団
体

の
役

員
の

な
り

手
が

無
い

こ
と

や
、

残
る

役
員

の
負

担
感

が
増

え
て

い
る

。
今

後
は

、
青

少
年

の
育

成
団

体
が

個
々

に
持

つ
ノ

ウ
ハ

ウ
を

を
相

互
に

活
用

し
あ

い
、

不
足

す
る

経
営

資
源

を
補

い
合

う
必

要
が

あ
る

。

－

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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1 3
1
2

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
-

7
5
.0

7
8
.0

8
1
.0

8
4
.0

実 績
-

6
8
.4

7
0
.0

目 標 達 成 度

-
9
1
.2

%
8
9
.7

%

目 標
-

6
0
.0

6
2
.0

6
4
.0

6
6
.0

実 績
-

5
6
.2

5
4
.9

目 標 達 成 度

-
9
3
.7

%
8
8
.5

%

目 標
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
9
.2

8
7
.7

8
6
.2

目 標 達 成 度

9
9
.1

%
9
7
.4

%
9
5
.8

%

（
２

）
モ

ジ
ュ

ー
ル

学
習

学
校

教
育

課

各
小

中
学

校
に

お
い

て
、

朝
の

１
０

～
１

５
分

の
短

時
間

の
帯

学
習

を
設

定
し

、
読

書
や

ド
リ

ル
学

習
等

に
取

り
組

ん
だ

。
落

ち
着

い
た

雰
囲

気
で

学
校

生
活

を
ス

タ
ー

ト
で

き
る

こ
と

が
、

学
び

の
姿

勢
の

育
成

と
、

基
礎

学
力

の
定

着
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

「授
業

が
わ

か
る

」と
感

じ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
（学

校
共

通
ア

ン
ケ

ー
ト

）

90
.0

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
検

定
事

業
を

活
用

し
た

学
力

の
向

上

学
校

政
策

推
進

課

児
童

生
徒

の
言

語
能

力
向

上
を

図
る

た
め

、
漢

字
検

定
（※

３
）（

小
学

校
４

年
生

～
中

学
校

２
年

生
）、

英
語

検
定

（中
学

校
１

年
生

～
３

年
生

）に
係

る
検

定
料

へ
の

補
助

を
実

施
し

た
。

平
成

２
８

年
度

か
ら

は
、

英
語

検
定

に
つ

い
て

、
受

検
級

の
合

否
に

よ
る

実
用

英
語

技
能

検
定

（※
５

）か
ら

、
ス

コ
ア

型
の

評
価

で
あ

る
G

T
E
C

（※
６

）に
変

更
し

た
。

ま
た

、
平

成
３

０
年

度
か

ら
は

、
中

学
校

２
年

生
・３

年
生

が
受

検
す

る
「G

T
E
C

C
o
re

」を
３

技
能

検
定

（
「聞

く
」「

読
む

」「
書

く
」）

か
ら

４
技

能
検

定
（３

技
能

に
「話

す
」
を

加
え

た
も

の
）に

変
更

し
た

。
中

学
校

の
漢

字
検

定
に

つ
い

て
は

、
保

護
者

負
担

増
を

避
け

る
た

め
廃

止
す

る
こ

と
と

し
、

代
替

措
置

と
し

て
各

学
校

で
の

団
体

受
検

の
取

り
ま

と
め

を
市

教
委

で
行

う
こ

と
と

し
た

。
な

お
、

平
成

２
９

年
度

の
漢

字
検

定
で

は
、

「奨
励

賞
」（

※
４

）に
１

小
学

校
が

、
「特

別
賞

」（
※

４
）に

草
津

市
教

育
委

員
会

が
選

定
さ

れ
た

。

漢
字

検
定

・文
章

検
定

に
お

い
て

、
新

た
な

級
を

取
得

し
た

児
童

生
徒

の
割

合

84
.0

%

中
学

校
３

年
時

に
英

語
検

定
３

級
程

度
の

生
徒

の
割

合

66
.0

%

目
標

確
か

な
学

力
の

育
成

施
策

草
津

市
子

ど
も

が
輝

く
学

校
教

育
充

実
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

ま
す

。

具
体

目
標

学
力

の
向

上

具
体

施
策

（１
）す

べ
て

の
子

ど
も

を
対

象
と

す
る

漢
字

検
定

、
文

章
検

定
、

英
語

検
定

の
取

組
を

進
め

ま
す

。

（２
）朝

の
モ

ジ
ュ

ー
ル

学
習

（※
１

）を
通

し
て

、
子

ど
も

の
学

び
の

姿
勢

を
育

成
し

ま
す

。

（３
）社

会
で

自
己

実
現

で
き

る
力

を
育

て
、

生
き

る
力

の
育

成
を

図
り

ま
す

。

（４
）様

々
な

客
観

的
評

価
に

よ
り

子
ど

も
の

学
力

状
況

を
把

握
し

、
学

力
課

題
の

克
服

に
努

め
ま

す
。

（５
）家

庭
と

協
力

し
て

振
り

返
り

学
習

が
定

着
す

る
よ

う
努

め
ま

す
。

（６
）学

び
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

（※
２

）を
構

築
す

る
た

め
に

「学
び

の
教

室
」を

開
催

し
ま

す
。

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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2
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2
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目 標
9
5
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9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

実 績
9
3
.8

9
3
.8

9
3
.2

目 標 達 成 度

9
8
.7

%
9
8
.7

%
9
8
.1

%

目 標
7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

実 績
6
3
.0

6
5
.9

6
6
.0

‐
‐

目 標 達 成 度

9
0
.0

%
9
4
.1

%
9
4
.3

%
廃

止
廃

止

目 標
4
.5

4
.5

4
.5

4
.5

4
.5

実 績
4
.4

4
.3

4
.4

目 標 達 成 度

9
7
.8

%
9
5
.6

%
9
7
.8

%

目 標
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
7
.0

8
9
.2

8
8
.2

目 標 達 成 度

9
6
.7

%
9
9
.1

%
9
8
.0

%

（
５

）
家

庭
へ

の
啓

発
学

校
教

育
課

各
校

で
作

成
し

た
「家

庭
学

習
の

手
引

き
」を

も
と

に
学

習
習

慣
の

定
着

を
図

る
べ

く
学

校
説

明
会

や
学

校
通

信
等

を
通

じ
て

、
学

習
習

慣
の

定
着

に
つ

い
て

家
庭

に
啓

発
し

た
。

成
果

と
し

て
、

学
校

評
価

に
お

い
て

「保
護

者
や

地
域

住
民

へ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

が
で

き
て

い
る

」
の

５
段

階
評

価
の

平
均

が
４

.４
ポ

イ
ン

ト
に

達
し

、
学

校
の

教
育

活
動

の
情

報
発

信
や

家
庭

学
習

に
関

わ
る

啓
発

に
つ

い
て

、
一

定
の

成
果

が
上

が
っ

て
い

る
。

「保
護

者
や

地
域

住
民

へ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

が
で

き
て

い
る

」学
校

評
価

・
５

段
階

評
価

の
平

均

4.
5

（
６

）

草
津

市
土

曜
日

学
び

の
教

室
・
草

津
市

放
課

後
学

び
の

教
室

学
校

教
育

課

基
礎

学
力

や
家

庭
学

習
の

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
に

、
土

曜
日

・放
課

後
に

、
市

内
４

会
場

で
講

師
の

指
導

に
よ

る
学

習
教

室
を

実
施

し
た

。
積

極
的

な
広

報
の

結
果

、
参

加
者

数
は

、
「
土

曜
日

学
び

の
教

室
」は

２
会

場
で

１
８

２
名

、
「放

課
後

学
び

の
教

室
」は

２
会

場
で

１
０

６
名

、
合

計
２

８
８

名
と

前
年

度
１

５
２

名
に

対
し

約
１

.
９

倍
と

な
り

定
着

し
て

き
た

。
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

お
い

て
、

参
加

児
童

生
徒

の
う

ち
、

「
学

力
が

ア
ッ

プ
し

た
と

思
う

」と
回

答
し

た
児

童
生

徒
が

８
８

．
２

％
あ

り
、

基
礎

学
力

の
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

参
加

し
た

児
童

生
徒

の
う

ち
、

「学
力

が
ア

ッ
プ

し
た

と
思

う
」
と

回
答

し
た

割
合

90
.0

%

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
３

）
生

き
る

力
の

育
成

学
校

教
育

課

授
業

改
善

を
進

め
、

学
習

を
通

し
て

身
に

つ
け

た
こ

と
を

日
々

の
生

活
に

生
か

し
、

充
実

感
、

達
成

感
を

味
わ

わ
せ

る
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

一
人

ひ
と

り
が

自
立

し
て

生
き

て
い

く
力

の
育

成
を

図
っ

て
き

た
。

「人
の

役
に

立
つ

人
間

に
な

り
た

い
」と

回
答

し
た

児
童

生
徒

の
割

合
（全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
）

95
.0

%

（
４

）
子

ど
も

の
思

考
力

育
成

事
業

学
校

政
策

推
進

課

小
学

５
年

生
を

対
象

に
、

市
教

育
委

員
会

が
作

成
し

た
家

庭
学

習
用

問
題

プ
リ

ン
ト

（７
回

）の
添

削
指

導
を

実
施

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
子

ど
も

の
「基

礎
的

・基
本

的
な

知
識

・技
能

を
生

か
し

て
思

考
・判

断
・表

現
す

る
力

」を
向

上
さ

せ
、

家
庭

学
習

習
慣

の
定

着
を

図
っ

た
。

抽
出

問
題

全
部

の
正

答
率

70
.0

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

（２
）

学
校

教
育

課

（３
）

学
校

教
育

課

モ
ジ

ュ
ー

ル
学

習

１
５

分
と

い
う

短
い

時
間

だ
が

、
各

校
で

特
色

あ
る

学
習

を
行

う
こ

と
で

１
日

の
生

活
リ

ズ
ム

の
形

成
に

有
効

で
あ

る
こ

と
か

ら
継

続
し

て
ほ

し
い

。

学
習

指
導

要
領

全
面

実
施

に
向

け
た

、
教

育
課

程
編

成
の

工
夫

の
一

環
と

し
て

、
各

学
校

に
お

い
て

モ
ジ

ュ
ー

ル
学

習
の

指
導

内
容

や
方

法
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

。

新
学

習
指

導
要

領
実

施
に

向
け

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

お
い

て
、

モ
ジ

ュ
ー

ル
学

習
を

活
用

す
る

な
ど

の
設

定
の

工
夫

が
引

き
続

き
求

め
ら

れ
る

。

脳
の

働
き

が
活

発
な

朝
の

時
間

は
非

常
に

効
果

が
高

い
の

で
、

有
効

に
活

用
し

て
ほ

し
い

。
忙

し
い

時
間

で
は

あ
る

が
、

き
ち

ん
と

時
間

が
確

保
で

き
る

よ
う

に
努

め
て

ほ
し

い
。

生
き

る
力

の
育

成

予
測

が
難

し
い

時
代

を
生

き
る

子
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
、

真
に

必
要

な
力

が
身

に
つ

く
よ

う
、

新
た

な
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
と

も
関

連
さ

せ
な

が
ら

地
域

の
大

人
と

の
か

か
わ

り
か

ら
学

び
が

得
ら

れ
、

そ
の

学
び

が
生

き
る

力
に

つ
な

が
る

よ
う

充
実

に
努

め
て

ほ
し

い
。

学
校

が
地

域
社

会
と

連
携

・協
働

し
て

、
学

校
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
し

、
授

業
の

実
践

、
評

価
、

改
善

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

取
組

を
進

め
て

い
る

。
全

て
の

小
学

校
に

お
い

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・ス

ク
ー

ル
を

実
施

し
、

地
域

の
人

的
・物

的
資

源
を

活
用

し
、

社
会

教
育

と
の

連
携

を
図

り
、

開
か

れ
た

学
校

教
育

に
努

め
て

い
る

。

児
童

生
徒

の
実

態
を

踏
ま

え
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
し

、
組

織
的

・計
画

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
と

も
関

連
さ

せ
な

が
ら

、
学

校
の

実
情

に
応

じ
た

人
・物

的
な

資
源

の
有

効
な

活
用

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

全
て

の
根

幹
と

な
る

目
標

で
あ

る
の

で
大

切
に

し
て

ほ
し

い
。

効
果

に
表

れ
る

ま
で

に
時

間
が

か
か

る
も

の
で

は
あ

る
が

、
継

続
し

て
取

り
組

ん
で

い
っ

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

検
定

事
業

を
活

用
し

た
学

力
の

向
上

独
自

に
作

成
し

た
検

定
に

よ
り

誰
も

が
成

功
体

験
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

工
夫

さ
れ

て
お

り
、

高
く
評

価
で

き
る

。
検

定
料

補
助

を
含

め
、

継
続

し
て

ほ
し

い
。

漢
字

の
習

得
が

困
難

な
子

た
ち

の
た

め
に

、
「ひ

ら
が

な
検

定
、

カ
タ

カ
ナ

検
定

、
英

語
力

検
定

」を
市

教
育

委
員

会
が

独
自

に
作

成
し

、
誰

も
が

成
功

体
験

が
得

ら
れ

る
よ

う
工

夫
し

た
。

ま
た

、
英

語
検

定
に

つ
い

て
は

、
平

成
３

０
年

度
か

ら
、

中
学

校
２

年
生

・３
年

生
が

受
検

す
る

「G
T
E
C

 C
o
re

」を
４

技
能

受
検

（「
聞

く
」「

読
む

」「
書

く
」「

話
す

」）
に

変
更

し
た

。

英
語

検
定

に
つ

い
て

は
、

平
成

３
０

年
度

か
ら

全
学

年
４

技
能

の
受

検
を

す
る

こ
と

と
し

た
の

で
、

ス
ム

ー
ズ

に
実

施
で

き
る

よ
う

な
体

制
づ

く
り

が
必

要
と

な
る

。

学
校

の
負

担
は

あ
る

だ
ろ

う
が

、
内

申
に

も
載

せ
ら

れ
る

も
の

に
な

る
の

で
、

子
ど

も
に

と
っ

て
も

非
常

に
メ

リ
ッ

ト
の

あ
る

取
組

だ
と

思
う

。
目

標
を

持
っ

て
取

組
が

で
き

る
こ

と
は

い
い

こ
と

で
あ

る
。
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（４
）

学
校

政
策

推
進

課

（５
）

学
校

教
育

課

（６
）

学
校

教
育

課

注
釈

（※
１

）モ
ジ

ュ
ー

ル
学

習
…

１
０

分
、

１
５

分
な

ど
時

間
を

横
断

的
な

単
位

と
し

て
、

取
り

組
む

学
習

形
態

の
こ

と
。

（※
２

）学
び

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
…

国
の

第
２

期
教

育
振

興
基

本
計

画
に

お
け

る
、

４
つ

の
基

本
的

方
向

性
の

う
ち

の
ひ

と
つ

。
厳

し
い

経
済

情
勢

に
お

い
て

、
社

会
的

格
差

等
の

問
題

が
指

摘
さ

れ
る

現
在

、
「社

会
を

生
き

抜
く
力

の
養

成
」
と

「未
来

へ
の

飛
躍

を
実

現
す

る
人

材
の

養
成

」の
二

つ
の

基
本

的
方

向
性

を
達

成
す

る
た

め
、

誰
も

が
ア

ク
セ

ス
で

き
る

多
様

な
学

習
機

会
を

設
定

し
「再

チ
ャ

レ
ン

ジ
の

場
」「

生
き

る
意

欲
を

引
き

出
す

場
」と

す
る

こ
と

。
（※

３
）漢

字
検

定
…

公
益

財
団

法
人

日
本

漢
字

能
力

検
定

協
会

が
実

施
す

る
漢

字
能

力
に

関
す

る
検

定
で

正
式

に
は

日
本

漢
字

能
力

検
定

と
い

う
。

一
般

に
漢

字
検

定
ま

た
は

漢
検

と
呼

ば
れ

る
。

（※
４

）特
別

賞
、

奨
励

賞
…

財
団

法
人

日
本

漢
字

能
力

検
定

協
会

が
、

「
日

本
漢

字
能

力
検

定
」に

お
い

て
、

努
力

を
賞

し
、

励
み

と
す

る
目

的
で

、
特

に
成

績
優

秀
な

個
人

お
よ

び
団

体
に

対
し

て
送

る
賞

。
（※

５
）実

用
英

語
技

能
検

定
…

公
益

財
団

法
人

日
本

英
語

検
定

協
会

 (
E
ik

en
 F

o
u
nd

at
io

n 
o
f 

J
ap

an
) 

が
実

施
す

る
英

語
技

能
の

検
定

。
一

般
に

英
検

と
呼

ば
れ

る
。

（※
６

）G
T
E
C

…
㈱

ベ
ネ

ッ
セ

コ
ー

ポ
レ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
し

て
い

る
中

学
生

・高
校

生
対

象
の

ス
コ

ア
型

英
語

テ
ス

ト
で

、
入

試
で

必
要

な
英

語
力

「聞
く
」「

読
む

」「
書

く
」「

話
す

」の
４

技
能

を
測

る
も

の
。

正
式

名
称

は
「
G

lo
ba

l 
T
e
st

 o
f

E
ng

lis
h 

C
o
m

m
un

ic
at

io
n」

 で
あ

り
、

そ
の

頭
文

字
を

と
っ

て
い

る
。

（※
７

）「
学

び
確

認
テ

ス
ト

」
と

「学
び

直
し

プ
リ

ン
ト

」
…

小
学

３
年

生
～

中
学

２
年

生
を

対
象

に
国

語
、

理
科

、
算

数
と

数
学

に
関

す
る

テ
ス

ト
を

１
１

月
に

実
施

し
、

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
に

適
し

た
学

習
プ

リ
ン

ト
を

準
備

し
補

習
す

る
取

組
の

こ
と

。

家
庭

へ
の

啓
発

各
学

校
と

も
学

校
通

信
が

公
開

さ
れ

る
な

ど
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

利
用

し
た

情
報

発
信

が
充

実
し

て
い

る
。

引
き

続
き

家
庭

に
向

け
て

情
報

発
信

を
続

け
て

ほ
し

い
。

家
庭

学
習

の
定

着
を

図
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
「草

津
型

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

」に
よ

る
授

業
改

善
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
学

校
の

教
育

活
動

を
Ｈ

Ｐ
に

掲
載

し
、

活
発

に
更

新
し

て
い

る
。

児
童

生
徒

の
学

力
と

学
習

意
欲

の
向

上
の

た
め

、
学

校
で

の
学

習
と

家
庭

学
習

が
つ

な
が

る
よ

う
、

家
庭

へ
の

啓
発

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
工

夫
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

取
組

を
継

続
さ

せ
る

こ
と

が
何

よ
り

も
重

要
で

あ
る

。
な

る
べ

く
わ

か
り

や
す

い
手

引
書

等
を

作
成

し
て

、
家

庭
で

の
習

慣
化

に
つ

な
げ

て
ほ

し
い

。

草
津

市
土

曜
日

学
び

の
教

室
・
草

津
市

放
課

後
学

び
の

教
室

全
国

学
力

テ
ス

ト
で

の
全

国
平

均
を

上
回

る
成

果
は

、
こ

の
事

業
に

よ
る

学
力

の
底

上
げ

に
よ

る
も

の
だ

と
思

う
。

特
に

外
部

へ
の

業
務

委
託

に
よ

る
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
は

評
価

で
き

る
の

で
、

継
続

し
て

ほ
し

い
。

業
者

委
託

の
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
価

格
、

内
容

等
を

含
め

委
託

業
者

の
選

定
に

つ
い

て
も

入
札

を
行

う
な

ど
、

見
直

し
を

進
め

て
い

る
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
く
さ

つ
へ

の
記

事
掲

載
、

チ
ラ

シ
配

布
等

広
報

活
動

に
努

力
し

、
保

護
者

に
対

し
て

周
知

を
徹

底
す

る
。

ま
た

、
教

室
の

開
催

場
所

に
つ

い
て

、
市

内
全

域
か

ら
よ

り
参

加
し

や
す

い
場

所
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

事
業

で
は

あ
る

が
、

効
果

に
つ

い
て

注
視

し
な

が
ら

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。
保

護
者

の
送

迎
等

が
難

し
い

子
ど

も
も

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、

開
催

場
所

に
つ

い
て

は
今

後
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

子
ど

も
の

思
考

力
育

成
事

業

子
ど

も
と

教
師

の
負

担
軽

減
に

配
慮

し
つ

つ
、

県
事

業
を

補
完

す
る

も
の

と
し

て
事

業
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

滋
賀

県
教

育
委

員
会

が
平

成
２

７
年

度
か

ら
始

め
た

「学
び

確
認

テ
ス

ト
」と

「学
び

直
し

プ
リ

ン
ト

」（
※

７
）は

、
本

事
業

と
同

様
の

取
組

で
あ

る
た

め
、

平
成

２
９

年
度

は
年

間
７

回
に

事
業

を
縮

小
し

、
各

学
校

の
学

力
向

上
策

に
即

し
て

県
事

業
を

取
り

入
れ

る
よ

う
に

し
た

。
平

成
３

０
年

度
は

、
県

事
業

の
有

効
活

用
と

児
童

の
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

に
、

本
事

業
を

廃
止

し
た

。

思
考

力
の

育
成

と
家

庭
学

習
習

慣
の

確
立

は
本

市
の

課
題

の
一

つ
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
児

童
の

負
担

軽
減

に
配

慮
し

つ
つ

、
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

蓄
積

し
て

き
た

家
庭

学
習

プ
リ

ン
ト

と
県

事
業

で
あ

る
「学

び
直

し
プ

リ
ン

ト
」を

有
効

活
用

し
た

取
組

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

事
業

廃
止
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1 3
1
3

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
9
.2

8
7
.7

8
6
.2

目 標 達 成 度

9
9
.1

%
9
7
.4

%
9
5
.8

%

目 標
1
5
.0

1
5
.0

1
5
.0

1
5
.0

1
5
.0

実 績
1
2
.0

1
5
.0

目 標 達 成 度

9
2
.5

%
1
0
0
%

目 標
7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

実 績
7
5
.7

6
8
.6

7
2
.5

目 標 達 成 度

1
0
8
.1

%
9
8
.0

%
1
0
3
.6

%

（
２

）
ＩＣ

Ｔ
支

援
員

（※
５

）
の

配
置

学
校

政
策

推
進

課

民
間

委
託

で
各

校
を

巡
回

し
て

い
る

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
が

教
室

に
入

っ
て

授
業

を
サ

ポ
ー

ト
し

た
り

、
教

員
に

対
し

て
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

づ
く
り

の
た

め
の

研
修

を
行

う
な

ど
に

よ
り

、
全

て
の

教
員

が
日

常
的

に
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

授
業

を
展

開
で

き
る

よ
う

、
授

業
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

、
IC

T
支

援
員

統
括

リ
ー

ダ
ー

と
市

教
育

委
員

会
と

で
、

毎
月

連
絡

会
を

実
施

し
、

成
果

や
課

題
、

取
組

の
方

向
性

に
つ

い
て

、
共

通
理

解
を

図
っ

た
。

IC
T
支

援
員

の
業

務
に

占
め

る
授

業
支

援
の

活
動

割
合

70
.0

%

（
１

）

電
子

黒
板

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

P
C

、
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

（
※

２
）

を
活

用
し

た
授

業
の

充
実

学
校

政
策

推
進

課

市
内

小
中

学
校

の
普

通
学

級
お

よ
び

特
別

支
援

学
級

の
全

教
室

に
電

子
黒

板
を

配
備

す
る

と
と

も
に

、
普

通
学

級
に

は
３

学
級

に
３

５
台

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

P
C

を
、

特
別

支
援

学
級

に
は

各
学

校
１

０
台

の
iP

ad
を

配
備

し
て

い
る

。
ま

た
、

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
や

協
働

学
習

支
援

ソ
フ

ト
（※

３
）も

導
入

し
て

お
り

、
個

別
学

習
や

一
斉

学
習

、
協

働
学

習
に

活
用

し
て

い
る

。
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

の
機

器
更

新
に

合
わ

せ
て

、
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
型

か
ら

着
脱

式
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

に
変

更
し

た
り

、
普

通
教

室
の

電
子

黒
板

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

型
か

ら
液

晶
型

へ
更

新
す

る
な

ど
、

ＩＣ
Ｔ

教
育

環
境

の
向

上
を

図
っ

た
。

「授
業

が
わ

か
る

」と
感

じ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合

90
.0

%

（
１

）

文
部

科
学

省
委

託
事

業
「I

C
T
を

活
用

し
た

教
育

推
進

自
治

体
応

援
事

業
」

学
校

政
策

推
進

課

本
事

業
は

、
平

成
２

７
年

度
お

よ
び

平
成

２
８

年
度

の
文

部
科

学
省

委
託

事
業

で
あ

り
、

平
成

２
９

年
度

以
降

は
実

施
し

て
い

な
い

。
事

業
内

容
と

し
て

は
、

IC
T
機

器
を

活
用

し
、

ア
ナ

ロ
グ

と
デ

ジ
タ

ル
を

組
み

合
わ

せ
た

市
独

自
の

草
津

型
ア

ク
テ

ィ
ブ

・ラ
ー

ニ
ン

グ
の

創
設

に
向

け
て

研
究

指
定

校
５

校
で

の
実

践
研

究
を

行
い

、
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（※
４

）や
学

び
の

系
統

表
、

実
践

事
例

集
を

作
成

し
た

。
研

究
指

定
校

に
よ

る
研

究
発

表
大

会
や

、
市

教
育

委
員

会
主

催
の

草
津

市
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
研

究
の

成
果

を
県

内
外

に
広

く
発

信
し

た
。

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
作

成
に

向
け

た
授

業
実

践
記

録
の

提
出

数
（研

究
指

定
校

５
校

合
計

）

15
実

践

具
体

施
策

（１
）全

教
室

で
電

子
黒

板
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
等

の
ＩＣ

Ｔ
関

連
機

器
を

活
用

し
た

授
業

の
研

究
と

実
践

を
推

進
し

ま
す

。

（２
）全

教
員

が
授

業
改

善
研

修
お

よ
び

実
践

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

「よ
く
わ

か
る

授
業

」を
進

め
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む

目
標

確
か

な
学

力
の

育
成

施
策

全
教

室
で

ＩＣ
Ｔ

（※
１

）機
器

を
活

用
し

た
授

業
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

学
習

意
欲

の
向

上
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

（１
）

学
校

政
策

推
進

課

（２
）

学
校

政
策

推
進

課

ＩＣ
Ｔ

支
援

員
の

配
置

人
数

は
減

員
し

た
も

の
の

、
現

場
で

問
題

が
起

こ
っ

た
場

合
の

力
強

い
味

方
だ

と
思

う
の

で
今

後
も

継
続

し
て

ほ
し

い
。

平
成

２
９

年
度

は
、

４
名

の
IC

T
支

援
員

数
が

巡
回

訪
問

し
た

。
定

例
会

を
通

じ
て

市
教

委
の

考
え

を
伝

え
、

IC
T
機

器
の

操
作

に
係

る
支

援
だ

け
で

は
な

く
、

授
業

支
援

の
割

合
が

高
ま

る
工

夫
を

行
っ

た
。

IC
T
教

育
を

推
進

し
て

い
く
た

め
に

は
、

IC
T
支

援
員

は
欠

か
せ

な
い

存
在

で
あ

る
た

め
、

IC
T
支

援
員

の
配

置
を

継
続

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
今

後
、

配
置

人
数

が
減

っ
て

い
く
見

込
み

で
あ

る
の

で
、

そ
れ

を
見

越
し

て
教

師
自

身
が

ノ
ウ

ハ
ウ

を
吸

収
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ＩＣ
Ｔ

は
日

々
進

化
し

て
い

る
の

で
、

最
新

の
情

報
を

持
っ

た
支

援
員

は
継

続
し

た
配

置
が

必
要

だ
と

思
う

。
ま

た
、

専
門

の
企

業
と

の
連

携
も

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
ＩＣ

Ｔ
に

依
存

す
る

の
で

は
な

く
、

デ
ジ

タ
ル

と
ア

ナ
ロ

グ
の

バ
ラ

ン
ス

に
注

意
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

注
釈

（※
１

）I
C

T
…

In
fo

m
at

io
n 

an
d 

C
o
m

m
un

ic
at

io
n 

T
ec

hn
o
lo

gy
の

略
で

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
の

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
情

報
通

信
技

術
を

表
す

言
葉

。
（※

２
）デ

ジ
タ

ル
教

科
書

…
電

子
黒

板
等

で
提

示
で

き
る

、
紙

の
教

科
書

に
準

拠
し

た
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

こ
と

。
既

存
の

教
科

書
の

内
容

が
そ

の
ま

ま
表

示
さ

れ
る

だ
け

で
な

く
、

音
声

や
動

画
の

再
生

や
拡

大
、

編
集

な
ど

の
機

能
が

あ
る

。
（※

３
）協

働
学

習
支

援
ソ

フ
ト

…
学

習
中

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

等
の

回
線

を
通

じ
て

教
師

の
準

備
し

た
教

材
を

配
信

し
た

り
、

児
童

の
意

見
を

集
約

し
た

り
し

て
協

働
学

習
を

可
能

に
す

る
ソ

フ
ト

の
こ

と
。

（※
４

）モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
…

一
定

の
教

育
の

目
的

に
合

わ
せ

て
教

育
内

容
と

学
習

支
援

を
総

合
的

に
計

画
し

た
モ

デ
ル

と
な

る
も

の
。

（※
５

）I
C

T
支

援
員

…
授

業
な

ど
に

お
け

る
IC

T
活

用
を

円
滑

に
進

め
る

環
境

を
作

っ
た

り
、

教
員

の
IC

T
活

用
を

支
援

し
た

り
し

て
業

務
の

情
報

化
に

資
す

る
者

の
こ

と
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

電
子

黒
板

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

P
C

、
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

を
活

用
し

た
授

業
の

充
実

草
津

市
は

ＩＣ
Ｔ

が
非

常
に

進
ん

で
お

り
、

機
器

も
本

当
に

充
実

し
て

い
る

。
デ

ジ
タ

ル
と

ア
ナ

ロ
グ

が
上

手
く
融

合
し

た
草

津
型

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

が
実

践
さ

れ
て

い
る

と
思

う
。

今
後

も
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
定

期
的

に
開

催
し

草
津

教
育

の
よ

さ
の

発
信

が
で

き
れ

ば
良

い
と

も
思

う
。

教
育

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
１

台
あ

た
り

の
児

童
生

徒
数

が
２

．
３

人
（国

の
目

標
は

教
育

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
１

台
あ

た
り

３
．

６
人

）と
な

る
な

ど
、

学
校

に
お

け
る

IC
T
教

育
環

境
の

整
備

を
進

め
た

。
校

内
研

究
や

指
導

主
事

に
よ

る
学

校
訪

問
等

を
活

用
し

て
「草

津
型

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

」の
実

践
を

進
め

た
。

平
成

２
９

年
度

に
は

、
全

２
０

小
中

学
校

が
学

校
情

報
化

優
良

校
に

認
定

さ
れ

、
草

津
市

が
教

育
情

報
化

先
進

地
域

に
認

定
さ

れ
た

。
平

成
３

０
年

度
４

月
に

は
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
草

津
の

教
育

の
よ

さ
を

発
信

し
た

。

液
晶

型
電

子
黒

板
へ

の
更

新
を

引
き

続
き

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

常
設

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
環

境
は

新
設

校
で

あ
る

老
上

西
小

学
校

の
み

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
他

の
学

校
に

も
導

入
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

機
器

は
ど

ん
ど

ん
古

く
な

っ
て

故
障

も
増

え
る

が
、

学
校

や
市

が
一

方
的

に
負

担
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
機

器
を

大
切

に
し

て
も

ら
え

な
い

可
能

性
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

。
機

器
を

個
人

負
担

す
る

こ
と

に
つ

い
て

も
考

え
て

み
て

ほ
し

い
。

文
部

科
学

省
委

託
事

業
「I

C
T
を

活
用

し
た

教
育

推
進

自
治

体
応

援
事

業
」

先
進

的
な

取
組

で
、

草
津

市
の

教
育

の
誇

れ
る

分
野

で
も

あ
る

と
思

う
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
中

心
と

し
た

授
業

形
式

も
含

め
、

是
非

、
情

報
発

信
し

て
ほ

し
い

。

作
成

・配
布

し
た

草
津

型
ア

ク
テ

ィ
ブ

・ラ
ー

ニ
ン

グ
の

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

が
実

践
さ

れ
る

よ
う

に
、

校
内

研
究

や
指

導
主

事
に

よ
る

学
校

訪
問

等
の

機
会

を
生

か
し

て
市

内
全

小
中

学
校

で
実

践
を

推
進

し
た

。

事
業

終
了

事
業

終
了

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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1 3
1
4

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
6
3
.0

6
6
.0

6
9
.0

7
2
.0

7
5
.0

実 績
6
0
.0

9
5
.4

9
1
.2

目 標 達 成 度

9
5
.2

%
1
4
4
.5

%
1
3
2
.2

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

の
実

施
【再

掲
（施

策
１

０
）】

学
校

政
策

推
進

課

各
界

で
活

躍
す

る
著

名
人

や
高

い
知

識
・技

能
を

有
す

る
専

門
家

を
市

教
育

委
員

会
が

７
名

招
聘

し
、

７
校

の
小

中
学

校
で

「夢
・未

来
を

抱
く
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

in
草

津
」を

実
施

し
た

。
ま

た
、

学
校

改
革

パ
イ

オ
ニ

ア
ス

ク
ー

ル
く
さ

つ
推

進
事

業
（※

１
）
に

お
い

て
、

各
小

中
学

校
が

独
自

に
講

師
を

招
聘

し
、

ス
ペ

シ
ャ

ル
授

業
を

実
施

し
た

。
講

師
の

実
体

験
を

基
に

し
た

話
や

、
専

門
的

な
知

識
・技

能
に

ふ
れ

る
こ

と
で

、
児

童
生

徒
は

学
習

へ
の

意
欲

関
心

を
高

め
る

と
と

も
に

、
質

の
高

い
学

び
や

、
将

来
や

夢
の

実
現

に
向

け
て

考
え

る
機

会
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

授
業

実
施

後
の

児
童

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
「こ

れ
か

ら
こ

ん
な

こ
と

を
が

ん
ば

り
た

い
（し

て
み

た
い

）
と

思
っ

た
こ

と
が

あ
る

」の
肯

定
的

な
回

答
率

75
.0

%

目
標

確
か

な
学

力
の

育
成

施
策

社
会

の
最

前
線

で
活

躍
さ

れ
る

方
に

よ
る

特
別

授
業

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

学
習

意
欲

の
向

上

具
体

施
策

（１
）文

化
、

芸
術

、
学

問
、

経
済

等
、

社
会

の
最

前
線

で
活

躍
さ

れ
る

方
を

小
中

学
校

に
招

い
て

、
各

校
の

教
育

計
画

に
位

置
づ

け
た

特
別

授
業

を
行

い
ま

す
。

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）学
校

改
革

パ
イ

オ
ニ

ア
ス

ク
ー

ル
く
さ

つ
推

進
事

業
…

小
中

学
校

が
、

独
自

の
教

育
プ

ラ
ン

を
企

画
・実

施
・発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
創

造
的

で
特

色
あ

る
教

育
や

新
し

い
時

代
の

要
請

に
応

え
る

教
育

の
実

現
を

目
指

す
た

め
の

事
業

の
こ

と
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
、

新
学

習
指

導
要

領
に

盛
り

込
ま

れ
た

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
に

つ
な

が
る

授
業

改
善

を
テ

ー
マ

と
し

、
各

校
独

自
の

取
組

を
更

に
発

展
さ

せ
る

取
組

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

ス
ペ

シ
ャ

ル
授

業
の

実
施

【再
掲

（施
策

１
０

）】

第
一

線
で

活
躍

し
て

い
る

人
々

と
生

で
触

れ
合

う
体

験
は

、
子

ど
も

の
人

生
に

影
響

を
与

え
る

貴
重

な
経

験
に

な
る

の
で

継
続

し
て

ほ
し

い
。

平
成

２
９

年
度

に
は

、
研

究
者

や
ロ

ケ
ッ

ト
開

発
を

行
う

企
業

の
経

営
者

と
い

っ
た

理
系

職
種

も
含

め
、

様
々

な
職

種
の

方
を

招
聘

し
、

「夢
・未

来
を

抱
く
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

ｉｎ
草

津
」を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。

様
々

な
職

種
の

方
に

よ
る

多
様

な
ス

ペ
シ

ャ
ル

授
業

が
実

施
で

き
る

よ
う

、
講

師
を

確
保

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

本
物

に
触

れ
る

体
験

は
非

常
に

貴
重

な
の

で
、

一
過

性
の

も
の

に
な

ら
な

い
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

身
近

な
人

に
講

師
を

依
頼

す
る

こ
と

も
効

果
的

だ
と

思
う

。

-40-



1 3
1
5

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

実 績
2
3
.6

2
3
.8

2
6
.3

目 標 達 成 度

9
8
.3

%
9
9
.2

%
1
0
9
.6

%

目 標
2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

実 績
2
3
.6

2
3
.8

2
6
.3

目 標 達 成 度

9
8
.3

%
9
9
.2

%
1
0
9
.6

%

目 標
-

6
5
.0

7
0
.0

9
5
.0

9
5
.0

実 績
-

9
4
.8

9
7
.4

目 標 達 成 度

-
1
4
5
.8

%
1
3
9
.0

%

目 標
-

2
0

2
0

2
0

2
0

実 績
-

1
8

1
8

目 標 達 成 度

9
0
.0

%
9
0
.0

%

（
２

）
図

書
館

児
童

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
図

書
館

「草
津

市
の

図
書

館
運

営
計

画
」に

お
け

る
施

策
の

一
つ

と
し

て
 「

未
来

を
担

う
子

ど
も

の
育

成
を

推
進

し
、

子
ど

も
の

成
長

に
役

立
つ

図
書

館
」を

掲
げ

、
児

童
書

の
適

切
な

収
集

と
貸

し
出

し
を

行
い

、
乳

幼
児

か
ら

中
高

生
ま

で
各

対
象

別
に

様
々

な
事

業
を

実
施

し
、

利
用

者
に

は
高

い
満

足
度

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

よ
り

一
層

子
ど

も
の

読
書

体
験

を
豊

か
に

育
む

た
め

の
ブ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

配
布

や
、

「図
書

館
見

学
」、

「
職

場
体

験
」、

「団
体

一
括

貸
し

出
し

」等
を

実
施

し
、

学
校

や
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
へ

の
支

援
を

図
っ

た
。

　
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

を
児

童
乳

幼
児

向
け

、
中

高
生

向
け

、
な

ど
５

つ
の

分
野

で
個

別
に

取
っ

た
こ

と
か

ら
、

児
童

サ
ー

ビ
ス

提
供

を
受

け
て

い
る

人
の

評
価

と
し

て
の

満
足

度
実

績
が

高
く
な

っ
た

。

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
児

童
対

象
行

事
へ

の
満

足
度

95
.0

%

（
３

）
司

書
教

諭
（
※

３
）

の
専

任
配

置

学
校

政
策

推
進

課

学
校

図
書

館
の

機
能

強
化

（※
４

）を
図

る
た

め
、

教
職

員
定

数
に

お
い

て
司

書
教

諭
が

専
任

配
置

さ
れ

る
よ

う
国

や
県

へ
要

望
し

た
。

現
時

点
で

は
司

書
教

諭
の

専
任

配
置

は
な

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
当

面
は

、
管

理
職

、
司

書
教

諭
（兼

務
）、

学
校

司
書

、
学

校
図

書
館

運
営

サ
ポ

ー
タ

ー
、

学
校

図
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
が

学
校

図
書

館
運

営
に

つ
い

て
協

議
す

る
学

校
図

書
館

運
営

部
会

を
各

学
校

に
お

い
て

開
催

し
、

学
校

図
書

館
の

充
実

を
図

っ
た

。

学
校

図
書

館
運

営
部

会
を

毎
学

期
開

催
し

た
学

校
の

割
合

20
校

（
１

）
学

校
図

書
館

運
営

サ
ポ

ー
タ

ー
（※

１
）

の
配

置

学
校

政
策

推
進

課

各
学

校
に

学
校

図
書

館
運

営
サ

ポ
ー

タ
ー

を
年

間
２

１
０

時
間

配
置

し
、

学
校

図
書

館
の

環
境

整
備

や
貸

出
・返

却
業

務
の

支
援

を
行

い
、

学
校

司
書

、
司

書
教

諭
、

学
校

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

協
力

し
な

が
ら

、
児

童
生

徒
の

図
書

館
利

用
の

活
性

化
を

図
っ

た
。

児
童

生
徒

１
人

当
た

り
の

年
間

貸
出

冊
数

24
冊

（
１

）
学

校
司

書
（
※

２
）

の
配

置

学
校

政
策

推
進

課

学
校

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
読

書
活

動
の

充
実

を
図

る
た

め
に

、
民

間
委

託
に

よ
る

学
校

司
書

を
市

内
全

小
中

学
校

に
週

１
日

５
．

７
５

時
間

、
年

間
６

０
日

配
置

し
た

。

児
童

生
徒

１
人

当
た

り
の

年
間

貸
出

冊
数

24
冊

具
体

施
策

（１
）本

の
読

み
聞

か
せ

や
学

校
図

書
館

の
業

務
支

援
を

行
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
や

学
校

司
書

の
配

置
に

努
め

ま
す

。

（２
）草

津
市

子
ど

も
読

書
活

動
推

進
計

画
に

基
づ

き
、

学
校

・
図

書
館

・家
庭

等
と

連
携

し
つ

つ
本

好
き

な
子

ど
も

た
ち

の
育

成
に

努
め

ま
す

。

（３
）司

書
教

諭
の

専
任

配
置

に
努

め
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

子
ど

も
の

生
き

る
力

を
育

む

目
標

確
か

な
学

力
の

育
成

施
策

子
ど

も
の

読
書

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

読
書

活
動

の
推

進
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（１
）

（１
）

（２
）

図
書

館

（３
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）学
校

図
書

館
運

営
サ

ポ
ー

タ
ー

…
学

校
図

書
館

の
運

営
補

助
業

務
を

行
う

者
。

市
内

小
中

学
校

で
は

、
学

校
司

書
や

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

あ
わ

せ
て

活
用

す
る

こ
と

で
読

書
環

境
の

充
実

を
め

ざ
し

て
い

る
。

(※
２

）学
校

司
書

…
学

校
図

書
館

の
運

営
の

改
善

及
び

向
上

を
図

り
、

児
童

又
は

生
徒

及
び

教
員

に
よ

る
学

校
図

書
館

の
利

用
の

一
層

の
促

進
に

資
す

る
た

め
、

専
ら

学
校

図
書

館
の

職
務

に
従

事
す

る
職

員
の

こ
と

。
（
学

校
図

書
館

法
第

６
条

第
１

項
）

（※
３

）司
書

教
諭

…
学

校
図

書
館

の
専

門
的

職
務

を
つ

か
さ

ど
る

教
員

の
こ

と
。

（学
校

図
書

館
法

第
５

条
第

１
項

）
（※

４
）学

校
図

書
館

の
機

能
強

化
…

図
書

館
の

機
能

と
し

て
、

読
書

活
動

を
進

め
る

「読
書

セ
ン

タ
ー

機
能

」、
学

習
を

行
う

場
と

し
て

の
「学

習
セ

ン
タ

ー
機

能
」、

そ
し

て
情

報
を

収
集

し
活

用
す

る
「情

報
セ

ン
タ

ー
機

能
」
の

３
機

能
が

求
め

ら
れ

る
。

（※
５

）ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
…

数
人

の
競

技
者

が
、

自
分

た
ち

の
好

き
な

本
を

持
ち

寄
り

、
そ

の
魅

力
を

５
分

の
持

ち
時

間
で

紹
介

し
、

聞
き

手
が

最
も

読
み

た
い

本
を

選
ぶ

ゲ
ー

ム
形

式
の

書
評

発
表

会
の

こ
と

。
（※

６
）Ｙ

Ａ
サ

ー
ビ

ス
…

ヤ
ン

グ
ア

ダ
ル

ト
サ

ー
ビ

ス
の

略
、

中
高

生
の

年
齢

に
あ

っ
た

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
の

総
称

。

図
書

館
児

童
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

職
場

体
験

の
受

け
入

れ
や

、
広

報
を

通
し

た
イ

ベ
ン

ト
告

知
に

よ
っ

て
図

書
館

が
身

近
に

な
っ

て
い

る
と

思
う

の
で

、
こ

の
事

業
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

児
童

関
係

イ
ベ

ン
ト

や
展

示
コ

ー
ナ

の
お

知
ら

せ
・本

の
紹

介
等

、
図

書
館

を
身

近
に

感
じ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

内
容

を
週

１
回

の
ペ

ー
ス

で
F
ac

eb
o
o
kに

配
信

し
た

。
ま

た
、

市
の

子
育

て
支

援
サ

イ
ト

「ぽ
か

ぽ
か

タ
ウ

ン
」に

も
図

書
館

イ
ベ

ン
ト

の
案

内
を

掲
載

し
、

児
童

対
象

の
図

書
館

イ
ベ

ン
ト

の
広

報
活

動
を

積
極

的
に

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

来
館

を
促

し
た

。
さ

ら
に

他
課

と
の

連
携

に
よ

る
乳

幼
児

(１
歳

半
)健

診
時

読
書

相
談

を
毎

月
実

施
し

た
り

、
両

館
で

の
乳

幼
児

(０
～

３
歳

と
そ

の
保

護
者

)向
き

お
は

な
し

会
の

実
施

等
、

新
た

な
働

き
か

け
も

行
っ

た
。

図
書

館
利

用
が

少
な

い
中

高
生

へ
の

来
館

を
促

す
た

め
、

司
書

が
学

校
へ

出
向

い
て

行
う

「出
張

ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

」の
積

極
的

な
取

組
や

高
校

連
携

交
流

会
等

の
内

容
の

充
実

を
図

っ
た

。

図
書

館
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
、

来
館

の
契

機
と

な
る

よ
う

、
H

P
情

報
の

充
実

や
S
N

S
を

活
用

し
た

情
報

発
信

等
を

積
極

的
に

実
施

し
、

広
報

活
動

の
強

化
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
Y
A

サ
ー

ビ
ス

（※
６

）に
つ

い
て

、
新

た
な

利
用

者
を

増
や

す
と

と
も

に
ア

ン
ケ

ー
ト

の
満

足
度

を
(概

ね
満

足
か

ら
満

足
へ

)高
め

て
い

く
よ

う
な

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

子
ど

も
が

自
ら

読
み

た
い

本
を

選
ぶ

体
験

は
大

切
な

の
で

、
親

目
線

か
ら

読
ん

で
ほ

し
い

本
を

並
べ

て
も

ら
え

た
ら

、
来

館
者

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
る

と
思

う
。

全
国

的
に

自
習

室
の

設
置

も
話

題
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

他
の

事
例

を
注

視
し

て
検

討
し

て
ほ

し
い

。

司
書

教
諭

の
専

任
配

置

教
職

員
定

数
の

面
で

大
き

な
課

題
が

あ
る

と
思

う
が

、
管

理
職

が
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発

揮
し

、
学

校
図

書
館

の
充

実
に

向
け

て
努

力
し

て
ほ

し
い

。

学
校

図
書

館
の

読
書

セ
ン

タ
ー

機
能

の
充

実
と

学
習

・情
報

セ
ン

タ
ー

機
能

の
向

上
を

図
る

た
め

、
教

職
員

定
数

に
お

け
る

司
書

教
諭

の
専

任
配

置
に

つ
い

て
、

継
続

し
て

国
や

県
へ

の
要

望
を

行
っ

た
。

要
望

が
実

現
す

る
ま

で
の

間
、

司
書

教
諭

が
学

校
図

書
館

業
務

に
少

し
で

も
多

く
携

わ
れ

る
よ

う
、

各
学

校
で

授
業

持
ち

時
数

の
軽

減
を

図
る

よ
う

に
管

理
職

に
働

き
か

け
た

。

学
校

図
書

館
の

機
能

強
化

を
図

る
た

め
、

教
職

員
定

数
に

お
け

る
司

書
教

諭
の

専
任

配
置

に
つ

い
て

、
国

や
県

へ
の

要
望

を
継

続
す

る
必

要
が

あ
る

。

司
書

教
諭

の
専

任
配

置
は

大
変

難
し

い
と

思
う

が
、

継
続

し
て

呼
び

掛
け

て
い

く
の

は
重

要
だ

と
思

う
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

学
校

図
書

館
運

営
サ

ポ
ー

タ
ー

の
配

置
学

校
政

策
推

進
課

子
ど

も
の

読
書

に
対

す
る

意
欲

を
高

め
る

取
組

は
高

く
評

価
す

る
。

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
も

効
果

的
な

取
組

で
あ

る
と

思
う

の
で

継
続

し
て

ほ
し

い
。

「く
さ

つ
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

２
０

１
７

」で
は

、
市

内
全

小
中

学
校

の
代

表
者

５
９

名
が

出
場

し
た

（前
年

度
よ

り
４

名
増

加
）。

こ
の

ほ
か

、
各

学
校

の
図

書
館

教
育

年
間

指
導

計
画

で
学

級
や

学
年

、
学

校
単

位
で

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
を

取
り

入
れ

る
授

業
が

増
え

て
き

た
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
、

学
校

司
書

の
配

置
日

数
を

年
間

４
５

日
か

ら
６

０
日

に
拡

充
し

た
こ

と
で

、
す

べ
て

の
学

校
で

学
校

図
書

館
の

毎
日

開
館

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

図
書

館
の

読
書

セ
ン

タ
ー

機
能

は
ど

の
学

校
で

も
定

着
し

て
き

た
。

今
後

は
、

学
習

・情
報

セ
ン

タ
ー

機
能

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

学
校

現
場

の
負

担
軽

減
に

も
つ

な
が

る
の

で
、

司
書

教
諭

は
非

常
に

重
要

な
存

在
で

あ
る

。
ま

た
、

子
ど

も
の

居
場

所
作

り
に

も
な

る
の

で
、

今
後

も
取

組
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

学
校

司
書

の
配

置

-42-



 



２「学校の教育力を高める」 
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-43-



2 4
1
6

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

実 績
9
9
.5

9
9
.0

9
5
.0

目 標 達 成 度

1
0
4
.7

%
1
0
4
.2

%
1
0
0
.0

%

目 標
9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

実 績
9
4
.0

9
4
.0

9
8
.0

目 標 達 成 度

9
8
.9

%
9
8
.9

%
1
0
3
.1

%

目 標
6
5
.0

7
0
.0

7
5
.0

8
0
.0

8
0
.0

実 績
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（
３

）
小

中
に

よ
る

校
種

間
連

携
の

推
進

学
校

教
育

課

草
津

市
独

自
の

中
学

校
区

別
の

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
連

絡
会

を
定

期
的

に
開

催
し

、
小

中
学

校
の

教
員

が
児

童
生

徒
の

情
報

を
共

有
し

、
協

働
し

た
取

組
を

進
め

た
。

中
学

校
教

員
が

小
学

校
へ

出
向

い
て

行
う

体
験

授
業

や
、

人
権

教
育

交
流

会
な

ど
の

実
践

を
通

し
て

、
小

中
の

校
種

間
連

携
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

連
絡

会
を

も
つ

こ
と

に
よ

り
、

連
絡

会
で

事
例

を
取

り
上

げ
る

こ
と

が
で

き
、

問
題

解
決

に
つ

な
が

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

各
学

校
の

組
織

対
応

の
力

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

一
方

で
、

対
応

の
困

難
度

が
高

い
ケ

ー
ス

が
増

え
て

き
て

い
る

。

問
題

事
案

解
消

度
（事

案
解

決
ま

た
は

解
決

に
つ

な
が

る
取

組
が

で
き

た
事

案
数

／
連

絡
会

で
取

り
上

げ
た

総
事

案
数

）

80
.0

%

（
１

）
教

職
員

研
修

講
座

教
育

研
究

所

教
職

員
を

対
象

と
し

た
指

導
力

の
向

上
を

目
指

す
研

修
と

し
て

、
人

権
教

育
や

特
別

支
援

教
育

（※
１

）を
は

じ
め

７
講

座
を

夏
期

研
修

講
座

と
し

て
実

施
し

、
そ

の
他

自
己

啓
発

講
座

を
年

間
４

講
座

実
施

し
た

。
実

習
や

演
習

を
交

え
た

実
践

的
な

内
容

の
講

座
や

、
各

校
の

直
面

す
る

教
育

課
題

を
踏

ま
え

た
講

座
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

参
加

者
の

満
足

度
（満

足
・ほ

ぼ
満

足
）が

９
５

％
に

達
し

た
。

講
座

内
容

満
足

度
（受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
）

95
.0

%

（
２

）
く
さ

つ
教

員
塾

教
育

研
究

所

教
職

経
験

年
数

が
１

０
年

未
満

の
若

手
教

員
を

対
象

に
実

施
し

て
い

る
。

情
報

教
育

、
理

科
教

育
、

幼
児

教
育

の
３

講
座

で
合

計
１

１
２

人
の

参
加

が
あ

っ
た

。
日

々
の

教
職

業
務

に
直

結
す

る
内

容
や

実
技

・演
習

を
中

心
と

し
た

研
修

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
参

加
者

か
ら

好
評

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

講
座

内
容

満
足

度
（受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
）

95
.0

%

具
体

施
策

（１
）教

職
員

の
専

門
性

や
指

導
力

向
上

を
図

る
た

め
、

市
独

自
の

研
修

を
積

極
的

に
推

進
し

ま
す

。

（２
）く

さ
つ

教
員

塾
の

開
催

等
に

よ
り

若
手

教
員

の
育

成
を

図
り

ま
す

。

（３
）中

学
校

の
教

員
が

小
学

校
の

教
育

活
動

に
関

わ
る

等
、

小
中

教
員

の
協

働
を

推
進

し
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

施
策

教
職

員
研

修
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

具
体

目
標

教
職

員
の

研
修

と
人

材
育

成
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（１
）

教
育

研
究

所

（２
）

教
育

研
究

所

（３
）

学
校

教
育

課
小

中
に

よ
る

校
種

間
連

携
の

推
進

連
絡

会
を

中
心

と
し

た
、

学
校

間
の

情
報

交
流

は
現

場
対

応
力

の
向

上
に

つ
な

が
る

の
で

、
事

業
の

充
実

に
努

め
て

ほ
し

い
。

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
連

絡
会

で
は

、
こ

れ
ま

で
の

情
報

交
流

に
加

え
て

、
教

師
の

指
導

力
向

上
の

た
め

、
生

徒
指

導
の

手
法

な
ど

に
つ

い
て

も
小

中
間

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

よ
り

学
校

の
対

応
力

の
向

上
に

努
め

た
。

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
連

絡
会

等
で

の
小

中
連

携
の

取
組

に
つ

い
て

、
担

当
者

か
ら

全
職

員
へ

広
め

て
い

き
、

学
校

全
体

の
課

題
対

応
力

向
上

へ
つ

な
げ

る
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

大
胆

な
意

見
で

は
あ

る
が

、
小

中
一

貫
校

の
モ

デ
ル

校
を

検
討

で
き

な
い

か
。

教
員

の
資

質
等

も
含

め
、

将
来

的
に

検
討

し
て

み
て

ほ
し

い
。

注
釈

（※
１

）特
別

支
援

教
育

…
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

幼
児

児
童

生
徒

の
自

立
や

社
会

参
加

に
向

け
た

主
体

的
な

取
組

を
支

援
す

る
と

い
う

視
点

に
立

ち
、

一
人

ひ
と

り
の

教
育

的
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
そ

の
持

て
る

力
を

高
め

、
生

活
や

学
習

上
の

困
難

を
改

善
ま

た
は

克
服

す
る

た
め

、
適

切
な

指
導

お
よ

び
必

要
な

支
援

を
行

う
教

育
の

こ
と

。
（※

２
）ス

キ
ル

ア
ッ

プ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
…

市
内

教
員

を
対

象
に

授
業

指
導

や
学

級
経

営
に

関
す

る
巡

回
指

導
を

行
う

高
い

指
導

力
を

有
す

る
校

長
経

験
者

の
こ

と
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

教
職

員
研

修
講

座

教
員

の
研

修
機

会
を

保
障

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
こ

と
に

感
謝

し
て

い
る

。
教

員
の

働
き

方
改

革
も

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

講
座

数
を

調
整

す
る

な
ど

し
て

継
続

し
て

ほ
し

い
。

講
座

の
企

画
段

階
に

お
い

て
、

多
面

的
に

ご
意

見
を

伺
い

、
講

座
内

容
の

検
討

に
力

を
入

れ
た

。
働

き
方

改
革

の
観

点
を

鑑
み

、
開

催
日

時
に

つ
い

て
も

教
職

員
が

参
加

し
や

す
い

期
間

に
開

催
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

ま
た

、
夏

期
研

修
講

座
に

お
け

る
人

権
講

座
を

１
減

と
し

た
。

そ
の

代
替

と
し

て
、

草
津

市
人

権
・同

和
教

育
研

究
発

表
大

会
へ

の
参

加
お

よ
び

市
が

主
催

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
つ

ど
い

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

形
で

、
研

修
の

場
を

確
保

す
る

よ
う

に
し

た
。

県
主

催
の

研
修

会
や

出
張

な
ど

の
情

報
、

教
職

員
の

休
暇

取
得

状
況

な
ど

を
勘

案
し

な
が

ら
、

よ
り

実
践

的
で

即
活

用
で

き
る

講
座

を
開

催
で

き
る

よ
う

、
調

整
し

な
が

ら
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

年
代

に
よ

っ
て

も
ニ

ー
ズ

が
異

な
る

の
で

、
マ

ッ
チ

ン
グ

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

多
様

な
研

修
を

用
意

し
て

も
ら

え
る

と
効

果
的

で
あ

る
と

思
う

。
外

部
の

研
修

に
も

積
極

的
に

参
加

で
き

る
よ

う
な

案
内

等
も

し
て

も
ら

え
る

と
良

い
と

思
う

。

く
さ

つ
教

員
塾

若
手

教
員

同
士

が
学

校
・校

種
を

超
え

て
交

流
し

、
助

け
合

う
き

っ
か

け
に

な
る

と
思

う
の

で
、

継
続

し
て

ほ
し

い
。

定
期

的
に

学
校

訪
問

を
し

て
い

る
教

育
委

員
会

指
導

主
事

、
教

育
研

究
所

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（※
２

）の
報

告
書

等
を

参
考

に
、

必
要

と
さ

れ
る

講
座

内
容

と
な

る
よ

う
検

討
し

な
が

ら
講

座
開

設
を

行
っ

た
。

経
験

年
数

１
０

年
未

満
に

限
定

し
て

し
ま

う
こ

と
な

く
、

希
望

者
で

あ
れ

ば
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

ま
た

、
く
さ

つ
教

員
塾

は
児

童
生

徒
の

学
習

や
学

校
生

活
に

直
接

影
響

し
な

い
夏

季
休

業
中

の
研

修
と

し
て

い
る

。

教
職

員
の

ニ
ー

ズ
が

多
様

化
し

て
お

り
、

研
修

の
内

容
を

丁
寧

に
吟

味
す

る
必

要
が

あ
る

。

働
き

方
改

革
と

の
兼

ね
合

い
も

あ
る

の
で

難
し

い
部

分
も

あ
る

が
、

横
の

つ
な

が
り

を
作

る
貴

重
な

機
会

で
あ

る
の

で
、

積
極

的
に

参
加

を
促

し
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 4
1
7

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

実 績
9
0
.0

9
6
.2

9
7
.0

目 標 達 成 度

9
4
.7

%
1
0
1
.3

%
1
0
2
.1

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
人

事
評

価
制

度
（※

１
）の

実
施

学
校

教
育

課

市
立

小
中

学
校

長
が

全
教

職
員

対
象

に
、

授
業

観
察

を
も

と
に

し
た

個
人

面
談

を
実

施
し

、
個

々
の

教
職

員
の

取
組

目
標

に
つ

い
て

指
導

助
言

を
行

う
。

こ
れ

を
通

し
て

、
目

指
す

学
校

教
育

目
標

に
つ

い
て

、
教

職
員

と
校

長
が

共
通

理
解

を
図

り
な

が
ら

、
と

も
に

学
校

運
営

に
携

わ
る

意
識

を
高

め
、

教
育

活
動

を
展

開
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。

面
談

充
実

度
（教

員
１

人
あ

た
り

の
年

間
面

談
指

導
回

数
年

間
３

回
以

上
実

施
し

た
教

職
員

数
／

面
談

対
象

教
職

員
数

）

95
.0

%

目
標

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

施
策

目
標

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

制
度

に
よ

る
人

材
育

成
を

図
り

ま
す

。

具
体

目
標

教
職

員
の

研
修

と
人

材
育

成

具
体

施
策

（１
）学

校
長

に
よ

る
全

教
職

員
の

授
業

参
観

や
個

別
面

談
等

を
通

し
て

、
個

々
の

教
職

員
の

目
標

管
理

と
指

導
、

育
成

を
図

り
ま

す
。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

学
校

教
育

課

注
釈

（※
１

）人
事

評
価

制
度

…
教

職
員

自
ら

が
設

定
し

た
目

標
の

達
成

に
向

け
て

、
「P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

職
務

遂
行

」に
自

律
的

に
取

り
組

む
こ

と
を

通
じ

て
、

教
職

員
が

そ
の

職
務

の
遂

行
に

当
た

り
発

揮
し

た
能

力
お

よ
び

挙
げ

た
業

績
を

把
握

・評
価

す
る

こ
と

に
よ

り
、

組
織

の
目

標
や

使
命

の
達

成
、

教
職

員
の

育
成

や
能

力
開

発
、

職
場

の
活

性
化

な
ど

を
実

現
し

て
い

こ
う

と
す

る
も

の
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

人
事

評
価

制
度

の
実

施

教
育

の
質

の
確

保
の

視
点

か
ら

人
材

育
成

は
非

常
に

重
要

で
あ

り
、

校
長

と
教

員
の

信
頼

関
係

を
深

め
、

教
育

力
の

向
上

に
努

め
て

ほ
し

い
。

個
々

の
教

職
員

の
行

動
目

標
に

つ
い

て
、

情
報

共
有

し
な

が
ら

管
理

職
か

ら
の

助
言

、
指

導
が

で
き

る
よ

う
、

個
々

の
教

職
員

は
記

録
書

を
作

成
、

提
出

し
、

管
理

職
が

定
期

的
に

面
談

を
実

施
し

評
価

活
動

に
取

り
組

ん
だ

。
管

理
職

は
、

教
職

員
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
大

切
に

し
た

人
材

育
成

を
図

っ
た

。

評
価

制
度

を
人

材
育

成
に

生
か

し
、

校
長

の
ビ

ジ
ョ

ン
実

現
と

教
職

員
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

向
上

さ
せ

る
内

容
に

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

学
年

経
営

や
教

科
指

導
の

充
実

に
つ

な
が

る
よ

う
な

面
談

に
し

て
い

く
努

力
も

必
要

で
あ

る
。

大
勢

い
る

教
職

員
に

対
し

て
、

年
３

回
も

面
談

を
行

え
て

い
る

こ
と

は
す

ば
ら

し
い

。
若

手
職

員
も

増
え

て
い

る
と

思
う

の
で

、
入

職
時

に
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

管
理

職
に

対
す

る
評

価
に

、
現

場
の

意
見

を
取

り
入

れ
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

。
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2 4
1
8

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
8
5
.0

8
6
.0

8
7
.0

8
8
.0

8
9
.0

実 績
8
2
.7

8
6
.4

8
8
.7

目 標 達 成 度

9
7
.3

%
1
0
0
.4

%
1
0
2
.0

%

（
１

）

教
育

情
報

化
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
（「

タ
ブ

レ
ッ

ト
活

用
推

進
リ

ー
ダ

ー
（※

１
）研

修
」
か

ら
事

業
名

を
変

更
）

学
校

政
策

推
進

課

市
教

育
委

員
会

主
催

の
教

育
情

報
化

リ
ー

ダ
ー

養
成

研
修

を
年

６
回

行
い

、
各

学
校

に
お

け
る

ＩＣ
Ｔ

活
用

推
進

の
核

と
な

る
教

員
を

育
成

し
、

そ
の

教
員

を
中

心
と

し
て

、
IC

T
を

活
用

し
た

授
業

の
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

ＩＣ
Ｔ

活
用

指
導

力
に

つ
い

て
「で

き
る

ほ
う

で
あ

る
」と

回
答

し
た

教
員

の
割

合

89
.0

%

具
体

施
策

（１
）ス

キ
ル

ア
ッ

プ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
や

指
導

主
事

等
の

学
校

訪
問

に
よ

る
個

別
指

導
と

教
員

研
修

を
通

し
て

、
全

教
員

が
タ

ブ
レ

ッ
ト

Ｐ
Ｃ

等
の

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
活

用
し

た
授

業
を

行
え

る
よ

う
に

し
、

授
業

力
向

上
を

図
り

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

施
策

全
教

員
が

ＩＣ
Ｔ

機
器

等
を

活
用

し
た

授
業

を
行

え
る

よ
う

に
し

ま
す

。

具
体

目
標

教
員

の
授

業
力

の
向

上
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）タ
ブ

レ
ッ

ト
活

用
推

進
リ

ー
ダ

ー
…

IC
T
機

器
を

活
用

し
た

情
報

教
育

を
推

進
す

る
た

め
に

校
内

研
修

を
実

施
し

て
い

く
な

ど
、

中
核

を
担

う
教

員
の

こ
と

。
（※

２
）学

力
向

上
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
会

議
…

各
校

の
ミ

ド
ル

リ
ー

ダ
ー

が
集

ま
り

、
よ

り
効

果
的

な
学

力
向

上
策

や
学

校
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

方
法

を
検

討
す

る
会

議
の

こ
と

。
市

教
育

委
員

会
が

主
体

と
な

っ
て

年
間

４
回

開
催

し
て

い
る

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

教
育

情
報

化
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修

タ
ブ

レ
ッ

ト
活

用
推

進
リ

ー
ダ

ー
を

増
員

す
る

取
組

に
は

感
心

さ
せ

ら
れ

る
。

特
に

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

研
修

は
、

若
手

の
育

成
に

役
立

つ
と

思
う

の
で

充
実

さ
せ

て
ほ

し
い

。

平
成

２
９

年
度

か
ら

タ
ブ

レ
ッ

ト
活

用
推

進
リ

ー
ダ

ー
研

修
を

更
に

発
展

さ
せ

て
、

「教
育

情
報

化
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
」と

し
、

ＩＣ
Ｔ

機
器

活
用

の
基

礎
講

座
を

実
施

し
、

各
校

に
持

ち
帰

っ
て

、
初

任
者

や
他

市
か

ら
の

転
入

教
員

向
け

の
研

修
を

開
催

し
た

。

ＩＣ
Ｔ

機
器

を
活

用
し

た
授

業
改

善
を

校
内

で
推

進
す

る
た

め
に

は
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
力

も
必

要
で

あ
る

た
め

、
ミ

ド
ル

リ
ー

ダ
ー

が
メ

ン
バ

ー
と

な
っ

て
い

る
学

力
向

上
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
会

議
（※

２
）と

の
連

携
を

図
り

、
教

育
情

報
化

リ
ー

ダ
ー

に
も

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

力
を

つ
け

る
必

要
が

あ
る

。

こ
れ

ま
で

の
取

組
に

よ
っ

て
蓄

積
さ

れ
た

ノ
ウ

ハ
ウ

を
継

承
し

て
活

用
し

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

単
な

る
使

い
方

の
指

導
で

は
な

く
、

機
器

を
使

用
し

た
授

業
内

容
の

充
実

に
重

き
を

置
か

れ
る

よ
う

進
め

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 4
1
9

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
9
.2

8
7
.7

8
6
.2

目 標 達 成 度

9
9
.1

%
9
7
.4

%
9
5
.8

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
授

業
研

究
会

の
開

催
学

校
教

育
課

草
津

型
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

意
識

し
て

、
「わ

か
り

や
す

い
授

業
」「

興
味

関
心

を
引

き
出

す
授

業
」
「集

中
し

て
取

り
組

め
る

授
業

」「
力

の
つ

く
授

業
」を

目
指

し
て

、
公

開
授

業
や

Ｏ
Ｊ
Ｔ

（※
１

）を
活

用
し

た
授

業
研

究
会

を
実

施
し

た
。

平
成

２
９

年
度

は
小

中
学

校
に

お
い

て
学

年
や

教
科

等
単

位
で

年
間

平
均

１
９

．
３

回
実

施
し

た
。

授
業

研
究

会
で

は
、

教
員

が
授

業
を

互
い

に
交

流
し

、
よ

り
よ

い
授

業
に

し
て

い
こ

う
と

す
る

姿
勢

を
大

切
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。

「授
業

が
わ

か
る

」と
感

じ
て

い
る

児
童

生
徒

の
割

合
（学

校
共

通
ア

ン
ケ

ー
ト

）

90
.0

%

目
標

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

施
策

各
学

校
で

授
業

公
開

と
授

業
研

究
を

進
め

ま
す

。

具
体

目
標

教
員

の
授

業
力

の
向

上

具
体

施
策

（１
）全

教
員

が
授

業
を

公
開

し
、

授
業

研
究

会
や

校
内

研
究

体
制

の
充

実
を

図
り

、
授

業
改

善
を

行
い

ま
す

。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

学
校

教
育

課

注
釈

（※
１

）O
J
T
・・

・職
場

で
の

日
常

の
業

務
遂

行
を

通
じ

て
、

必
要

な
能

力
を

意
図

的
・
計

画
的

に
育

成
す

る
こ

と
。

平
成

２
６

年
度

以
降

、
滋

賀
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

の
５

年
経

験
者

研
修

と
し

て
、

各
学

校
内

で
若

手
教

員
を

中
心

と
し

て
グ

ル
ー

プ
で

の
学

び
合

い
や

高
め

合
い

に
よ

る
O

J
T
を

実
施

し
て

い
る

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

授
業

研
究

会
の

開
催

授
業

研
究

会
に

よ
る

教
員

同
士

の
学

び
合

い
の

場
は

指
導

力
向

上
の

た
め

に
重

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
授

業
研

究
会

の
準

備
時

間
の

確
保

を
お

願
い

し
た

い
。

加
配

教
員

の
配

置
と

活
用

の
工

夫
に

よ
り

、
教

職
員

の
授

業
参

観
・研

究
の

た
め

の
機

会
確

保
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
各

学
校

の
主

体
的

な
取

組
と

し
て

、
教

員
が

互
い

の
授

業
を

参
観

し
や

す
く
な

る
よ

う
「授

業
公

開
期

間
」の

設
定

や
、

公
開

授
業

の
様

子
を

校
内

研
究

通
信

に
掲

載
し

て
配

付
を

す
る

な
ど

、
授

業
参

観
・交

流
・研

修
の

取
組

の
工

夫
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
授

業
研

究
会

に
お

い
て

は
、

グ
ル

ー
プ

協
議

や
全

体
協

議
な

ど
運

営
を

工
夫

し
、

焦
点

化
し

た
話

合
い

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

教
職

員
が

授
業

研
究

や
教

材
研

究
に

取
り

組
む

た
め

に
、

さ
ら

に
十

分
な

時
間

と
機

会
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

外
部

の
目

を
活

用
す

る
こ

と
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

が
、

担
任

は
な

か
な

か
自

分
の

ク
ラ

ス
を

自
習

に
す

る
こ

と
は

難
し

い
の

で
、

加
配

教
員

を
活

用
で

き
る

こ
と

は
有

効
で

あ
る

と
思

う
。

単
な

る
褒

め
合

い
等

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
回

数
よ

り
も

質
に

重
点

を
置

い
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 4
2
0

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

7
0
.0

実 績
6
4
.0

6
4
.9

6
5
.4

目 標 達 成 度

9
1
.4

%
9
2
.7

%
9
3
.4

%

目 標
－

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

実 績
－

1
0
0
.0

1
0
0
.0

目 標 達 成 度

1
0
0
%

1
0
0
%

（
１

）
教

育
研

究
奨

励
事

業
教

育
研

究
所

多
く
の

小
中

学
校

に
お

い
て

、
児

童
生

徒
の

主
体

的
な

学
び

、
言

語
活

動
、

表
現

力
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
育

成
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
、

学
級

づ
く
り

や
生

徒
指

導
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
、

IC
T
活

用
や

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

等
先

駆
的

な
教

育
課

題
に

関
す

る
テ

ー
マ

な
ど

に
、

個
人

・グ
ル

ー
プ

で
研

究
に

取
り

組
む

動
き

が
見

ら
れ

、
合

計
４

８
点

の
研

究
論

文
の

応
募

が
あ

っ
た

。
多

数
の

論
文

・ア
イ

デ
ア

の
応

募
が

あ
っ

た
学

校
・園

・所
に

は
「校

園
所

賞
」を

、
専

門
性

を
生

か
し

て
継

続
的

に
研

究
に

取
り

組
む

教
員

に
は

「特
別

賞
」お

よ
び

「特
別

功
労

賞
」（

新
設

）を
授

与
す

る
こ

と
に

よ
り

、
教

員
の

資
質

向
上

へ
の

機
運

が
見

ら
れ

た
。

論
文

審
査

時
の

審
査

員
に

よ
る

評
価

（２
１

点
満

点
平

均
得

点
％

換
算

）

70
.0

%

（
２

）
（
３

）
教

科
等

部
会

別
研

修
会

の
実

施

学
校

政
策

推
進

課

市
内

全
教

職
員

が
所

属
し

、
そ

れ
ぞ

れ
が

担
当

す
る

教
科

等
の

専
門

性
の

向
上

や
最

新
の

教
育

情
勢

に
つ

い
て

の
研

修
、

学
校

間
の

情
報

交
換

等
を

行
う

教
科

等
部

会
別

研
修

会
を

年
２

回
以

上
実

施
し

た
。

部
会

別
に

授
業

公
開

・授
業

研
究

会
や

現
地

研
修

、
講

師
を

招
聘

し
て

の
研

修
、

研
究

大
会

に
向

け
て

の
事

前
打

ち
合

わ
せ

等
が

行
わ

れ
、

各
所

属
員

が
そ

れ
ぞ

れ
の

研
修

で
学

ん
だ

こ
と

を
、

各
学

校
に

持
ち

帰
り

実
践

さ
れ

た
。

教
材

共
有

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
「た

び
丸

ね
っ

と
」

（※
１

）に
成

果
物

を
掲

載
し

た
教

科
等

部
会

別
研

修
会

の
割

合

10
0.

0%

具
体

施
策

（１
）教

育
研

究
奨

励
事

業
を

通
し

て
教

職
員

の
自

発
的

な
研

究
活

動
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

（２
）教

科
等

部
会

別
研

修
会

に
よ

る
教

科
や

各
種

教
育

ご
と

の
研

究
活

動
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（３
）研

修
内

容
や

開
催

期
日

等
を

工
夫

し
、

教
育

研
究

所
の

研
究

活
動

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

教
職

員
の

指
導

力
の

向
上

施
策

教
職

員
の

教
育

研
究

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

教
職

員
研

究
活

動
の

推
進
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（１
）

教
育

研
究

所

（２
）

（３
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）教
材

共
有

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
「た

び
丸

ね
っ

と
」…

市
内

の
教

職
員

が
作

成
し

た
教

材
や

指
導

案
を

収
集

し
、

検
索

、
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
し

て
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
シ

ス
テ

ム
の

こ
と

。
優

れ
た

教
材

を
活

用
す

る
こ

と
で

授
業

の
質

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

や
、

教
材

準
備

の
時

間
を

削
減

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

教
育

研
究

奨
励

事
業

研
究

成
果

の
活

用
な

ど
を

通
じ

て
、

教
員

が
意

欲
的

に
研

究
に

取
り

組
む

工
夫

な
ど

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。

研
究

成
果

を
市

内
の

教
職

員
に

広
め

る
た

め
に

、
夏

期
研

修
講

座
に

お
い

て
、

研
究

発
表

の
場

を
設

け
て

い
る

。
ま

た
、

研
究

成
果

は
、

教
育

研
究

所
が

発
行

す
る

所
報

に
全

文
を

掲
載

し
て

お
り

、
教

材
共

有
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「た
び

丸
ね

っ
と

」
に

も
掲

載
し

て
い

る
。

教
育

研
究

は
、

目
標

と
計

画
性

を
持

っ
て

日
々

の
実

践
を

行
い

、
記

録
に

ま
と

め
る

こ
と

が
、

教
員

と
し

て
の

資
質

向
上

に
つ

な
が

る
と

い
う

事
業

の
意

義
を

広
報

し
、

積
極

的
な

応
募

を
継

続
し

て
働

き
か

け
る

必
要

が
あ

る
。

研
究

結
果

は
も

と
よ

り
、

研
究

に
取

り
組

む
こ

と
自

体
に

成
長

の
機

会
が

あ
る

の
で

、
そ

の
こ

と
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

で
、

積
極

的
に

取
り

組
む

人
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

教
科

等
部

会
別

研
修

会
の

実
施

研
修

会
は

他
校

の
先

生
と

の
連

携
に

よ
り

授
業

改
善

を
図

る
大

切
な

事
業

で
あ

る
と

思
う

。
優

れ
た

取
組

に
は

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

る
制

度
に

期
待

し
た

い
。

教
材

共
有

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
「た

び
丸

ね
っ

と
」に

掲
載

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
に

つ
い

て
、

そ
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

著
作

権
と

の
関

係
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

各
校

に
注

意
喚

起
し

た
。

教
科

等
部

会
別

研
修

会
に

よ
る

研
修

の
成

果
を

、
各

学
校

で
の

授
業

改
善

等
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

優
れ

た
取

組
に

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

る
制

度
に

つ
い

て
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

せ
っ

か
く
の

研
究

成
果

で
あ

る
の

で
、

外
部

の
目

に
触

れ
、

評
価

さ
れ

る
機

会
が

あ
る

と
良

い
と

思
う

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 5
2
1

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
3
.2

3
.3

3
.4

3
.5

3
.5

実 績
3
.2

3
.4

3
.7

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
3
.0

%
1
0
8
.8

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
学

校
改

革
パ

イ
オ

ニ
ア

ス
ク

ー
ル

く
さ

つ
推

進
事

業

学
校

政
策

推
進

課

平
成

２
９

年
度

か
ら

、
新

学
習

指
導

要
領

の
実

施
を

見
据

え
た

教
育

を
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

、
主

体
的

・
対

話
的

で
深

い
学

び
に

つ
な

が
る

授
業

改
善

を
テ

ー
マ

に
、

学
校

独
自

の
特

色
あ

る
取

組
を

支
援

し
て

い
る

。
特

色
あ

る
学

校
づ

く
り

を
進

め
る

た
め

に
、

各
学

校
が

作
成

し
た

教
育

計
画

の
内

容
に

応
じ

て
予

算
配

分
を

行
っ

た
。

各
校

の
自

校
評

価
で

肯
定

的
な

回
答

の
平

均
値

（４
段

階
）

3.
5

目
標

学
校

経
営

の
充

実
・
向

上
施

策
特

色
あ

る
教

育
課

程
を

編
成

し
、

実
施

し
ま

す
。

具
体

目
標

学
校

の
経

営
力

の
向

上

具
体

施
策

（１
）各

学
校

が
地

域
や

子
ど

も
の

実
態

を
踏

ま
え

、
ＩＣ

Ｔ
・
環

境
・読

書
・英

語
教

育
な

ど
特

色
の

あ
る

教
育

課
程

を
編

成
し

、
実

効
性

の
あ

る
取

組
を

推
進

し
ま

す
。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

学
校

改
革

パ
イ

オ
ニ

ア
ス

ク
ー

ル
く
さ

つ
推

進
事

業

学
校

の
裁

量
を

増
や

し
た

こ
と

で
、

更
に

各
校

特
色

あ
る

授
業

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
う

。
従

来
の

テ
ー

マ
に

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

の
要

素
を

組
み

入
れ

た
こ

と
で

、
子

ど
も

た
ち

の
自

主
性

等
に

も
寄

与
す

る
よ

う
に

な
っ

た
の

で
、

更
な

る
充

実
を

目
指

し
て

ほ
し

い
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
、

新
学

習
指

導
要

領
の

実
施

を
見

据
え

た
教

育
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
、

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
に

つ
な

が
る

授
業

改
善

を
テ

ー
マ

に
、

学
校

独
自

の
特

色
あ

る
取

組
を

支
援

し
て

い
る

。
平

成
２

９
年

度
は

、
各

小
中

学
校

で
５

５
名

（延
べ

１
０

４
回

）の
講

師
を

招
聘

し
た

。
ま

た
、

そ
の

取
組

は
、

学
校

便
り

や
学

校
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

形
で

地
域

に
も

発
信

し
て

い
る

。

各
学

校
が

従
前

か
ら

続
け

て
い

る
取

組
を

単
に

継
続

す
る

の
で

は
な

く
、

主
体

的
・対

話
的

で
深

い
学

び
を

実
現

さ
せ

る
た

め
の

取
組

と
な

る
よ

う
留

意
し

て
い

く
。

既
に

目
標

値
を

超
え

お
り

、
一

定
の

成
果

が
見

ら
れ

る
の

で
、

学
校

の
負

担
に

な
ら

な
い

よ
う

、
事

業
の

必
要

性
を

見
直

す
べ

き
で

は
な

い
か

。
良

い
取

組
は

学
校

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

積
極

的
に

発
信

し
て

ほ
し

い
。
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2
2

ア

Ｈ
2
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Ｈ
2
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Ｈ
2
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Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
3
7
0

3
7
0

3
8
0

3
9
0

4
0
0

実 績
3
6
8

3
5
8

3
6
5

目 標 達 成 度

9
9
.5

%
9
6
.8

%
9
6
.1

%

目 標
1
9

2
0

2
0

2
0

2
0

実 績
1
9

2
0

2
0

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

（１
）

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

学
校

教
育

課

図
書

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

環
境

整
備

活
動

等
、

各
校

で
保

護
者

や
地

域
人

材
の

活
用

が
進

ん
で

い
る

。
ま

た
、

総
合

的
な

学
習

の
時

間
で

は
、

目
的

に
応

じ
た

関
係

機
関

と
の

連
携

や
学

社
融

合
（
※

１
）を

進
め

て
い

る
。

地
域

協
働

合
校

実
施

事
業

件
数

40
0件

（２
）

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

く
さ

つ
の

実
施 （「

学
校

関
係

者
評

価
の

実
施

」
か

ら
事

業
名

を
変

更
)

学
校

政
策

推
進

課

各
校

の
１

年
間

の
取

組
に

つ
い

て
、

各
校

に
お

い
て

自
己

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
学

校
関

係
者

評
価

を
実

施
し

た
。

学
校

関
係

者
評

価
を

通
じ

て
明

確
に

な
っ

た
成

果
と

課
題

を
踏

ま
え

、
次

年
度

の
学

校
経

営
の

改
善

に
つ

な
げ

た
。

な
お

、
平

成
２

８
年

度
か

ら
小

学
校

７
校

で
ス

タ
ー

ト
し

、
平

成
２

９
年

度
に

は
全

小
学

校
に

拡
大

し
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

く
さ

つ
（本

市
独

自
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

（※
２

）の
類

似
制

度
）で

は
、

学
校

関
係

者
評

価
を

含
め

た
学

校
評

価
を

実
施

し
て

い
る

。

関
係

者
評

価
の

意
見

を
受

け
て

、
次

年
度

の
学

校
経

営
に

活
か

し
て

い
る

学
校

の
数

2
0
校

具
体

施
策

（１
）保

護
者

や
地

域
の

活
力

を
学

校
教

育
に

活
か

し
、

関
係

機
関

と
の

協
力

関
係

を
深

め
る

取
組

を
充

実
し

ま
す

。

（２
）学

校
に

対
す

る
児

童
生

徒
・
保

護
者

・教
職

員
の

評
価

結
果

を
公

開
し

、
こ

れ
に

基
づ

く
外

部
評

価
を

活
か

し
た

学
校

経
営

を
行

い
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

学
校

経
営

の
充

実
・
向

上
施

策
地

域
の

活
力

を
活

か
し

た
学

校
経

営
を

行
い

ま
す

。

具
体

目
標

学
校

の
経

営
力

の
向

上
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（１
）

学
校

教
育

課

（２
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）学
社

融
合

…
学

校
教

育
と

社
会

教
育

が
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

分
担

を
前

提
と

し
た

上
で

、
そ

こ
か

ら
一

歩
進

ん
で

、
学

習
の

場
や

活
動

な
ど

両
者

の
要

素
を

部
分

的
に

重
ね

合
わ

せ
な

が
ら

、
一

体
と

な
っ

て
子

ど
も

た
ち

の
教

育
に

取
り

組
ん

で
い

こ
う

と
す

る
考

え
方

の
こ

と
。

（※
２

）コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

…
地

方
教

育
行

政
の

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

法
律

第
４

７
条

の
５

に
基

づ
く
学

校
運

営
協

議
会

制
度

の
こ

と
で

、
学

校
と

保
護

者
や

地
域

の
方

が
た

が
と

も
に

知
恵

を
出

し
合

い
、

学
校

運
営

に
意

見
を

反
映

さ
せ

る
こ

と
で

、
協

働
し

て
子

ど
も

の
豊

か
な

成
長

を
支

え
「
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
づ

く
り

」を
進

め
て

い
く
仕

組
み

の
こ

と
。

な
お

、
本

市
で

は
平

成
２

８
年

度
よ

り
、

こ
の

類
似

制
度

で
あ

る
「コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・ス

ク
ー

ル
く
さ

つ
」
を

実
施

し
て

い
る

。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

く
さ

つ
の

実
施

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

を
導

入
し

た
結

果
と

し
て

地
域

毎
の

特
色

が
反

映
さ

れ
た

成
果

が
あ

が
っ

て
く
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

そ
の

た
め

に
も

、
学

校
関

係
者

評
価

を
含

め
た

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

を
充

実
さ

せ
て

ほ
し

い
。

平
成

２
９

年
度

に
は

全
小

学
校

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・ス

ク
ー

ル
の

取
組

を
実

施
し

た
結

果
、

各
学

校
の

特
色

を
生

か
し

て
児

童
の

豊
か

な
学

び
に

資
す

る
実

践
が

行
わ

れ
、

地
域

、
学

校
が

誇
れ

る
学

校
づ

く
り

の
土

台
が

構
築

さ
れ

つ
つ

あ
る

。
平

成
３

０
年

度
に

は
中

学
校

を
含

む
す

べ
て

の
小

中
学

校
で

、
法

律
に

基
づ

く
恒

久
制

度
で

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

を
実

施
し

て
い

る
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・ス
ク

ー
ル

の
仕

組
み

や
役

割
等

を
広

く
周

知
し

、
学

校
・保

護
者

・地
域

住
民

の
協

働
に

よ
っ

て
、

学
校

運
営

を
さ

ら
に

充
実

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

今
後

更
に

重
要

に
な

る
シ

ス
テ

ム
な

の
で

、
国

や
県

の
予

算
の

確
保

も
含

め
て

充
実

を
図

っ
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

保
護

者
や

地
域

と
の

連
携

地
域

協
働

合
校

は
総

合
的

学
習

に
と

っ
て

有
益

だ
と

思
う

。
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
や

退
職

し
た

団
塊

の
世

代
の

方
へ

の
呼

び
か

け
を

行
っ

て
み

て
は

ど
う

か
。

地
域

協
働

合
校

を
は

じ
め

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・ス

ク
ー

ル
を

活
用

し
て

、
地

域
人

材
の

活
用

や
地

域
と

連
携

を
図

っ
た

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

、
各

学
校

の
創

意
工

夫
の

あ
る

教
育

活
動

に
お

い
て

、
今

後
も

引
き

続
き

、
地

域
人

材
の

活
用

、
地

域
と

連
携

を
図

っ
た

取
組

を
推

進
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

地
域

に
よ

っ
て

関
わ

り
方

に
は

ば
ら

つ
き

が
あ

る
と

思
う

の
で

、
う

ま
く
連

携
で

き
る

よ
う

配
慮

を
お

願
い

し
た

い
。
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9
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9
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9
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9
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実 績
8
9
.5

9
0
.0

9
2
.8

目 標 達 成 度

9
9
.4

%
1
0
0
.0

%
1
0
3
.1

%

目 標
4
.3

4
.3

4
.4

4
.4

4
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実 績
4
.2

4
.0

4
.2

目 標 達 成 度

9
7
.7

%
9
3
.0

%
9
5
.5

%

（
２

）
英

語
力

向
上

事
業

学
校

教
育

課

小
学

校
外

国
語

活
動

の
指

導
助

手
と

し
て

、
９

人
の

Ｊ
Ｔ

Ｅ
（日

本
人

英
語

指
導

助
手

）（
う

ち
５

人
が

２
校

兼
務

）を
、

小
学

校
外

国
語

活
動

お
よ

び
中

学
校

英
語

科
の

指
導

助
手

と
し

て
３

人
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外

国
人

英
語

指
導

助
手

）（
１

人
が

６
～

７
校

を
巡

回
）を

配
置

し
た

。
小

中
学

校
の

教
員

と
協

働
し

て
授

業
を

行
い

、
指

導
体

制
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

英
語

指
導

助
手

の
配

置
に

よ
る

学
習

効
果

・学
校

長
に

よ
る

５
段

階
評

価
の

平
均

4.
5

（
１

）
（
３

）

小
中

連
携

加
配

教
員

（※
３

）
配

置
事

業 （「
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

加
配

教
員

配
置

事
業

」か
ら

事
業

名
を

変
更

）

学
校

教
育

課

学
校

で
の

特
別

支
援

教
育

の
推

進
お

よ
び

教
育

目
標

に
応

じ
た

活
動

の
推

進
を

担
当

す
る

教
員

の
授

業
軽

減
を

図
る

た
め

、
「小

中
連

携
加

配
教

員
」を

配
置

し
、

各
校

の
課

題
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

指
導

体
制

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

中
学

校
区

別
の

グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
連

絡
会

を
定

期
的

に
開

催
し

、
小

中
学

校
の

教
員

が
児

童
生

徒
の

情
報

を
共

有
し

、
協

働
し

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

問
題

事
案

解
消

度
（事

案
解

決
ま

た
は

解
決

に
つ

な
が

る
取

組
が

で
き

た
事

案
数

／
連

絡
会

で
取

り
上

げ
た

総
事

案
数

）

80
.0

%

（
１

）
（
３

）

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（※
４

）配
置

事
業

（「
学

校
す

こ
や

か
サ

ポ
ー

ト
支

援
員

配
置

事
業

」
か

ら
事

業
名

を
変

更
）

学
校

教
育

課

小
中

学
校

１
年

生
や

特
別

支
援

の
必

要
な

児
童

生
徒

を
対

象
に

、
生

活
お

よ
び

学
習

の
支

援
を

担
う

支
援

員
と

し
て

、
「教

室
ア

シ
ス

タ
ン

ト
」を

配
置

し
た

。
児

童
生

徒
へ

の
適

切
で

き
め

細
か

な
対

応
と

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
配

慮
が

で
き

る
指

導
体

制
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

「
配

慮
（
支

援
）
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

学
習

理
解

が
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

担
任

が
そ

の
後

の
指

導
に

活
か

せ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
」
回

答
率

（
教

室
ア

シ
ス

タ
ン

ト
活

用
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

90
.0

%

具
体

施
策

（１
）学

校
不

適
応

や
不

登
校

、
小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

（
※

１
）
や

中
１

ギ
ャ

ッ
プ

（※
２

）等
、

今
日

的
な

教
育

課
題

に
対

応
す

る
教

員
等

の
加

配
に

努
め

、
学

校
と

し
て

の
指

導
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（２
）外

国
語

活
動

、
英

語
、

理
科

等
の

授
業

に
お

け
る

指
導

の
充

実
を

図
る

た
め

、
指

導
助

手
等

の
配

置
や

研
修

会
の

実
施

に
努

め
ま

す
。

（３
）多

様
な

ニ
ー

ズ
を

意
識

し
た

特
別

支
援

教
育

や
組

織
的

な
生

徒
指

導
を

強
力

に
推

進
す

る
た

め
の

教
員

の
加

配
等

に
よ

り
、

学
校

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

学
校

経
営

の
充

実
・
向

上
施

策
教

職
員

の
指

導
体

制
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

具
体

目
標

教
職

員
体

制
の

充
実

-58-



Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
2
0
.0

2
1
.0

2
2
.0

2
3
.0

2
4
.0

実 績
1
9
.0

3
6
.7

5
2
.6

目 標 達 成 度

9
5
.0

%
1
7
4
.8

%
2
3
9
.1

%

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
３

）
中

学
校

生
徒

指
導

主
事

活
動

推
進

事
業

学
校

教
育

課

中
学

校
に

お
い

て
、

特
別

な
指

導
・
支

援
を

要
す

る
生

徒
へ

の
指

導
体

制
の

充
実

を
図

る
た

め
、

生
徒

指
導

担
当

加
配

を
配

置
し

た
。

生
徒

指
導

担
当

の
授

業
時

数
を

軽
減

す
る

こ
と

で
、

生
徒

へ
の

支
援

や
指

導
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

い
じ

め
を

含
む

問
題

行
動

等
の

発
生

件
数

の
減

少
率

（平
成

２
６

年
度

８
８

６
件

を
基

準
と

す
る

）

24
.0

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値
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（１
）

（３
）

学
校

教
育

課

（１
）

（３
）

学
校

教
育

課

（２
）

学
校

教
育

課
英

語
力

向
上

事
業

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
に

関
し

て
は

予
算

が
伴

う
部

分
で

あ
る

が
、

英
語

教
育

へ
の

関
心

が
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
各

学
校

の
意

見
を

聞
き

な
が

ら
充

実
し

て
ほ

し
い

。

平
成

２
８

年
度

よ
り

小
学

校
に

導
入

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
授

業
に

つ
い

て
は

、
モ

デ
ル

校
３

校
か

ら
平

成
２

９
年

度
は

７
校

に
拡

大
し

て
実

施
し

た
。

授
業

後
の

児
童

・教
員

対
象

の
調

査
結

果
に

よ
り

効
果

を
検

証
す

る
こ

と
が

で
き

、
平

成
３

０
年

度
に

は
新

規
３

校
を

含
む

小
学

校
７

校
で

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
平

成
２

９
年

度
よ

り
外

国
人

指
導

助
手

（Ａ
Ｌ

Ｔ
）の

小
学

校
へ

の
巡

回
訪

問
を

開
始

し
、

授
業

後
の

児
童

・教
員

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
授

業
満

足
度

が
高

か
っ

た
。

授
業

に
お

け
る

外
国

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
充

実
を

図
る

た
め

、
平

成
３

０
年

度
に

お
い

て
も

巡
回

訪
問

を
継

続
す

る
。

小
学

校
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

や
Ａ

Ｌ
Ｔ

巡
回

配
置

に
つ

い
て

、
今

年
度

の
授

業
実

践
の

成
果

や
課

題
を

十
分

検
証

し
、

来
年

度
以

降
の

指
導

体
制

の
充

実
に

向
け

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

教
育

委
員

会
の

サ
ポ

ー
ト

な
し

で
は

う
ま

く
い

か
な

い
事

業
な

の
で

、
今

後
も

支
援

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

小
中

連
携

加
配

教
員

配
置

事
業

負
担

軽
減

の
た

め
の

手
厚

い
支

援
が

草
津

の
強

み
だ

と
思

う
の

で
継

続
し

て
ほ

し
い

。
こ

れ
ら

の
支

援
が

、
児

童
生

徒
が

落
ち

着
い

て
学

べ
る

環
境

形
成

に
つ

な
が

る
と

思
う

。

学
校

の
指

導
体

制
充

実
の

た
め

、
加

配
教

員
を

配
置

し
て

い
る

。
グ

レ
ー

ド
ア

ッ
プ

連
絡

会
で

は
、

小
中

の
連

携
を

図
る

た
め

、
授

業
参

観
や

ケ
ー

ス
検

討
会

を
行

っ
て

い
る

。

加
配

教
員

の
配

置
が

学
校

の
指

導
体

制
の

強
化

に
重

要
な

役
割

を
果

し
て

い
る

た
め

、
今

後
、

よ
り

質
の

高
い

教
員

（人
材

）の
確

保
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

教
員

免
許

を
持

っ
た

人
材

を
確

保
す

る
の

は
難

し
い

部
分

も
あ

る
と

思
う

が
、

学
校

に
と

っ
て

は
な

く
て

は
な

ら
な

い
存

在
な

の
で

、
充

足
に

努
め

て
ほ

し
い

。

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

配
置

事
業

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

総
合

的
に

検
討

し
た

上
で

継
続

し
た

任
用

、
配

置
を

進
め

た
。

一
人

ひ
と

り
の

経
験

を
積

み
上

げ
る

と
と

も
に

、
発

達
障

害
へ

の
理

解
を

深
め

る
な

ど
、

特
別

支
援

教
育

の
具

体
的

な
支

援
の

方
法

等
の

研
修

会
を

行
い

、
支

援
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

ま
た

、
今

年
度

か
ら

支
援

員
が

教
員

の
事

務
業

務
を

補
助

で
き

る
よ

う
に

し
た

こ
と

で
、

教
員

の
負

担
軽

減
に

も
つ

な
が

っ
た

。

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

と
も

に
、

支
援

員
と

教
職

員
が

共
通

理
解

の
も

と
同

一
の

方
向

性
で

関
わ

る
た

め
に

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
教

職
員

と
の

話
し

合
い

の
時

間
を

確
保

す
る

工
夫

を
各

校
で

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

い
ろ

い
ろ

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

た
ち

が
い

る
の

で
、

担
任

と
の

連
携

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

毎
日

の
勤

務
時

間
が

十
分

で
あ

る
よ

う
配

慮
し

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見
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（３
）

学
校

教
育

課

中
学

校
生

徒
指

導
主

事
活

動
推

進
事

業

生
徒

指
導

に
お

い
て

日
々

の
取

組
が

重
要

と
な

っ
て

く
る

の
で

、
生

徒
指

導
主

事
に

関
し

て
は

な
く
て

は
な

ら
な

い
加

配
で

あ
る

と
思

う
。

今
後

も
、

落
ち

着
い

た
学

校
環

境
の

維
持

の
た

め
に

も
大

事
に

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

中
学

校
で

は
、

生
徒

指
導

主
事

を
中

心
に

生
徒

指
導

上
の

諸
問

題
に

つ
い

て
、

組
織

的
な

対
応

を
行

い
早

期
解

決
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
市

内
の

中
学

校
間

や
関

係
機

関
と

の
連

携
も

図
り

な
が

ら
、

更
な

る
生

徒
指

導
力

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

生
徒

指
導

主
事

が
身

に
つ

け
た

生
徒

指
導

に
関

す
る

ス
キ

ル
を

、
校

内
の

ケ
ー

ス
会

議
や

研
修

な
ど

を
通

し
て

他
の

教
員

に
広

げ
、

共
有

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
小

学
校

へ
も

小
中

連
携

等
を

通
し

て
広

げ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

教
員

免
許

を
持

っ
た

人
材

を
確

保
す

る
の

は
難

し
い

部
分

も
あ

る
と

思
う

が
、

学
校

に
と

っ
て

は
な

く
て

は
な

ら
な

い
存

在
な

の
で

、
充

足
に

努
め

て
ほ

し
い

。

注
釈

（※
１

）小
１

プ
ロ

ブ
レ

ム
…

就
学

前
教

育
か

ら
義

務
教

育
へ

の
移

行
期

に
、

子
ど

も
ら

が
初

め
て

の
小

学
校

生
活

に
不

慣
れ

で
、

決
め

ら
れ

た
時

間
の

学
習

に
落

ち
着

い
て

臨
ん

だ
り

、
集

団
生

活
に

適
応

し
た

り
す

る
の

が
困

難
な

状
況

の
こ

と
。

（※
２

）中
１

ギ
ャ

ッ
プ

…
小

学
校

か
ら

中
学

校
に

進
学

し
た

際
、

人
間

関
係

の
変

化
や

心
身

の
発

達
(思

春
期

)な
ど

に
よ

り
、

新
し

い
環

境
に

な
じ

め
ず

、
不

登
校

や
い

じ
め

の
増

加
な

ど
の

問
題

が
生

じ
る

現
象

の
こ

と
。

（※
３

）小
中

連
携

加
配

教
員

・・
・特

別
支

援
教

育
、

小
中

連
携

、
生

徒
指

導
お

よ
び

不
登

校
・不

適
応

支
援

対
応

の
推

進
等

に
つ

い
て

、
学

校
独

自
の

教
育

目
標

の
実

現
と

必
要

な
学

校
教

育
の

質
の

向
上

（グ
レ

ー
ド

ア
ッ

プ
）
を

図
る

た
め

に
配

置
す

る
教

職
員

の
こ

と
。

（※
４

）教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

・・
・特

別
支

援
教

育
を

さ
ら

に
推

進
す

る
体

制
づ

く
り

の
一

環
と

し
て

、
個

別
に

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

に
対

し
て

、
一

人
ひ

と
り

の
学

び
に

応
じ

た
適

切
な

支
援

を
図

る
た

め
に

全
小

中
学

校
に

配
置

し
て

い
る

職
員

の
こ

と
。

（※
５

）特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

…
幼

児
・児

童
・生

徒
の

障
害

に
対

す
る

教
職

員
の

理
解

を
深

め
、

一
人

ひ
と

り
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
教

育
を

実
施

す
る

た
め

に
、

各
校

・幼
稚

園
・保

育
所

・認
定

こ
ど

も
園

内
で

中
心

と
な

っ
て

研
修

の
企

画
・運

営
や

外
部

関
係

機
関

と
の

連
絡

調
整

、
教

育
相

談
の

窓
口

と
な

る
者

の
こ

と
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見
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2 5
2
4

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
9
.5

9
0
.0

9
2
.8

目 標 達 成 度

9
9
.4

%
1
0
0
.0

%
1
0
3
.1

%

目 標
2
4

2
4

2
4

2
4

2
4

実 績
2
3
.6

2
3
.8

2
6
.3

目 標 達 成 度

9
8
.3

%
9
9
.2

%
1
0
9
.6

%

目 標
9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

9
5
.0

実 績
9
5
.0

9
7
.0

9
0
.0

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
2
.1

%
9
4
.7

%

（
２

）
学

校
司

書
の

配
置

【再
掲

（施
策

１
５

）】

学
校

政
策

推
進

課

学
校

に
お

け
る

児
童

生
徒

の
読

書
活

動
の

充
実

を
図

る
た

め
に

、
民

間
委

託
に

よ
る

学
校

司
書

を
市

内
全

小
中

学
校

に
週

１
日

５
．

７
５

時
間

、
年

間
６

０
日

配
置

し
た

。

児
童

生
徒

１
人

当
た

り
の

年
間

貸
出

冊
数

24
冊

（
３

）
学

校
問

題
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

の
設

置
学

校
教

育
課

教
育

問
題

に
対

す
る

学
校

へ
の

支
援

を
目

的
と

し
た

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
体

制
を

つ
く

り
、

学
校

だ
け

で
は

対
応

し
き

れ
な

い
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

、
弁

護
士

、
社

会
福

祉
士

を
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
と

し
た

サ
ポ

ー
ト

会
議

を
開

催
し

た
。

こ
れ

ま
で

の
解

決
事

例
等

を
参

考
に

、
早

期
対

応
、

組
織

対
応

の
意

識
が

学
校

に
浸

透
し

て
き

て
い

る
こ

と
に

加
え

、
専

門
性

に
裏

づ
け

ら
れ

た
的

確
な

助
言

に
よ

り
、

多
く
の

ケ
ー

ス
で

収
束

、
状

況
改

善
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

収
束

・状
況

改
善

率
95

.0
%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
教

室
ア

シ
ス

タ
ン

ト
配

置
事

業
【再

掲
（施

策
２

３
）】

学
校

教
育

課

小
中

学
校

１
年

生
や

特
別

支
援

の
必

要
な

児
童

生
徒

に
つ

い
て

、
生

活
お

よ
び

学
習

の
支

援
を

担
う

支
援

員
と

し
て

、
「教

室
ア

シ
ス

タ
ン

ト
」を

配
置

し
た

。
児

童
生

徒
へ

の
適

切
で

き
め

細
か

な
対

応
と

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
配

慮
が

で
き

る
指

導
体

制
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

「
配

慮
（
支

援
）
が

必
要

な
児

童
生

徒
の

学
習

理
解

が
把

握
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

担
任

が
そ

の
後

の
指

導
に

活
か

せ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
」
回

答
率

（
教

室
ア

シ
ス

タ
ン

ト
活

用
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

）

90
.0

%

目
標

学
校

経
営

の
充

実
・
向

上
施

策
学

校
教

育
を

支
援

す
る

体
制

づ
く
り

に
努

め
ま

す
。

具
体

目
標

学
校

支
援

体
制

の
充

実

具
体

施
策

（１
）特

別
支

援
教

育
や

教
育

相
談

の
運

営
を

補
助

す
る

た
め

の
支

援
員

の
配

置
に

努
め

ま
す

。

（２
）学

校
図

書
館

に
司

書
教

諭
等

と
協

力
し

支
援

を
行

う
学

校
司

書
の

配
置

に
努

め
ま

す
。

（３
）様

々
な

教
育

問
題

に
対

し
て

教
員

を
支

援
す

る
学

校
問

題
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

会
議

（※
１

）の
充

実
に

努
め

ま
す

。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

-62-



（１
）

学
校

教
育

課

（２
）

学
校

政
策

推
進

課

（３
）

学
校

教
育

課

注
釈

（※
１

）学
校

問
題

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
会

議
…

学
校

で
発

生
す

る
諸

問
題

の
う

ち
、

法
的

な
解

釈
を

要
す

る
も

の
や

専
門

的
助

言
を

要
す

る
案

件
の

解
決

に
向

け
て

、
弁

護
士

、
社

会
福

祉
士

を
招

い
て

行
う

会
議

の
こ

と
。

（※
２

）ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
…

近
年

、
学

校
、

家
庭

等
の

子
ど

も
た

ち
を

取
り

巻
く
環

境
に

よ
り

、
不

登
校

を
は

じ
め

と
す

る
子

ど
も

た
ち

の
学

校
不

適
応

が
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
調

整
・改

善
の

た
め

社
会

福
祉

学
を

基
盤

に
精

神
医

学
の

知
識

や
心

理
学

等
の

幅
広

い
知

識
を

あ
わ

せ
持

っ
た

社
会

福
祉

士
や

、
精

神
保

健
福

祉
士

等
を

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
と

し
て

不
登

校
課

題
の

大
き

い
小

学
校

に
配

置
し

て
い

る
。

学
校

司
書

の
配

置
【再

掲
（施

策
１

５
）】

子
ど

も
の

読
書

に
対

す
る

意
欲

を
高

め
る

取
組

は
高

く
評

価
す

る
。

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
も

効
果

的
な

取
組

で
あ

る
と

思
う

の
で

継
続

し
て

ほ
し

い
。

「く
さ

つ
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

２
０

１
７

」で
は

、
市

内
全

小
中

学
校

の
代

表
者

５
９

名
が

出
場

し
た

（前
年

度
よ

り
４

名
増

加
）。

こ
の

ほ
か

、
各

学
校

の
図

書
館

教
育

年
間

指
導

計
画

で
学

級
や

学
年

、
学

校
単

位
で

ビ
ブ

リ
オ

バ
ト

ル
を

取
り

入
れ

る
授

業
が

増
え

て
き

た
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
、

学
校

司
書

の
配

置
日

数
を

年
間

４
５

日
か

ら
６

０
日

に
拡

充
し

た
こ

と
で

、
す

べ
て

の
学

校
で

学
校

図
書

館
の

毎
日

開
館

を
実

現
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

図
書

館
の

読
書

セ
ン

タ
ー

機
能

は
ど

の
学

校
で

も
定

着
し

て
き

た
。

今
後

は
、

学
習

・情
報

セ
ン

タ
ー

機
能

の
充

実
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

学
校

現
場

の
負

担
軽

減
に

も
つ

な
が

る
の

で
、

司
書

教
諭

は
非

常
に

重
要

な
存

在
で

あ
る

。
ま

た
、

子
ど

も
の

居
場

所
作

り
に

も
な

る
の

で
、

今
後

も
取

組
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

学
校

問
題

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
の

設
置

学
校

問
題

サ
ポ

ー
ト

チ
ー

ム
が

あ
る

こ
と

で
、

教
員

が
安

心
し

て
色

々
な

こ
と

に
挑

戦
す

る
き

っ
か

け
に

な
っ

て
い

る
と

思
う

。
教

員
が

一
人

で
問

題
を

抱
え

こ
み

孤
立

す
る

こ
と

な
い

よ
う

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。

学
校

へ
の

積
極

的
な

利
用

の
呼

び
か

け
や

対
応

方
法

を
参

考
に

し
て

も
ら

う
た

め
の

事
例

紹
介

に
つ

い
て

は
、

継
続

し
て

実
施

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
事

案
が

起
き

た
後

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
の

サ
ポ

ー
ト

だ
け

で
は

な
く
、

未
然

防
止

の
観

点
を

取
り

入
れ

て
い

る
。

児
童

生
徒

を
取

り
巻

く
状

況
が

複
雑

化
し

て
お

り
、

継
続

し
た

対
応

が
必

要
な

事
案

が
増

え
て

い
る

こ
と

に
加

え
、

定
例

開
催

の
相

談
で

は
対

応
し

き
れ

な
い

早
期

対
応

が
必

要
な

事
案

に
対

し
て

、
臨

機
応

変
に

相
談

で
き

る
体

制
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

。

未
然

防
止

の
観

点
を

取
り

入
れ

て
い

る
こ

と
は

大
切

だ
と

思
う

。
先

進
市

の
事

例
も

参
考

に
し

な
が

ら
、

弁
護

士
と

の
連

携
等

も
含

め
て

、
今

後
も

丁
寧

に
対

応
し

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

配
置

事
業

【再
掲

（施
策

２
３

）】

負
担

軽
減

の
た

め
の

手
厚

い
支

援
が

草
津

の
強

み
だ

と
思

う
の

で
継

続
し

て
ほ

し
い

。
こ

れ
ら

の
支

援
が

、
児

童
生

徒
が

落
ち

着
い

て
学

べ
る

環
境

形
成

に
つ

な
が

る
と

思
う

。

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

総
合

的
に

検
討

し
た

上
で

継
続

し
た

任
用

、
配

置
を

進
め

た
。

一
人

ひ
と

り
の

経
験

を
積

み
上

げ
る

と
と

も
に

、
発

達
障

害
へ

の
理

解
を

深
め

る
な

ど
、

特
別

支
援

教
育

の
具

体
的

な
支

援
の

方
法

等
の

研
修

会
を

行
い

、
支

援
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

た
。

ま
た

、
今

年
度

か
ら

支
援

員
が

教
員

の
事

務
業

務
を

補
助

で
き

る
よ

う
に

し
た

こ
と

で
、

教
員

の
負

担
軽

減
に

も
つ

な
が

っ
た

。

教
室

ア
シ

ス
タ

ン
ト

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
と

と
も

に
、

支
援

員
と

教
職

員
が

共
通

理
解

の
も

と
同

一
の

方
向

性
で

関
わ

る
た

め
に

連
携

を
密

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
教

職
員

と
の

話
し

合
い

の
時

間
を

確
保

す
る

工
夫

を
各

校
で

行
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

い
ろ

い
ろ

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

た
ち

が
い

る
の

で
、

担
任

と
の

連
携

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

毎
日

の
勤

務
時

間
が

十
分

で
あ

る
よ

う
配

慮
し

て
ほ

し
い

。
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2 5
2
5

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
,2

0
0

1
,2

5
0

1
,3

0
0

1
,3

5
0

1
,4

0
0

実 績
1
,2

5
7

6
3
4

6
9
9

目 標 達 成 度

1
0
4
.8

%
5
0
.7

%
5
3
.8

%

（
１

）

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
学

校
支

援
の

推
進

（地
域

協
働

合
校

推
進

事
業

）

生
涯

学
習

課

地
域

の
伝

統
文

化
継

承
、

地
域

の
歴

史
や

郷
土

料
理

を
学

ぶ
等

、
自

分
の

地
域

を
誇

る
こ

と
に

つ
な

が
る

事
業

を
行

っ
た

り
、

自
分

が
住

む
地

域
の

自
然

で
の

生
き

物
観

察
、

そ
ろ

ば
ん

や
書

道
等

、
専

門
的

な
学

び
も

行
っ

た
り

し
た

。
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（※

１
）を

中
心

に
、

学
校

で
の

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
登

録
制

に
し

た
り

、
活

動
内

容
を

地
域

に
広

く
案

内
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

活
動

に
参

加
し

、
今

ま
で

培
っ

た
経

験
や

技
能

を
発

揮
さ

れ
た

り
、

学
習

の
サ

ポ
ー

ト
を

さ
れ

た
り

し
た

。
事

業
数

と
内

容
に

つ
い

て
は

、
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

精
選

・改
善

を
行

い
、

よ
り

学
校

支
援

の
充

実
を

図
る

う
え

で
適

切
な

事
業

数
と

な
っ

て
き

て
お

り
、

今
年

度
も

昨
年

度
と

同
程

度
の

実
施

回
数

と
な

っ
た

が
、

個
別

の
事

業
ご

と
に

見
る

と
仲

間
を

連
れ

て
何

度
も

参
加

さ
れ

る
な

ど
、

少
し

ず
つ

で
は

あ
る

が
増

え
て

き
て

お
り

、
学

校
支

援
体

制
の

充
実

が
図

ら
れ

て
い

る
。

学
校

支
援

参
加

者
平

均
延

べ
人

数

1,
40

0人
/

校

具
体

施
策

（１
）地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
学

校
支

援
の

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

学
校

経
営

の
充

実
・
向

上
施

策
地

域
に

よ
る

学
校

支
援

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

具
体

目
標

学
校

支
援

体
制

の
充

実
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（１
）

生
涯

学
習

課

注
釈

（※
１

）地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

…
子

ど
も

た
ち

が
様

々
な

人
と

の
交

流
を

通
し

た
学

習
活

動
を

行
う

機
会

と
、

地
域

の
大

人
の

「自
ら

の
生

き
が

い
を

見
つ

け
た

い
」「

ま
ち

づ
く
り

、
人

づ
く
り

の
た

め
に

貢
献

し
た

い
」と

い
う

思
い

を
結

び
つ

け
、

子
ど

も
た

ち
に

と
っ

て
、

よ
り

良
い

教
育

環
境

を
創

り
出

す
、

学
校

と
地

域
の

パ
イ

プ
役

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
学

校
支

援
の

推
進

（地
域

協
働

合
校

推
進

事
業

）

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

躍
に

よ
っ

て
地

域
と

の
連

携
が

充
実

し
た

も
の

に
な

っ
て

い
る

。
今

後
も

こ
の

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
学

校
と

地
域

が
よ

り
密

接
し

た
関

わ
り

を
目

指
し

て
ほ

し
い

。

全
小

学
校

に
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

か
ら

３
年

が
経

ち
、

学
校

で
は

地
域

協
働

合
校

の
取

組
が

形
と

な
っ

て
き

た
。

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
中

心
に

、
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

増
や

す
た

め
に

、
取

組
の

様
子

を
チ

ラ
シ

に
し

て
、

回
覧

板
に

入
れ

て
い

た
だ

い
た

り
、

子
ど

も
た

ち
や

訪
れ

た
方

に
見

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
校

内
の

掲
示

板
に

活
動

の
様

子
を

掲
示

し
た

り
す

る
な

ど
、

工
夫

を
行

っ
た

。
ま

た
、

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
登

録
制

に
し

て
、

同
じ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
続

け
て

参
加

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

均
等

に
声

掛
け

を
い

た
だ

く
仕

組
み

を
取

り
入

れ
た

。

小
学

校
で

は
外

国
語

学
習

が
入

り
、

年
間

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
精

選
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

域
協

働
合

校
事

業
に

つ
い

て
も

、
よ

り
授

業
に

有
効

な
活

動
へ

と
改

善
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
固

定
化

や
高

齢
化

が
課

題
で

あ
る

た
め

、
子

育
て

や
日

中
勤

務
さ

れ
て

い
る

方
も

、
都

合
が

合
い

、
興

味
の

あ
る

内
容

、
得

意
分

野
で

あ
れ

ば
、

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

更
に

声
を

か
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

支
援

を
し

た
い

が
や

り
方

、
関

わ
り

方
が

わ
か

ら
な

い
地

域
の

か
た

も
い

る
と

思
う

の
で

、
引

き
続

き
発

信
を

お
願

い
し

た
い

。
学

校
と

地
域

が
上

手
く
マ

ッ
チ

ン
グ

で
き

る
よ

う
、

教
育

委
員

会
の

サ
ポ

ー
ト

を
お

願
い

し
た

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 6
2
6

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
0
.0

2
5
.0

4
0
.0

5
5
.0

7
0
.0

実 績
1
0
.0

1
0
.0

4
0
.0

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
4
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目 標
6
0

6
3

6
6

6
9

7
2

実 績
6
0

6
3

6
6

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

（
２

）
環

境
に

や
さ

し
い

学
校

施
設

の
整

備
教

育
総

務
課

新
た

な
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

設
置

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
設

置
済

み
の

学
校

に
つ

い
て

は
、

環
境

教
育

の
教

材
と

し
て

の
利

用
や

売
電

を
行

っ
た

。
ま

た
、

校
庭

の
芝

生
化

に
つ

い
て

は
、

維
持

管
理

に
つ

い
て

地
域

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
新

た
な

実
施

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
一

方
、

大
規

模
改

造
工

事
等

に
お

い
て

照
明

器
具

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

を
進

め
、

環
境

に
や

さ
し

い
学

校
施

設
の

整
備

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

環
境

に
や

さ
し

い
施

設
の

整
備

に
取

り
組

ん
だ

棟
数

（全
体

棟
数

１
１

７
）

72
棟

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
非

構
造

部
材

の
耐

震
化

お
よ

び
大

規
模

改
造

の
実

施

教
育

総
務

課

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
工

事
を

実
施

し
、

安
全

な
学

習
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

平
成

３
０

年
度

に
工

事
を

実
施

す
る

予
定

の
学

校
に

つ
い

て
、

調
査

点
検

・実
施

設
計

業
務

を
実

施
し

た
。

平
成

２
９

年
度

工
事

実
施

校
　

　
　

　
【
小

学
校

】渋
川

、
玉

川
、

草
津

第
二

、
南

笠
東

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
【
中

学
校

】
草

津
、

玉
川

平
成

２
９

年
度

実
施

設
計

実
施

校
　

【
小

学
校

】老
上

、
笠

縫
東

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 【

中
学

校
】
新

堂

ま
た

、
大

規
模

改
造

工
事

を
実

施
し

、
教

育
環

境
の

改
善

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

平
成

２
９

年
度

工
事

実
施

校
　

　
　

　
【
小

学
校

】志
津

南
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 【
中

学
校

】
松

原
、

老
上

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
実

施
校

率
（累

計
）

70
.0

%

目
標

教
育

環
境

の
充

実
施

策
学

校
等

の
施

設
・設

備
の

整
備

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

学
校

施
設

の
整

備

具
体

施
策

（１
）子

ど
も

の
安

全
な

学
習

環
境

の
確

保
と

教
育

環
境

の
改

善
の

た
め

に
、

学
校

施
設

の
非

構
造

部
材

（※
１

）の
耐

震
化

、
ま

た
、

市
有

建
築

物
中

長
期

保
全

計
画

に
基

づ
く
、

大
規

模
改

造
の

実
施

お
よ

び
老

朽
校

舎
の

改
築

や
長

寿
命

化
を

進
め

ま
す

。
（２

）太
陽

光
パ

ネ
ル

の
設

置
や

校
舎

の
大

規
模

改
造

等
に

お
い

て
の

高
効

率
の

照
明

器
具

の
設

置
な

ど
、

環
境

に
や

さ
し

い
学

校
施

設
の

整
備

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

校
庭

の
芝

生
化

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
協

力
を

得
な

が
ら

進
め

ま
す

。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

教
育

総
務

課

（２
）

教
育

総
務

課

注
釈

（※
１

）非
構

造
部

材
･･

･柱
、

梁
、

床
な

ど
の

構
造

体
で

は
な

く
、

天
井

材
や

外
壁

（外
装

材
）、

窓
ガ

ラ
ス

な
ど

構
造

体
と

区
分

さ
れ

た
部

材
で

、
広

い
意

味
で

は
設

備
機

器
や

家
具

等
を

含
め

る
こ

と
が

あ
る

。
（※

２
）デ

マ
ン

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
シ

ス
テ

ム
・・

・基
本

料
金

や
電

気
使

用
量

の
削

減
を

目
的

に
、

受
電

電
力

を
常

時
監

視
し

、
設

定
さ

れ
た

値
を

超
え

な
い

よ
う

に
、

警
告

や
自

動
制

御
を

行
う

装
置

の
こ

と
。

（※
３

）学
校

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
・・

・文
部

科
学

省
に

お
い

て
は

、
今

後
学

校
施

設
の

老
朽

化
対

策
と

し
て

、
建

替
え

よ
り

安
価

で
長

期
間

の
使

用
が

可
能

と
な

る
「長

寿
命

化
改

修
」（

建
物

の
骨

格
を

残
し

て
改

装
を

行
い

耐
用

年
数

を
延

長
さ

せ
る

工
法

）を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
平

成
３

２
年

度
を

目
途

に
「学

校
施

設
の

長
寿

命
化

計
画

」を
策

定
す

る
よ

う
各

自
治

体
に

要
請

し
て

い
る

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
お

よ
び

大
規

模
改

造
の

実
施

ト
イ

レ
の

洋
式

化
の

実
施

を
要

望
す

る
が

、
災

害
時

を
想

定
す

る
と

和
式

ト
イ

レ
の

使
用

に
慣

れ
て

お
く
必

要
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

計
画

的
に

進
め

て
ほ

し
い

。

今
後

も
計

画
的

に
校

舎
の

非
構

造
部

材
の

耐
震

化
お

よ
び

大
規

模
改

造
工

事
を

進
め

、
安

全
・安

心
な

学
習

環
境

の
保

持
に

努
め

て
い

く
。

ま
た

、
老

朽
化

に
伴

う
学

校
の

ト
イ

レ
改

修
に

つ
い

て
は

、
洋

式
化

を
基

本
と

す
る

も
の

の
、

和
式

ト
イ

レ
の

必
要

性
も

勘
案

し
な

が
ら

、
計

画
的

な
改

修
を

進
め

て
い

く
。

財
政

負
担

の
年

度
平

準
化

を
図

り
な

が
ら

計
画

的
に

施
設

の
大

規
模

改
修

等
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
今

後
、

学
校

施
設

の
長

寿
命

化
計

画
（※

３
）を

策
定

し
て

い
く
中

で
、

工
事

手
法

の
検

討
に

加
え

、
学

校
施

設
そ

の
も

の
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

子
ど

も
、

保
護

者
へ

の
情

報
提

供
を

積
極

的
に

行
い

、
理

解
を

得
な

が
ら

工
事

を
進

め
て

ほ
し

い
。

避
難

場
所

と
し

て
の

機
能

の
た

め
に

も
、

よ
り

安
全

な
施

設
に

な
る

よ
う

取
り

組
ん

で
ほ

し
い

。

環
境

に
や

さ
し

い
学

校
施

設
の

整
備

学
校

で
も

環
境

学
習

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
学

校
施

設
の

環
境

整
備

も
他

の
施

設
の

規
範

に
な

る
よ

う
心

掛
け

て
ほ

し
い

。

学
校

施
設

の
環

境
整

備
は

、
地

域
に

よ
っ

て
ニ

ー
ズ

が
異

な
る

こ
と

か
ら

、
対

象
と

な
る

学
校

と
協

議
を

行
い

実
施

し
た

。

環
境

に
配

慮
し

た
学

校
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

施
設

の
維

持
管

理
に

か
か

る
地

域
の

協
力

や
金

銭
的

、
人

的
負

担
も

考
慮

し
な

が
ら

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

は
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

あ
る

と
同

時
に

、
学

校
の

業
務

負
担

の
軽

減
に

も
つ

な
が

る
と

思
う

の
で

、
積

極
的

に
進

め
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 6
2
7

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
0
.0

1
2
.0

1
4
.0

1
6
.0

1
8
.0

実 績
9
.4

9
.1

2
0
.7

目 標 達 成 度

9
4
.0

%
7
5
.8

%
1
4
7
.9

%

目 標
7
0
.0

8
0
.0

9
0
.0

1
0
0
.0

1
0
0
.0

実 績
7
0
.0

9
0
.0

1
0
0
.0

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
1
2
.5

%
1
1
1
.1

%

（
２

）
（
３

）

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

（
※

２
）の

導
入

と
教

材
共

有
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「た
び

丸
ネ

ッ
ト

」の
創

設
・

運
用

学
校

政
策

推
進

課

平
成

２
８

年
度

か
ら

は
、

成
績

処
理

や
通

知
表

、
指

導
要

録
の

作
成

を
開

始
し

た
。

平
成

２
９

年
度

か
ら

は
、

保
健

関
係

の
処

理
が

で
き

る
よ

う
に

調
整

し
始

め
た

。
ま

た
、

市
内

小
中

学
校

の
教

職
員

に
よ

る
自

作
の

教
材

や
指

導
案

等
を

共
有

で
き

る
、

教
材

共
有

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
「た

び
丸

ね
っ

と
」の

掲
載

コ
ン

テ
ン

ツ
（※

３
）の

充
実

を
図

っ
た

。

学
校

情
報

化
優

良
校

（※
４

）認
定

取
得

率
10

0.
0%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

整
備

や
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

充
実

学
校

政
策

推
進

課

市
内

小
中

学
校

の
普

通
学

級
お

よ
び

特
別

支
援

学
級

の
全

教
室

に
電

子
黒

板
を

配
備

す
る

と
と

も
に

、
普

通
学

級
に

は
３

学
級

に
３

５
台

の
タ

ブ
レ

ッ
ト

P
C

を
、

特
別

支
援

学
級

に
は

各
学

校
１

０
台

の
iP

ad
を

配
備

し
て

い
る

。
ま

た
、

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
や

協
働

学
習

支
援

ソ
フ

ト
（※

１
）も

導
入

し
て

お
り

、
個

別
学

習
や

一
斉

学
習

、
協

働
学

習
に

活
用

し
て

い
る

。
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

の
機

器
更

新
に

合
わ

せ
て

、
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
型

か
ら

着
脱

式
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

に
変

更
し

た
り

、
普

通
教

室
の

電
子

黒
板

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

型
か

ら
液

晶
型

へ
更

新
す

る
な

ど
、

ＩＣ
Ｔ

教
育

環
境

の
向

上
を

図
っ

た
。

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
の

学
級

あ
た

り
月

平
均

利
用

回
数

18
.0

回

目
標

教
育

環
境

の
充

実
施

策
学

校
の

IC
T
化

を
さ

ら
に

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

学
校

の
IC

T
化

の
さ

ら
な

る
推

進

具
体

施
策

（１
）時

代
に

即
し

た
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

整
備

や
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（２
）教

職
員

が
授

業
や

校
務

を
効

率
よ

く
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

（３
）Ｉ

Ｃ
Ｔ

に
よ

る
教

育
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

組
織

体
制

を
含

め
た

推
進

方
法

の
検

討
を

行
い

ま
す

。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

（２
）

（３
）

学
校

政
策

推
進

課

注
釈

（※
１

）協
働

学
習

ソ
フ

ト
・・

・個
別

学
習

や
一

斉
学

習
、

協
働

学
習

を
実

践
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

。
（※

２
）校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
…

児
童

生
徒

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

一
元

化
し

、
出

欠
管

理
や

成
績

処
理

、
成

績
票

の
作

成
等

の
業

務
を

電
子

化
す

る
こ

と
で

、
教

職
員

の
校

務
・事

務
作

業
に

係
る

負
担

の
削

減
を

図
る

も
の

。
（※

３
）掲

載
コ

ン
テ

ン
ツ

…
W

eb
サ

イ
ト

や
C

D
（D

V
D

）と
い

っ
た

媒
体

を
通

じ
て

閲
覧

で
き

る
文

書
や

動
画

・音
楽

な
ど

、
提

供
さ

れ
る

情
報

や
サ

ー
ビ

ス
の

中
身

、
ま

た
は

そ
の

組
み

合
わ

せ
の

総
称

の
こ

と
。

（※
４

）学
校

情
報

化
優

良
校

…
教

育
の

情
報

化
に

総
合

的
に

取
り

組
み

、
情

報
化

に
よ

っ
て

教
育

の
質

の
向

上
を

実
現

し
て

い
る

学
校

の
申

請
に

応
じ

て
日

本
教

育
工

学
協

会
が

認
定

を
行

う
も

の
。

認
定

基
準

は
①

学
校

情
報

化
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
す

べ
て

の
項

目
の

平
均

が
２

以
上

で
あ

る
こ

と
。

②
各

項
目

の
レ

ベ
ル

が
１

以
上

（０
の

項
目

が
な

い
こ

と
）で

あ
る

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

ＩＣ
Ｔ

機
器

の
整

備
や

デ
ジ

タ
ル

教
材

の
充

実

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
を

使
用

し
な

が
ら

も
、

ア
ナ

ロ
グ

教
材

が
有

効
な

場
面

も
あ

る
と

思
う

の
で

、
双

方
の

効
果

的
な

活
用

を
目

指
し

て
ほ

し
い

。

教
育

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
１

台
あ

た
り

の
児

童
生

徒
数

が
２

．
３

人
（国

の
目

標
は

教
育

用
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
１

台
あ

た
り

３
．

６
人

）と
な

る
な

ど
、

学
校

に
お

け
る

IC
T
教

育
環

境
の

整
備

を
進

め
た

。
校

内
研

究
や

指
導

主
事

に
よ

る
学

校
訪

問
等

を
活

用
し

て
、

デ
ジ

タ
ル

と
ア

ナ
ロ

グ
を

融
合

さ
せ

た
「草

津
型

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

」の
実

践
を

進
め

た
。

液
晶

型
電

子
黒

板
へ

の
更

新
を

引
き

続
き

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

常
設

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
環

境
は

新
設

校
で

あ
る

老
上

西
小

学
校

の
み

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
他

の
学

校
に

も
導

入
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

ソ
フ

ト
な

ど
の

購
入

に
つ

い
て

は
、

一
括

で
ま

と
め

る
な

ど
、

効
率

的
に

購
入

し
て

ほ
し

い
。

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

の
導

入
と

教
材

共
有

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
「た

び
丸

ね
っ

と
」の

創
設

・運
用

成
績

管
理

者
の

日
常

業
務

の
圧

縮
に

非
常

に
役

立
っ

て
い

る
と

思
う

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
面

に
つ

い
て

は
、

人
的

な
危

険
性

を
念

頭
に

置
き

、
厳

重
な

管
理

に
努

め
て

ほ
し

い
。

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

巡
回

訪
問

に
よ

る
実

技
講

習
会

や
希

望
者

向
け

研
修

会
な

ど
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

外
の

個
人

情
報

も
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

保
護

さ
れ

た
サ

ー
バ

ー
に

保
管

し
、

情
報

漏
洩

・紛
失

防
止

に
努

め
て

い
る

。
教

育
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
の

研
修

も
行

っ
た

。

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

学
校

の
要

望
を

踏
ま

え
た

シ
ス

テ
ム

修
正

・調
整

を
行

う
と

と
も

に
、

シ
ス

テ
ム

の
機

能
を

拡
大

し
、

教
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
つ

い
て

は
、

シ
ス

テ
ム

的
な

面
と

人
的

な
面

で
の

脅
威

・危
険

性
を

想
定

し
、

そ
の

強
化

に
向

け
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

今
後

更
に

発
展

し
て

い
く
分

野
な

の
で

、
学

校
か

ら
加

害
者

・被
害

者
を

出
さ

な
い

た
め

に
、

適
宜

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

を
見

直
し

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 6
2
8

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
9
6
.8

9
7
.6

9
8
.4

9
9
.2

1
0
0
.0

実 績
9
6
.8

1
0
0
.0

1
0
1
.8

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
2
.5

%
1
0
3
.5

%

目 標
8
5
.0

8
6
.0

8
8
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
4
.6

9
6
.1

9
5
.4

目 標 達 成 度

9
9
.5

%
1
1
1
.7

%
1
0
8
.4

%

（
２

）
学

校
図

書
館

支
援

事
業

図
書

館

市
内

全
小

学
校

へ
の

図
書

の
巡

回
配

本
事

業
「ブ

ッ
ク

ん
」（

※
２

）や
「団

体
一

括
貸

し
出

し
」、

「図
書

館
見

学
」や

「
職

場
体

験
」の

受
入

等
を

行
う

こ
と

で
、

学
校

図
書

館
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

、
学

校
図

書
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

研
修

会
を

実
践

的
な

内
容

(学
校

図
書

館
見

学
・実

技
講

習
会

・情
報

意
見

交
換

会
)で

実
施

し
た

こ
と

で
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
と

技
術

向
上

を
一

層
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

併
せ

て
、

お
話

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

へ
の

資
料

や
情

報
の

提
供

、
研

修
会

場
の

提
供

を
行

う
こ

と
で

、
活

動
の

支
援

を
図

っ
た

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

交
流

会
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

満
足

度
(よ

か
っ

た
)

90
.0

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
学

校
図

書
館

図
書

整
備

事
業

教
育

総
務

課

読
書

活
動

の
拠

点
の

ほ
か

学
習

情
報

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

機
能

な
ど

、
学

校
図

書
館

が
持

つ
役

割
は

年
々

大
き

く
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
文

部
科

学
省

「学
校

図
書

館
図

書
標

準
（※

１
）」

に
よ

る
学

校
図

書
館

の
蔵

書
充

足
率

１
０

０
％

達
成

を
目

標
に

蔵
書

の
充

実
に

努
め

て
い

る
。

平
成

２
９

年
度

に
お

い
て

も
、

各
小

中
学

校
の

蔵
書

充
足

率
を

勘
案

し
て

予
算

を
配

当
し

、
各

校
か

ら
の

購
入

希
望

図
書

を
取

り
ま

と
め

、
教

育
総

務
課

で
一

括
し

て
図

書
の

購
入

を
行

う
こ

と
で

、
充

足
率

を
維

持
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

図
書

館
蔵

書
充

足
率

（小
中

合
算

）
10

0.
0%

目
標

教
育

環
境

の
充

実
施

策
学

校
図

書
館

の
機

能
を

高
め

ま
す

。

具
体

目
標

学
校

図
書

館
の

整
備

・
充

実

具
体

施
策

（１
）学

校
図

書
館

の
蔵

書
の

充
実

に
努

め
、

子
ど

も
た

ち
が

図
書

に
親

し
み

利
用

し
や

す
い

環
境

を
整

備
し

ま
す

。

（２
）学

校
図

書
館

業
務

支
援

や
読

み
聞

か
せ

等
を

行
う

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
と

活
動

支
援

を
推

進
し

ま
す

。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

教
育

総
務

課

（２
）

図
書

館

注
釈

（※
１

）学
校

図
書

館
図

書
標

準
…

公
立

義
務

教
育

諸
学

校
の

学
校

図
書

館
に

整
備

す
べ

き
蔵

書
の

基
準

と
し

て
、

平
成

５
年

３
月

に
文

部
省

（現
文

部
科

学
省

）が
定

め
た

も
の

。
（※

２
）ブ

ッ
ク

ん
・・

・公
共

図
書

館
が

選
ん

だ
約

２
０

０
冊

の
テ

ー
マ

別
小

学
校

向
け

図
書

の
４

セ
ッ

ト
。

環
境

学
習

、
写

真
集

と
絵

本
、

滋
賀

県
に

ゆ
か

り
の

あ
る

作
家

、
国

語
の

教
科

書
に

出
て

く
る

関
連

読
み

物
。

各
学

期
ご

と
に

市
内

小
学

校
を

順
番

に
巡

回
す

る
セ

ッ
ト

の
総

称
。

（※
３

）ブ
ッ

ク
ト

ー
ク

…
一

つ
の

テ
ー

マ
で

様
々

な
ジ

ャ
ン

ル
の

本
を

順
序

立
て

て
紹

介
す

る
手

法
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

学
校

図
書

館
図

書
整

備
事

業

蔵
書

充
足

率
が

１
０

０
％

に
な

っ
て

い
る

こ
と

は
素

晴
ら

し
い

が
、

今
後

、
安

易
に

配
分

予
算

を
減

ら
す

の
で

は
な

く
、

新
刊

の
購

入
や

更
新

に
努

め
て

ほ
し

い
。

充
足

率
１

０
０

％
は

達
成

で
き

た
も

の
の

、
児

童
・生

徒
数

の
増

加
や

、
使

用
に

耐
え

な
い

古
い

本
の

廃
棄

数
を

鑑
み

、
予

算
は

前
年

度
と

同
額

を
維

持
し

た
。

工
事

等
の

関
係

で
、

古
い

本
を

一
気

に
廃

棄
す

る
必

要
が

あ
る

学
校

も
あ

っ
た

が
、

充
足

率
を

維
持

す
る

形
で

対
応

で
き

て
い

る
。

学
習

拠
点

と
し

て
よ

り
効

果
的

に
学

校
図

書
館

を
活

用
す

る
た

め
に

、
辞

典
や

資
料

集
等

の
書

籍
が

最
新

の
も

の
に

更
新

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

予
算

を
確

保
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

古
い

図
書

に
つ

い
て

は
、

単
に

破
棄

す
る

の
で

は
な

く
、

再
利

用
や

売
却

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。

学
校

図
書

館
支

援
事

業

図
書

部
会

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
交

流
会

と
い

っ
た

取
組

が
、

市
内

小
中

学
校

の
学

校
図

書
館

の
機

能
を

向
上

さ
せ

て
い

る
と

思
う

の
で

、
こ

れ
か

ら
も

よ
り

充
実

さ
せ

な
が

ら
継

続
し

て
ほ

し
い

。

学
校

図
書

館
と

の
連

携
を

更
に

深
め

、
「ブ

ッ
ク

ん
」の

効
果

的
な

活
用

や
適

切
な

学
校

図
書

館
支

援
を

図
る

た
め

司
書

教
諭

の
司

書
部

会
の

協
議

に
参

加
し

、
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

ま
た

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
交

流
会

の
内

容
を

よ
り

実
践

的
な

も
の

を
取

り
入

れ
、

参
加

し
や

す
い

日
時

等
を

工
夫

し
て

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
図

書
館

利
用

が
少

な
い

中
高

生
へ

の
来

館
を

促
す

た
め

、
司

書
が

学
校

へ
出

向
い

て
行

う
「出

張
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
」

（※
３

）の
積

極
的

な
取

組
み

を
行

い
、

学
校

で
の

読
書

推
進

支
援

の
向

上
を

図
っ

た
。

「ブ
ッ

ク
ん

」の
セ

ッ
ト

内
容

の
見

直
し

を
図

り
、

新
た

な
セ

ッ
ト

を
増

や
す

な
ど

、
図

書
部

会
等

で
意

見
交

換
を

行
い

、
学

校
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
支

援
の

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

実
施

校
・実

施
回

数
の

増
加

が
見

ら
れ

た
が

、
さ

ら
な

る
充

実
の

た
め

に
「出

張
ブ

ッ
ク

ト
ー

ク
」の

未
実

施
校

へ
の

働
き

か
け

が
必

要
で

あ
る

。

良
い

事
業

を
さ

れ
て

い
る

の
で

、
教

員
の

活
用

も
増

加
す

る
よ

う
、

よ
り

働
き

か
け

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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2 6
2
9

エ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
2
4

3
0

3
6

4
2

4
8

実 績
1
9

4
7

4
6

目 標 達 成 度

7
9
.2

%
1
5
6
.7

%
1
2
7
.8

%

目 標
2
0
0
,0

0
0

2
1
0
,0

0
0

2
2
0
,0

0
0

2
3
0
,0

0
0

2
4
0
,0

0
0

実 績
2
1
5
,5

2
7

1
8
9
,4

9
6

1
5
8
,6

4
8

目 標 達 成 度

1
0
7
.8

%
9
0
.2

%
7
2
.1

%

（
２

）
教

育
行

政
情

報
の

積
極

的
な

発
信

教
育

総
務

課

教
育

委
員

会
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、

プ
レ

ス
へ

の
資

料
提

供
を

教
育

委
員

会
全

体
で

４
１

０
回

行
う

な
ど

、
積

極
的

な
情

報
発

信
に

努
め

る
と

と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
常

に
新

し
い

情
報

を
市

民
に

提
供

で
き

る
よ

う
心

掛
け

た
。

ま
た

、
教

育
委

員
会

の
広

報
紙

で
あ

る
「コ

ン
パ

ス
」を

年
に

４
回

発
行

し
、

市
内

全
戸

配
布

を
行

い
教

育
委

員
会

の
活

動
を

わ
か

り
や

す
く
市

民
に

発
信

し
た

。

教
育

委
員

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

24
0,

00
0回

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
開

か
れ

た
行

動
す

る
教

育
委

員
会

教
育

総
務

課

各
教

育
委

員
が

教
育

施
設

へ
の

訪
問

や
行

事
に

積
極

的
に

参
加

し
、

定
例

教
育

委
員

会
に

お
い

て
各

教
育

委
員

か
ら

参
加

さ
れ

た
行

事
等

の
活

動
報

告
を

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
教

育
に

関
す

る
取

組
の

理
解

を
深

め
る

と
と

も
に

、
現

場
の

意
見

や
市

民
の

声
を

教
育

委
員

会
全

体
で

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

教
育

委
員

と
し

て
の

活
動

か
ら

得
た

本
市

教
育

に
対

す
る

要
望

や
思

い
に

関
し

て
、

教
育

委
員

が
定

例
教

育
委

員
会

に
お

い
て

発
言

し
た

回
数

48
回

目
標

教
育

環
境

の
充

実
施

策
開

か
れ

た
行

動
す

る
教

育
委

員
会

に
し

ま
す

。

具
体

目
標

教
育

委
員

会
の

充
実

・
改

革

具
体

施
策

（１
）教

育
委

員
が

教
育

現
場

や
地

域
に

出
向

き
、

教
育

現
場

の
実

情
や

地
域

の
教

育
に

対
す

る
思

い
、

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

仕
組

み
を

つ
く
り

ま
す

。

（２
）透

明
性

を
高

め
る

た
め

に
事

業
の

評
価

・改
善

を
適

切
に

行
い

、
そ

の
成

果
や

教
育

行
政

に
関

す
る

情
報

を
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
紙

等
を

通
じ

て
、

さ
ら

に
積

極
的

に
発

信
し

ま
す

。

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る
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（１
）

教
育

総
務

課

（２
）

教
育

総
務

課

注
釈

外
部

評
価

委
員

の
意

見

開
か

れ
た

行
動

す
る

教
育

委
員

会

教
育

委
員

が
教

育
現

場
に

出
向

き
現

状
を

把
握

さ
れ

、
実

態
に

即
し

た
会

議
を

し
て

い
る

よ
う

に
思

う
。

引
き

続
き

、
定

例
教

育
委

員
会

で
の

教
育

委
員

か
ら

の
活

動
報

告
を

行
っ

た
。

事
務

局
と

し
て

も
、

教
育

委
員

が
現

状
把

握
で

き
る

よ
う

情
報

収
集

と
情

報
提

供
に

努
め

た
。

教
育

委
員

が
収

集
し

た
現

場
の

声
や

意
見

を
政

策
に

反
映

で
き

る
よ

う
、

活
動

報
告

を
受

け
て

、
教

育
委

員
会

協
議

会
や

総
合

教
育

会
議

な
ど

次
の

ス
テ

ッ
プ

で
議

論
を

深
め

て
い

く
よ

う
な

展
開

が
必

要
で

あ
る

。

教
育

委
員

の
学

校
訪

問
は

、
現

場
を

見
て

も
ら

え
る

チ
ャ

ン
ス

な
の

で
、

非
常

に
良

い
と

思
う

。
た

だ
、

準
備

等
の

関
係

で
学

校
現

場
の

負
担

に
な

ら
な

い
よ

う
な

配
慮

を
お

願
い

し
た

い
。

教
育

行
政

情
報

の
積

極
的

な
発

信

コ
ン

パ
ス

を
通

し
て

、
多

く
の

情
報

を
発

信
し

て
お

り
教

育
委

員
会

が
ど

の
よ

う
な

取
組

を
し

て
い

る
か

が
分

か
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

と
思

う
。

今
後

も
ど

の
よ

う
な

方
針

の
も

と
、

ど
の

よ
う

な
活

動
を

し
て

い
る

の
か

を
伝

え
る

こ
と

を
主

目
的

と
し

た
情

報
発

信
を

心
掛

け
て

ほ
し

い
。

教
育

広
報

紙
「コ

ン
パ

ス
」や

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
へ

の
資

料
提

供
を

積
極

的
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

草
津

市
の

教
育

の
現

状
や

取
組

に
つ

い
て

引
き

続
き

情
報

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

新
た

な
取

組
と

し
て

「教
育

長
メ

ッ
セ

ー
ジ

」を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

し
て

お
り

、
教

育
長

自
ら

の
活

動
や

想
い

に
つ

い
て

発
信

す
る

こ
と

で
、

教
育

委
員

会
の

事
業

内
容

に
つ

い
て

、
時

期
に

合
わ

せ
た

発
信

が
で

き
る

よ
う

に
努

め
た

。

現
在

行
っ

て
い

る
情

報
発

信
手

法
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
積

極
的

な
情

報
発

信
に

努
め

な
が

ら
も

、
市

民
の

声
や

広
報

課
の

意
見

を
参

考
と

し
て

、
受

け
手

に
分

か
り

や
す

く
、

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

の
目

を
ひ

く
よ

う
な

工
夫

と
、

草
津

市
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

を
用

い
た

情
報

発
信

を
用

い
る

等
、

よ
り

市
民

に
と

っ
て

教
育

委
員

会
の

活
動

が
身

近
に

感
じ

ら
れ

る
も

の
と

な
る

よ
う

努
力

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

保
護

者
、

子
ど

も
へ

の
情

報
提

供
が

よ
り

求
め

ら
れ

る
時

代
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

多
く
の

人
の

理
解

を
得

て
教

育
施

策
を

進
め

ら
れ

る
よ

う
、

引
き

続
き

積
極

的
な

情
報

提
供

に
努

め
、

現
場

と
一

体
と

な
っ

て
事

業
を

進
め

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3
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エ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
6

1
5
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5

1
5

1
5

実 績
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1
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1
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目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
9
3
.3

%

（
１

）
教

育
政

策
に

関
す

る
幅

広
い

議
論

教
育

総
務

課

総
合

教
育

会
議

（
※

１
）を

年
間

２
回

、
教

育
委

員
会

協
議

会
（※

２
）を

毎
月

開
催

し
、

教
育

施
策

に
関

す
る

現
状

と
課

題
、

今
後

の
方

向
性

等
に

つ
い

て
幅

広
い

議
論

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

本
市

教
育

の
更

な
る

充
実

に
向

け
た

市
長

部
局

と
教

育
委

員
会

の
連

携
と

相
互

理
解

が
深

ま
っ

た
。

総
合

教
育

会
議

と
教

育
委

員
会

協
議

会
の

開
催

回
数

15
回

具
体

施
策

（１
）就

学
前

教
育

、
小

中
連

携
教

育
、

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

づ
く
り

、
少

人
数

授
業

等
、

教
育

政
策

や
そ

れ
ら

の
実

現
に

向
け

た
組

織
体

制
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

幅
広

い
議

論
と

検
討

を
行

い
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

学
校

の
教

育
力

を
高

め
る

目
標

教
育

環
境

の
充

実
施

策
教

育
政

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
幅

広
い

検
討

を
行

い
ま

す
。

具
体

目
標

教
育

委
員

会
の

充
実

・
改

革
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（１
）

教
育

総
務

課

注
釈

（※
１

）総
合

教
育

会
議

…
平

成
２

７
年

４
月

１
日

施
行

の
「地

方
教

育
行

政
の

組
織

及
び

運
営

に
関

す
る

法
律

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」に
よ

り
、

各
自

治
体

に
設

置
が

義
務

付
け

ら
れ

た
会

議
で

、
首

長
が

招
集

し
、

首
長

、
教

育
委

員
会

に
よ

り
構

成
さ

れ
、

教
育

の
振

興
に

関
す

る
施

策
の

大
綱

の
策

定
や

、
教

育
条

件
の

整
備

等
重

点
的

に
講

ず
べ

き
施

策
、

緊
急

の
場

合
に

講
ず

べ
き

措
置

に
つ

い
て

協
議

・調
整

を
行

う
会

議
の

こ
と

。
（※

２
）教

育
委

員
会

協
議

会
…

本
市

に
お

い
て

教
育

委
員

の
研

さ
ん

や
意

見
交

換
の

場
と

し
て

、
平

成
２

３
年

よ
り

開
始

し
た

会
議

。
基

本
的

に
は

月
１

回
、

定
例

教
育

委
員

会
の

開
催

日
に

実
施

し
て

い
る

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

教
育

政
策

に
関

す
る

幅
広

い
議

論

草
津

市
の

教
育

に
つ

い
て

、
将

来
を

見
据

え
た

議
論

を
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
議

論
の

結
果

が
予

算
に

反
映

さ
れ

る
も

の
と

な
る

よ
う

、
市

民
の

意
見

も
取

り
入

れ
た

議
論

と
な

る
よ

う
検

討
し

て
ほ

し
い

。

毎
月

の
教

育
委

員
会

協
議

会
で

は
条

例
案

や
ハ

ー
ド

整
備

事
業

の
計

画
な

ど
を

議
題

と
し

て
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

ま
た

、
総

合
教

育
会

議
に

お
い

て
は

、
市

民
の

関
心

の
高

い
事

項
を

テ
ー

マ
設

定
す

る
よ

う
に

意
識

し
た

。
会

議
の

結
果

、
市

長
部

局
と

教
育

委
員

会
と

の
情

報
共

有
は

深
ま

っ
た

も
の

の
、

議
論

の
結

果
を

予
算

や
新

規
施

策
に

反
映

す
る

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

引
き

続
き

教
育

委
員

会
協

議
会

で
議

論
を

深
め

、
課

題
認

識
と

情
報

共
有

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
総

合
教

育
会

議
会

議
の

結
果

を
具

現
化

し
て

い
く
た

め
に

は
、

テ
ー

マ
設

定
の

段
階

か
ら

市
長

部
局

と
十

分
に

調
整

す
る

必
要

が
あ

る
。

予
算

等
へ

の
反

映
が

で
き

て
い

な
い

の
は

残
念

な
の

で
、

こ
う

い
っ

た
場

を
有

効
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

努
め

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3 7
3
1

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
-

5
4
.0

5
6
.0

5
8
.0

6
0
.0

実 績
-

5
9
.0

6
4
.0

目 標 達 成 度

-
1
0
9
.3

%
1
1
4
.3

%

目 標
2
8
,3

5
0

2
8
,4

0
0

2
8
,4

5
0

2
8
,5

0
0

2
8
,5

0
0

実 績
2
5
,3

2
7

2
6
,5

6
1

2
6
,1

9
7

目 標 達 成 度

8
9
.3

%
9
3
.5

%
9
2
.1

%

目 標
-

6
5
.0

7
0
.0

7
5
.0

8
0
.0

実 績
-

6
0
.8

8
8
.2

目 標 達 成 度

-
9
3
.5

%
1
2
6
.0

%

（
２

）
学

習
情

報
の

活
用

生
涯

学
習

課

市
や

社
会

教
育

関
係

施
設

で
実

施
す

る
生

涯
学

習
に

関
す

る
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

等
の

情
報

を
集

め
た

、
生

涯
学

習
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
「誘

･遊
・友

」（
※

１
）を

発
行

し
、

学
習

情
報

の
発

信
に

努
め

、
生

涯
学

習
の

き
っ

か
け

づ
く
り

や
学

び
を

生
か

し
た

社
会

参
加

へ
の

一
歩

と
し

て
の

役
割

を
担

っ
た

。
ま

た
、

滋
賀

県
学

習
情

報
シ

ス
テ

ム
「に

お
ね

っ
と

」や
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

な
ど

の
S
N

S
、

南
草

津
駅

の
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

（※
３

）
を

利
用

し
た

学
習

情
報

の
提

供
を

行
う

な
ど

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

で
の

学
習

情
報

の
配

信
に

努
め

た
。

冊
子

掲
載

事
業

へ
の

参
加

者
数

28
,5

00
人

（
３

）
図

書
館

運
営

事
業

・南
草

津
図

書
館

運
営

事
業

図
書

館

市
民

の
生

涯
学

習
の

情
報

拠
点

と
し

て
、

年
間

約
２

２
，

０
０

０
点

の
資

料
収

集
を

行
い

、
F
ac

eb
o
o
k等

で
の

情
報

配
信

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。
　

ま
た

、
「レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
」（

※
２

）、
「中

高
生

」、
「
児

童
・乳

幼
児

」、
「高

齢
者

」、
「障

害
者

」、
「外

国
人

」等
の

項
目

別
に

、
利

用
促

進
の

た
め

の
事

業
や

資
料

の
充

実
を

図
っ

た
。

ま
た

、
図

書
館

シ
ス

テ
ム

更
新

を
見

据
え

て
、

資
料

の
適

切
な

管
理

の
た

め
の

IC
タ

グ
の

貼
付

作
業

(平
成

２
７

年
度

～
平

成
２

９
年

度
の

３
か

年
)を

完
了

さ
せ

た
。

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
総

合
満

足
度

(満
足

・や
や

満
足

)

80
.0

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
大

学
等

と
連

携
し

た
専

門
的

な
学

習
の

充
実

生
涯

学
習

課

立
命

館
大

学
と

の
共

催
で

「立
命

館
び

わ
こ

講
座

」を
開

講
し

、
「～

近
江

を
学

ぶ
草

津
を

識
る

～
」を

テ
ー

マ
に

、
滋

賀
･草

津
の

歴
史

文
化

、
工

学
な

ど
大

学
の

資
源

を
生

か
し

た
５

回
の

連
続

講
座

を
行

っ
た

。
「地

域
特

性
や

文
化

を
知

る
企

画
が

よ
い

」「
文

化
都

市
と

し
て

、
市

民
か

ら
誇

り
の

も
て

る
こ

の
よ

う
な

学
習

機
会

を
継

続
し

て
ほ

し
い

」と
い

っ
た

声
が

あ
り

、
地

域
学

を
通

し
て

、
ふ

る
さ

と
意

識
の

醸
成

と
地

域
を

支
え

る
人

づ
く
り

へ
の

き
っ

か
け

と
な

っ
た

。

受
講

後
、

地
域

活
動

へ
の

参
加

な
ど

学
習

成
果

を
生

か
し

た
い

と
希

望
し

た
人

の
割

合

60
.0

%

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

生
涯

学
習

の
機

会
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

具
体

目
標

生
涯

学
習

の
充

実

具
体

施
策

（１
）あ

ら
ゆ

る
世

代
の

学
習

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
努

め
、

大
学

等
と

連
携

し
た

専
門

的
な

学
習

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

（２
）学

習
情

報
の

提
供

や
相

談
窓

口
、

学
習

成
果

発
表

の
場

の
充

実
と

周
知

に
努

め
ま

す
。

（３
）図

書
館

資
料

の
充

実
に

努
め

、
市

民
の

多
種

多
様

な
資

料
要

求
に

的
確

・迅
速

に
提

供
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

図
書

館
利

用
を

促
す

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

い
ま

す
。

（４
）小

学
校

区
な

ど
生

活
区

域
を

中
心

と
し

、
身

近
な

課
題

や
地

域
の

特
性

を
生

か
し

た
講

座
の

開
設

を
進

め
ま

す
。

（ま
ち

づ
く
り

協
働

部
が

補
助

執
行

）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る
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（１
）

生
涯

学
習

課

（２
）

生
涯

学
習

課

（３
）

図
書

館

注
釈

（※
１

）生
涯

学
習

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

「誘
・
遊

・友
」…

市
で

実
施

す
る

生
涯

学
習

に
関

す
る

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
情

報
を

集
め

た
、

学
習

情
報

冊
子

の
こ

と
。

（※
２

）レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

…
生

活
の

中
の

疑
問

や
学

習
を

支
援

す
る

調
べ

も
の

等
に

つ
い

て
必

要
と

さ
れ

る
資

料
を

検
索

・提
供

・回
答

す
る

サ
ー

ビ
ス

。
（※

３
）デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

…
宣

伝
、

案
内

等
を

行
う

電
子

掲
示

板
。

学
習

情
報

の
活

用

「誘
・遊

・友
」に

関
し

て
は

、
市

内
イ

ベ
ン

ト
が

網
羅

さ
れ

分
か

り
や

す
い

。
今

後
、

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

利
便

性
の

向
上

に
取

り
組

ん
で

ほ
し

い
。

「誘
・遊

・友
」の

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
掲

載
な

ど
デ

ジ
タ

ル
化

に
よ

る
利

便
性

の
向

上
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

ま
た

、
市

で
行

う
講

座
等

に
つ

い
て

は
、

滋
賀

県
の

学
習

情
報

シ
ス

テ
ム

「に
お

ね
っ

と
」や

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
な

ど
の

S
N

S
を

利
用

し
た

学
習

情
報

の
提

供
を

行
う

な
ど

様
々

な
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

で
の

学
習

情
報

の
配

信
に

努
め

、
利

便
性

の
向

上
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

市
の

講
座

等
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

が
固

定
化

し
て

い
る

な
ど

の
問

題
が

あ
る

。
市

の
講

座
を

網
羅

し
て

い
る

「誘
・遊

・友
」を

よ
り

活
用

し
て

い
た

だ
け

る
も

の
と

す
る

た
め

、
掲

載
内

容
の

構
成

の
見

直
し

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

の
更

新
回

数
を

増
や

す
な

ど
検

討
す

る
と

と
も

に
、

庁
内

の
関

係
課

や
社

会
教

育
関

係
施

設
と

連
携

し
、

「誘
・

遊
・友

」の
周

知
を

図
る

な
ど

、
学

習
情

報
の

提
供

方
法

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

対
象

と
な

る
層

を
明

確
に

し
な

が
ら

、
子

育
て

世
代

な
ど

、
新

た
な

参
加

者
を

取
り

込
む

工
夫

を
検

討
し

て
ほ

し
い

。

図
書

館
運

営
事

業
・南

草
津

図
書

館
運

営
事

業

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

等
を

知
ら

な
い

人
も

多
い

と
思

う
の

で
、

利
用

者
の

立
場

に
立

っ
て

、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

心
掛

け
て

ほ
し

い
。

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

サ
ー

ビ
ス

の
市

民
へ

の
認

知
度

を
高

め
る

た
め

に
、

広
報

く
さ

つ
で

の
特

集
記

事
を

掲
載

し
、

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

事
例

の
P

R
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

図
書

館
職

員
に

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

研
修

を
行

い
資

質
向

上
に

努
め

た
。

他
の

分
野

と
比

較
し

て
十

分
で

な
か

っ
た

高
齢

者
向

け
に

大
活

字
本

・朗
読

C
D

を
、

視
覚

障
害

者
向

け
に

点
字

資
料

・録
音

図
書

を
、

外
国

人
向

け
に

英
語

等
の

洋
書

資
料

を
収

集
、

展
示

し
、

貸
出

を
促

し
た

。

引
き

続
き

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
の

認
知

度
を

高
め

る
広

報
活

動
を

行
い

、
市

民
の

課
題

解
決

と
主

体
的

な
学

習
を

支
援

す
る

情
報

の
提

供
に

資
す

る
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
図

書
館

シ
ス

テ
ム

更
新

に
伴

い
、

IC
タ

グ
を

使
っ

た
市

民
サ

ー
ビ

ス
の

拡
大

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
層

か
ら

す
る

と
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
サ

ー
ビ

ス
と

い
う

名
称

は
分

か
り

に
く
い

か
も

し
れ

な
い

。
日

本
語

の
併

記
も

検
討

し
て

み
て

は
ど

う
か

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

大
学

等
と

連
携

し
た

専
門

的
な

学
習

の
充

実

立
命

館
大

学
と

い
う

場
所

や
、

時
間

帯
が

障
壁

と
な

っ
て

参
加

で
き

な
い

人
が

い
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

講
座

内
容

は
魅

力
的

な
の

で
、

参
加

者
の

要
望

を
汲

み
取

り
な

が
ら

継
続

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
中

高
生

を
対

象
と

し
た

内
容

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。

び
わ

こ
・く

さ
つ

キ
ャ

ン
パ

ス
開

校
時

か
ら

、
こ

の
場

所
で

専
門

的
な

講
座

を
行

い
、

地
域

の
人

々
な

ど
多

様
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
の

活
動

が
行

え
る

場
づ

く
り

や
環

境
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。
講

座
テ

ー
マ

に
つ

い
て

は
、

立
命

館
大

学
と

協
議

し
、

市
民

に
学

ん
で

い
た

だ
き

た
い

こ
と

を
講

座
の

中
に

織
り

込
み

、
平

成
２

９
年

度
で

は
「近

江
を

学
ぶ

、
草

津
を

織
る

」を
メ

イ
ン

テ
ー

マ
に

「ゆ
る

キ
ャ

ラ
の

歴
史

的
変

遷
」と

い
っ

た
幅

広
い

年
齢

層
を

対
象

と
し

た
講

座
を

企
画

や
、

周
知

方
法

に
つ

い
て

工
夫

を
し

て
い

る
。

受
講

者
の

年
齢

構
成

を
見

る
と

、
６

０
・７

０
歳

代
が

全
体

の
８

割
を

超
え

て
お

り
、

受
講

生
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

、
若

い
世

代
の

生
涯

学
習

活
動

推
進

を
と

い
う

声
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

こ
れ

か
ら

の
社

会
を

支
え

る
中

核
と

な
る

若
年

層
の

受
講

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
し

か
し

、
若

年
層

は
仕

事
、

育
児

、
地

域
活

動
が

あ
り

、
時

間
的

余
裕

が
な

い
状

況
で

あ
る

た
め

、
時

間
帯

や
テ

ー
マ

選
定

も
さ

る
こ

と
な

が
ら

、
根

本
的

な
問

題
に

つ
い

て
探

求
す

る
必

要
が

あ
る

。

生
涯

学
習

の
機

会
を

増
や

す
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

主
催

に
限

ら
ず

共
催

、
後

援
等

で
積

極
的

に
後

押
し

し
て

ほ
し

い
。
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3 7
3
2

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
―

―
―

―
―

実 績
―

―
―

目 標 達 成 度

（
２

）

草
津

市
文

化
芸

術
機

能
等

施
設

整
備

基
本

計
画

に
よ

る
施

設
整

備
の

検
討

生
涯

学
習

課

平
成

２
５

年
度

に
策

定
さ

れ
た

、
草

津
市

文
化

芸
術

機
能

等
施

設
整

備
基

本
計

画
（※

１
）で

は
、

し
が

県
民

芸
術

創
造

館
（現

ク
レ

ア
ホ

ー
ル

）の
移

管
に

よ
り

、
新

た
な

ホ
ー

ル
の

整
備

は
行

わ
な

い
も

の
と

し
、

現
在

不
足

す
る

展
示

機
能

等
を

整
備

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
が

、
（仮

称
）
市

民
総

合
交

流
セ

ン
タ

ー
（※

２
）に

展
示

機
能

等
を

確
保

で
き

る
よ

う
調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
文

化
財

等
の

展
示

収
蔵

機
能

に
つ

い
て

も
既

存
施

設
の

改
修

等
も

含
め

検
討

し
て

い
る

。

―
―

具
体

施
策

（１
）地

域
に

ね
ざ

し
た

誰
も

が
利

用
し

や
す

い
施

設
の

充
実

を
進

め
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
幅

広
い

世
代

が
共

に
学

び
を

深
め

る
た

め
の

学
習

機
会

を
提

供
し

ま
す

。
　

　
（ま

ち
づ

く
り

協
働

部
が

補
助

執
行

）

（２
）草

津
市

文
化

芸
術

機
能

等
施

設
整

備
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

「市
民

が
集

い
創

造
す

る
　

歴
史

・文
化

・芸
術

の
拠

点
づ

く
り

」を
基

本
理

念
と

し
、

施
設

整
備

に
向

け
た

検
討

を
行

い
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

生
涯

学
習

施
設

の
整

備
・充

実
を

図
り

ま
す

。

具
体

目
標

生
涯

学
習

の
充

実
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（２
）

生
涯

学
習

課

注
釈

（※
１

）草
津

市
文

化
芸

術
機

能
等

施
設

整
備

基
本

計
画

：草
津

市
で

は
、

平
成

21
年

度
に

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
や

教
育

研
究

所
、

文
化

芸
術

、
歴

史
伝

統
館

等
の

複
合

施
設

を
三

ツ
池

に
整

備
す

る
も

の
と

し
て

（
仮

称
）
市

民
文

化
の

森
基

本
計

画
を

策
定

し
た

が
、

そ
の

後
滋

賀
県

立
し

が
県

民
芸

術
創

造
館

の
市

へ
の

移
管

な
ど

計
画

の
再

検
討

の
必

要
が

生
じ

た
こ

と
こ

と
か

ら
、

既
存

施
設

と
の

連
携

や
有

効
活

用
を

考
慮

し
な

が
ら

、
芸

術
文

化
館

と
歴

史
伝

統
館

の
機

能
に

つ
い

て
整

備
し

て
い

く
も

の
と

し
て

、
平

成
25

年
度

に
草

津
市

文
化

芸
術

機
能

等
施

設
整

備
基

本
計

画
を

策
定

し
た

。
（※

２
）（

仮
称

）市
民

総
合

交
流

セ
ン

タ
ー

：
草

津
駅

周
辺

に
点

在
し

て
い

る
公

共
施

設
の

機
能

集
積

の
た

め
、

中
心

市
街

地
活

性
化

の
コ

ア
施

設
と

し
て

、
新

し
い

機
能

を
加

え
た

複
合

施
設

を
民

間
活

力
を

活
用

し
な

が
ら

、
整

備
に

取
り

組
む

。
（※

３
）草

津
市

歴
史

文
化

基
本

構
想

：近
年

、
文

化
財

を
取

り
巻

く
環

境
は

大
き

く
変

化
し

て
お

り
、

国
で

は
文

化
財

の
保

存
と

と
も

に
活

用
し

、
ま

ち
づ

く
り

に
資

す
る

こ
と

を
自

治
体

に
求

め
て

い
る

。
草

津
市

で
は

、
本

市
に

残
る

指
定

、
未

指
定

に
関

わ
ら

ず
全

て
の

文
化

財
を

周
辺

環
境

を
含

め
て

、
総

合
的

に
把

握
し

、
適

切
に

保
存

、
活

用
で

き
る

よ
う

、
今

年
度

に
草

津
市

歴
史

文
化

基
本

構
想

を
策

定
す

る
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

草
津

市
文

化
芸

術
機

能
等

施
設

整
備

基
本

計
画

に
よ

る
施

設
整

備
の

検
討

草
津

市
で

発
掘

さ
れ

た
貴

重
な

文
化

財
が

、
他

市
に

寄
託

さ
れ

展
示

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

審
議

会
で

は
展

示
施

設
に

関
し

て
の

検
討

も
行

っ
て

ほ
し

い
。

「草
津

市
文

化
芸

術
機

能
等

施
設

整
備

基
本

計
画

」で
示

さ
れ

て
い

る
文

化
財

等
の

展
示

収
蔵

機
能

を
持

つ
歴

史
伝

統
館

機
能

に
つ

い
て

、
草

津
市

文
化

振
興

審
議

会
に

お
い

て
現

状
を

報
告

し
、

意
見

を
い

た
だ

い
て

い
る

。

歴
史

伝
統

館
機

能
に

つ
い

て
は

、
そ

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
文

化
財

保
護

審
議

会
や

平
成

３
０

年
度

策
定

の
草

津
市

歴
史

文
化

基
本

構
想

（※
３

）策
定

委
員

会
に

お
い

て
検

討
を

進
め

、
文

化
振

興
審

議
会

へ
報

告
・調

整
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

利
用

度
が

高
い

草
津

駅
周

辺
に

展
示

ス
ペ

ー
ス

が
あ

れ
ば

非
常

に
有

効
で

あ
る

と
思

う
。

郷
土

愛
や

地
域

性
を

育
む

手
段

に
な

り
得

る
の

で
、

ぜ
ひ

前
向

き
に

検
討

し
、

教
育

活
動

に
生

か
し

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3 7
3
3

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
5
5
.0

5
7
.0

6
0
.0

6
3
.0

6
5
.0

実 績
5
3
.0

5
3
.0

5
7
.4

目 標 達 成 度

9
6
.4

%
9
3
.0

%
9
5
.7

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

･活
用

生
涯

学
習

課

市
民

の
学

び
や

知
識

・経
験

を
生

か
し

た
社

会
参

加
を

促
す

た
め

の
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

育
成

し
、

広
く
市

民
の

生
涯

学
習

を
支

援
す

る
た

め
、

「ゆ
う

ゆ
う

び
と

バ
ン

ク
（※

１
）」

の
登

録
者

情
報

を
ま

と
め

た
冊

子
を

発
行

し
た

。
ま

た
、

講
師

経
験

の
少

な
い

バ
ン

ク
登

録
者

を
対

象
と

し
た

「
ゆ

う
ゆ

う
び

と
講

座
（※

２
）」

を
実

施
し

た
り

、
「ゆ

う
ゆ

う
び

と
の

つ
ど

い
（※

３
）」

を
開

催
す

る
な

ど
、

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「ゆ

う
ゆ

う
び

と
バ

ン
ク

」を
各

地
域

ま
ち

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

、
図

書
館

な
ど

の
市

内
公

共
機

関
窓

口
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
情

報
交

換
会

等
で

配
布

・周
知

し
、

地
域

活
動

で
の

講
師

と
し

て
、

活
躍

す
る

場
の

提
供

を
行

っ
た

。

ゆ
う

ゆ
う

び
と

バ
ン

ク
活

動
に

満
足

し
て

い
る

登
録

者
の

割
合

65
.0

%

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
･活

用
を

進
め

ま
す

。

具
体

目
標

生
涯

学
習

の
充

実

具
体

施
策

（１
）「

ゆ
う

ゆ
う

び
と

バ
ン

ク
（※

１
）」

制
度

の
周

知
に

努
め

、
そ

の
活

用
に

つ
い

て
の

見
直

し
を

進
め

ま
す

。

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る
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（１
）

生
涯

学
習

課

注
釈

（※
１

）ゆ
う

ゆ
う

び
と

バ
ン

ク
…

美
術

や
音

楽
、

ス
ポ

ー
ツ

、
語

学
な

ど
様

々
な

知
識

・技
術

・経
験

を
生

か
し

た
い

と
い

う
個

人
や

グ
ル

ー
プ

が
登

録
し

て
い

る
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
制

度
の

こ
と

。
（※

２
）ゆ

う
ゆ

う
び

と
講

座
…

講
師

経
験

の
少

な
い

ゆ
う

ゆ
う

び
と

バ
ン

ク
登

録
者

を
対

象
に

、
市

と
ゆ

う
ネ

ッ
ト

く
さ

つ
サ

ポ
ー

タ
ー

の
会

の
支

援
の

下
、

講
座

を
実

施
す

る
も

の
。

（※
３

）ゆ
う

ゆ
う

び
と

の
つ

ど
い

…
バ

ン
ク

登
録

者
や

日
々

の
学

習
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

る
方

が
た

の
交

流
を

図
り

、
ま

た
研

修
を

行
う

集
ま

り
。

（※
４

）ゆ
う

ネ
ッ

ト
く
さ

つ
サ

ポ
ー

タ
ー

の
会

・・
・ゆ

う
ゆ

う
び

と
バ

ン
ク

登
録

者
の

活
動

を
支

援
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
人

の
会

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
･活

用

人
材

は
充

実
し

て
い

る
が

登
録

分
野

に
偏

り
が

あ
る

よ
う

に
感

じ
る

の
で

、
身

近
な

地
域

の
学

習
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
る

よ
う

に
登

録
分

野
の

拡
大

を
目

指
し

て
ほ

し
い

。

社
会

教
育

主
事

が
各

施
設

に
出

向
き

、
ゆ

う
ゆ

う
び

と
バ

ン
ク

登
録

者
情

報
や

、
登

録
者

募
集

チ
ラ

シ
を

持
参

し
、

登
録

者
・登

録
分

野
の

拡
大

に
努

め
た

。
ま

た
、

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

情
報

交
換

会
等

に
お

い
て

も
周

知
す

る
な

ど
、

情
報

提
供

と
登

録
促

進
に

努
め

て
い

る
。

さ
ら

に
、

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

「ゆ
う

ネ
ッ

ト
く
さ

つ
サ

ポ
ー

タ
ー

の
会

」（
※

４
）と

協
働

し
な

が
ら

、
パ

ワ
フ

ル
交

流
市

民
の

日
ブ

ー
ス

な
ど

で
活

動
紹

介
を

行
い

、
バ

ン
ク

の
周

知
と

、
学

び
を

「生
か

す
」、

「人
と

つ
な

が
る

」こ
と

の
楽

し
さ

、
素

晴
ら

し
さ

を
啓

発
し

て
い

る
。

バ
ン

ク
登

録
者

の
活

動
に

偏
り

が
あ

る
こ

と
は

か
ね

て
か

ら
の

懸
案

で
あ

る
た

め
、

機
会

が
あ

る
ご

と
に

情
報

提
供

や
周

知
を

行
っ

て
い

る
が

、
未

だ
に

抜
本

的
な

改
善

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
地

域
に

お
け

る
ニ

ー
ズ

把
握

の
も

と
、

受
講

者
の

満
足

度
が

高
ま

る
よ

う
、

登
録

者
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

る
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

登
録

者
の

偏
り

や
、

受
け

手
と

発
信

側
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
が

あ
る

な
ど

、
上

手
く
機

能
を

し
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
。

事
業

の
必

要
性

を
見

直
す

べ
き

で
は

な
い

か
。
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3 7
3
4

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
9

2
0

2
0

2
0

2
0

実 績
1
9

2
0

2
0

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

（
１

）
小

中
学

校
に

お
け

る
環

境
学

習
の

推
進

学
校

政
策

推
進

課

市
内

全
小

中
学

校
に

お
い

て
、

環
境

学
習

を
教

育
課

程
の

中
に

位
置

づ
け

て
実

施
し

た
。

ま
た

、
ビ

オ
ト

ー
プ

を
活

用
し

た
学

習
や

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

に
関

す
る

先
進

的
な

取
組

な
ど

、
各

校
の

特
色

を
踏

ま
え

た
取

組
も

進
め

、
保

護
者

や
地

域
へ

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

環
境

学
習

を
実

施
し

て
い

る
学

校
の

数
20

校

具
体

施
策

（１
）こ

ど
も

エ
コ

ク
ラ

ブ
活

動
等

、
学

校
、

家
庭

、
地

域
で

取
り

組
め

る
環

境
学

習
の

機
会

を
提

供
し

ま
す

。

（２
）環

境
学

習
を

推
進

す
る

人
材

の
育

成
や

環
境

学
習

団
体

へ
の

支
援

と
交

流
・連

携
を

促
進

し
ま

す
。

（市
長

部
局

に
お

い
て

執
行

）

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

誰
も

が
参

加
で

き
る

環
境

学
習

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

生
涯

学
習

の
充

実
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（１
）

学
校

政
策

推
進

課

外
部

評
価

委
員

の
意

見

小
中

学
校

に
お

け
る

環
境

学
習

の
推

進

環
境

に
関

す
る

取
組

は
草

津
市

の
強

み
で

あ
り

、
草

津
市

子
ど

も
環

境
会

議
に

関
し

て
は

中
学

生
の

参
加

も
目

立
っ

て
き

て
い

る
な

ど
継

続
の

成
果

が
見

ら
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
活

動
を

全
国

に
発

信
し

な
が

ら
、

取
組

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。

草
津

市
子

ど
も

環
境

会
議

は
、

環
境

課
と

教
育

研
究

所
が

主
催

し
て

お
り

、
学

校
政

策
推

進
課

も
連

携
し

て
い

る
。

平
成

２
９

年
度

の
子

ど
も

環
境

会
議

に
は

、
市

内
１

４
小

学
校

、
中

学
校

は
４

校
の

壁
新

聞
に

加
え

、
市

外
の

学
校

か
ら

も
出

展
が

あ
り

、
各

ブ
ー

ス
で

質
問

形
式

の
エ

コ
活

動
取

材
ラ

リ
ー

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

市
内

全
小

中
学

校
で

、
教

育
課

程
に

位
置

づ
け

環
境

学
習

を
実

施
し

て
い

る
が

、
成

果
を

発
信

で
き

る
草

津
市

子
ど

も
環

境
会

議
に

全
小

中
学

校
が

参
加

す
る

こ
と

を
め

ざ
し

た
い

。

ビ
オ

ト
ー

プ
の

推
進

や
環

境
会

議
な

ど
、

レ
ベ

ル
の

高
い

環
境

学
習

が
さ

れ
て

い
る

と
思

う
。

評
価

項
目

で
あ

る
環

境
学

習
は

授
業

で
必

ず
行

う
も

の
な

の
で

、
せ

っ
か

く
の

取
組

が
反

映
で

き
る

よ
う

、
次

の
機

会
に

変
更

し
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3 7
3
5

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
5
5
0

6
0
0

6
5
0

7
0
0

7
5
0

実 績
5
5
6

5
7
6

5
8
3

目 標 達 成 度

1
0
1
.1

%
9
6
.0

%
8
9
.7

%

目 標
3
,5

0
0

3
,5

5
0

3
,6

0
0

3
,6

5
0

3
,7

0
0

実 績
3
,5

1
8

3
,7

4
8

3
,6

4
8

目 標 達 成 度

1
0
0
.5

%
1
0
5
.6

%
1
0
1
.3

%

目 標
9
0
0

9
2
0

9
4
0

9
7
0

1
,0

0
0

実 績
8
9
5

9
9
7

1
,0

6
5

目 標 達 成 度

9
9
.4

%
1
0
8
.4

%
1
1
3
.3

%

（
２

）
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

の
充

実

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

ス
ポ

ー
ツ

・レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

祭
を

開
催

し
、

多
く
の

市
民

に
ス

ポ
ー

ツ
を

す
る

機
会

の
提

供
と

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
を

普
及

・啓
発

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

く
さ

つ
健

幸
ウ

オ
ー

ク
や

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ポ
ー

ツ
デ

ー
（
※

２
）、

草
津

市
駅

伝
競

走
大

会
等

の
各

種
大

会
を

開
催

し
、

市
民

の
健

康
づ

く
り

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

市
民

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
祭

の
参

加
者

数

1,
00

0人

（
１

）
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
活

動
支

援
事

業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

「く
さ

つ
健

・交
ク

ラ
ブ

」の
会

員
数

増
加

に
向

け
た

活
動

基
盤

強
化

を
は

じ
め

、
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
体

験
イ

ベ
ン

ト
や

新
規

サ
ー

ク
ル

の
開

設
等

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
た

。
目

標
と

す
る

会
員

数
の

増
加

は
実

現
で

き
な

か
っ

た
も

の
の

、
当

初
目

標
を

上
回

る
回

数
の

定
期

サ
ー

ク
ル

活
動

の
実

施
等

を
通

じ
て

、
ス

ポ
ー

ツ
を

気
軽

に
楽

し
め

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

会
員

数
75

0人

（
１

）
学

校
体

育
施

設
開

放
事

業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
活

動
等

を
推

進
す

る
た

め
、

小
中

学
校

の
体

育
館

お
よ

び
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
学

校
教

育
に

支
障

が
な

い
範

囲
で

、
ス

ポ
ー

ツ
等

の
活

動
場

所
と

し
て

開
放

し
、

広
く
市

民
に

ス
ポ

ー
ツ

や
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

実
践

で
き

る
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

開
放

登
録

者
数

3,
70

0人

具
体

施
策

（１
）総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
（※

１
）の

育
成

と
学

校
体

育
施

設
等

の
活

用
に

よ
る

地
域

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
推

進
し

ま
す

。

（２
）各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
等

の
充

実
と

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
や

健
康

づ
く
り

事
業

の
展

開
を

図
り

ま
す

。

（３
）生

涯
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

を
目

指
す

市
民

団
体

の
育

成
・支

援
を

進
め

、
市

民
の

ス
ポ

ー
ツ

参
加

を
促

進
し

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

市
民

の
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

具
体

目
標

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
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Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
4

4
5

6
7

実 績
4

4
5

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
３

）
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

（※
３

）設
立

の
支

援

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

市
民

が
身

近
に

ス
ポ

ー
ツ

が
で

き
る

環
境

を
整

え
る

た
め

、
小

学
校

等
を

拠
点

に
活

動
す

る
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
設

立
に

向
け

て
、

個
別

に
地

域
特

性
を

踏
ま

え
た

助
言

や
支

援
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

新
設

を
進

め
た

。
ま

た
、

小
学

校
区

の
体

育
振

興
会

会
長

で
構

成
す

る
草

津
市

体
育

振
興

会
連

絡
協

議
会

を
通

じ
て

、
新

た
な

ク
ラ

ブ
の

設
立

に
向

け
た

機
運

の
醸

成
に

努
め

た
。

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
設

立
数

7ク
ラ

ブ

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値
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（１
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（１
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（２
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

等
の

充
実

市
民

ニ
ー

ズ
は

様
々

で
あ

る
が

、
個

人
で

も
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

は
健

康
づ

く
り

の
よ

い
き

っ
か

け
と

な
る

。
特

に
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
な

ど
気

軽
に

参
加

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
は

有
効

で
あ

る
と

思
う

。

平
成

２
９

年
度

か
ら

ウ
オ

ー
キ

ン
グ

を
通

じ
た

ス
ポ

ー
ツ

健
康

づ
く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

市
内

を
ス

テ
ー

ジ
に

し
た

「く
さ

つ
健

幸
ウ

オ
ー

ク
」を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

だ
れ

も
が

気
軽

に
参

加
で

き
る

「草
津

市
民

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

祭
」な

ど
の

各
種

事
業

を
展

開
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
運

営
の

見
直

し
や

広
報

の
充

実
を

通
じ

て
、

さ
ら

な
る

参
加

者
の

増
加

に
努

め
た

。

市
だ

け
で

な
く
、

様
々

な
主

体
に

よ
る

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

が
現

在
実

施
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
各

事
業

の
効

果
を

見
極

め
て

い
く
と

と
も

に
、

事
業

実
施

に
当

た
っ

て
は

よ
り

多
く
の

市
民

が
楽

し
め

、
気

軽
に

参
加

で
き

る
大

会
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

子
育

て
世

代
な

ど
、

な
か

な
か

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
で

き
な

い
市

民
に

も
、

気
軽

に
運

動
が

で
き

る
機

会
や

場
所

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

活
動

支
援

事
業

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

は
、

多
く
の

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

て
お

り
、

ス
ポ

ー
ツ

が
身

近
な

も
の

と
な

る
良

い
き

っ
か

け
だ

と
思

う
の

で
、

今
後

も
充

実
さ

せ
て

い
く
と

と
も

に
認

知
度

の
向

上
に

努
め

て
ほ

し
い

。

草
津

市
広

報
に

よ
り

会
員

の
募

集
や

イ
ベ

ン
ト

の
周

知
を

行
っ

た
。

ま
た

、
市

内
小

学
校

等
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

に
か

か
る

支
援

を
行

っ
た

。

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

が
認

知
度

を
高

め
、

効
率

的
・安

定
的

な
運

営
を

さ
れ

る
よ

う
、

事
務

局
体

制
や

活
動

基
盤

強
化

に
向

け
た

支
援

を
継

続
的

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
－

学
校

体
育

施
設

開
放

事
業

身
近

な
運

動
施

設
と

し
て

ニ
ー

ズ
は

高
い

と
思

う
が

、
調

整
に

手
間

が
掛

か
る

の
が

課
題

に
思

え
る

。
学

校
へ

の
負

担
を

減
ら

し
つ

つ
事

業
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

毎
年

、
草

津
市

立
学

校
体

育
施

設
開

放
運

営
委

員
会

を
開

催
し

、
施

設
利

用
の

促
進

や
適

正
な

施
設

利
用

に
つ

い
て

協
議

す
る

と
と

も
に

、
施

設
利

用
に

か
か

る
調

整
会

議
に

て
、

利
用

希
望

者
へ

、
施

設
利

用
時

の
厳

守
事

項
に

つ
い

て
周

知
、

徹
底

を
図

っ
た

。
ま

た
、

平
成

２
７

年
度

か
ら

順
次

、
各

小
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
照

明
の

改
修

工
事

を
行

い
、

利
用

者
の

利
便

性
向

上
に

努
め

た
。

多
様

な
ス

ポ
ー

ツ
ニ

ー
ズ

や
利

用
希

望
者

の
増

加
に

対
応

す
る

た
め

、
さ

ら
な

る
学

校
体

育
施

設
の

開
放

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

引
き

続
き

、
学

校
体

育
施

設
利

用
者

に
対

し
て

、
利

用
に

か
か

る
ル

ー
ル

や
厳

守
事

項
の

遵
守

に
つ

い
て

徹
底

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

施
設

の
使

い
方

に
つ

い
て

は
ど

う
し

て
も

ト
ラ

ブ
ル

に
な

り
が

ち
で

あ
る

。
学

校
の

負
担

が
で

き
る

限
り

軽
く
な

る
よ

う
努

め
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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（３
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

注
釈

（※
１

）総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

・・
・地

域
住

民
の

だ
れ

も
が

、
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
い

つ
ま

で
も

、
ス

ポ
ー

ツ
を

気
軽

に
楽

し
み

・親
し

む
こ

と
の

で
き

る
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
社

会
の

実
現

を
基

本
理

念
と

し
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
能

力
や

体
力

・運
動

能
力

の
向

上
、

健
康

の
保

持
・増

進
の

基
礎

を
培

う
た

め
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

や
イ

ベ
ン

ト
な

ど
を

行
う

も
の

。
（※

２
）チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ポ

ー
ツ

デ
ー

・・
・健

康
づ

く
り

や
市

民
の

交
流

を
図

る
た

め
、

市
内

の
各

所
で

市
民

の
誰

も
が

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

よ
り

多
く
の

市
民

に
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

ん
で

も
ら

い
、

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

の
こ

と
。

（※
３

）地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
・・

・市
内

の
小

学
校

を
活

動
拠

点
と

し
、

地
域

住
民

の
誰

も
が

気
軽

に
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
活

動
を

定
期

的
に

行
い

、
小

学
校

区
単

位
で

活
動

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
。

草
津

市
で

は
、

現
在

、
志

津
、

矢
倉

、
山

田
、

老
上

・老
上

西
、

常
盤

小
学

校
区

で
活

動
さ

れ
て

い
る

。

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
設

立
の

支
援

地
域

交
流

の
場

と
し

て
有

効
で

あ
る

と
思

う
の

で
、

継
続

し
て

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

設
立

に
向

け
て

支
援

を
し

て
ほ

し
い

。

長
期

安
定

的
に

運
営

で
き

る
新

た
な

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

設
立

に
向

け
て

、
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
や

体
育

振
興

会
等

の
関

係
団

体
と

の
連

携
も

図
り

な
が

ら
、

個
別

に
助

言
・相

談
を

行
う

と
と

も
に

、
設

立
に

か
か

る
補

助
制

度
の

創
設

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

老
上

・老
上

西
小

学
校

区
に

よ
る

「Ａ
Ｌ

Ｌ
老

上
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

」を
創

設
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

新
た

な
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
設

立
に

向
け

て
は

、
各

地
域

特
性

や
ス

ポ
ー

ツ
推

進
等

に
か

か
る

地
域

の
取

組
状

況
を

踏
ま

え
て

、
地

域
へ

の
働

き
か

け
や

相
談

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

既
設

の
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
安

定
的

な
運

営
に

向
け

て
も

支
援

す
る

必
要

が
あ

る
。

－

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見
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3 7
3
6

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
7
0

7
5

8
0

8
5

9
0

実 績
5
6
.5

5
8

6
1

目 標 達 成 度

8
0
.7

%
7
7
.3

%
7
6
.3

%

目 標
4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

実 績
3
1
2

3
4
9

7
6
5

目 標 達 成 度

7
8
.0

%
6
9
.8

%
1
2
7
.5

%

目 標
8

8
8

8
8

実 績
8

8
7

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
8
7
.5

%

（
２

）
国

民
体

育
大

会
選

手
育

成
事

業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

国
民

体
育

大
会

の
選

手
の

発
掘

や
育

成
の

取
組

と
し

て
、

草
津

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
に

お
い

て
実

施
さ

れ
た

ジ
ュ

ニ
ア

世
代

の
選

手
発

掘
お

よ
び

競
技

力
向

上
の

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
教

室
、

講
習

会
の

開
催

を
支

援
し

た
結

果
、

教
室

開
催

数
の

増
加

に
よ

り
、

参
加

者
数

が
目

標
値

を
大

き
く
上

回
っ

た
。

競
技

力
向

上
の

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
教

室
や

講
習

会
の

参
加

者
数

８
０

０
人

（
３

）
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
団

体
等

支
援

事
業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

Ｍ
ＩＯ

び
わ

こ
滋

賀
の

J
リ

ー
グ

へ
の

加
盟

に
向

け
て

、
チ

ー
ム

を
市

民
に

深
く
浸

透
さ

せ
る

た
め

、
サ

ッ
カ

ー
を

通
し

た
子

ど
も

の
健

全
育

成
や

地
域

へ
の

社
会

貢
献

活
動

を
「M

IO
夢

先
生

事
業

」
と

し
て

実
施

し
、

幅
広

い
世

代
へ

チ
ー

ム
の

認
知

度
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
滋

賀
レ

イ
ク

ス
タ

ー
ズ

が
発

行
す

る
「レ

イ
ク

ス
マ

ガ
ジ

ン
」を

各
小

学
校

に
配

布
し

、
市

民
が

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
を

応
援

し
て

い
く
機

運
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

Ｍ
ＩＯ

び
わ

こ
滋

賀
夢

先
生

事
業

の
実

施
回

数
8回

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
草

津
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

等
活

動
支

援
事

業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

競
技

ス
ポ

ー
ツ

を
推

進
す

る
た

め
、

市
内

の
競

技
団

体
等

で
構

成
さ

れ
て

い
る

草
津

市
体

育
協

会
の

運
営

や
、

事
業

活
動

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

各
競

技
団

体
の

活
発

な
活

動
を

促
す

こ
と

が
で

き
た

が
、

県
民

体
育

大
会

の
総

得
点

数
は

、
前

年
度

に
比

べ
て

微
増

に
終

わ
っ

た
。

ま
た

、
草

津
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

活
動

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
、

ジ
ュ

ニ
ア

世
代

の
競

技
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

県
民

体
育

大
会

の
点

数
（総

得
点

数
）

90
点

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

競
技

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

具
体

目
標

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進

具
体

施
策

（１
）競

技
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

を
目

指
す

団
体

の
育

成
・支

援
を

進
め

ま
す

。

（２
）国

民
体

育
大

会
に

向
け

た
選

手
や

ア
ス

リ
ー

ト
の

育
成

を
進

め
ま

す
。

（３
）プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
団

体
の

活
動

を
支

援
し

、
市

民
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

関
心

を
高

め
ま

す
。

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る
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（１
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（２
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

（３
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

注
釈国
民

体
育

大
会

選
手

育
成

事
業

活
躍

す
る

選
手

が
出

れ
ば

、
若

い
世

代
の

励
み

に
な

る
の

で
今

後
と

も
選

手
の

育
成

に
力

を
い

れ
て

ほ
し

い
。

全
国

大
会

に
出

場
さ

れ
た

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
に

つ
い

て
、

市
長

激
励

会
を

開
催

し
た

。
ま

た
、

大
会

出
場

激
励

金
制

度
や

市
民

ス
ポ

ー
ツ

大
賞

制
度

を
活

用
し

、
競

技
に

取
り

組
む

励
み

の
一

つ
と

し
た

。

選
手

の
育

成
に

つ
い

て
は

、
草

津
市

ス
ポ

ー
ツ

協
会

だ
け

で
の

取
組

に
は

限
界

が
あ

り
、

高
等

学
校

や
大

学
な

ど
と

連
携

し
た

取
組

を
一

層
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

ジ
ュ

ニ
ア

世
代

の
育

成
に

つ
い

て
、

小
学

校
６

年
生

は
非

常
に

忙
し

い
の

で
、

５
年

生
の

方
が

参
加

し
や

す
い

と
思

う
。

考
慮

い
た

だ
い

て
、

声
を

か
け

て
い

た
だ

け
る

と
良

い
と

思
う

。

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

団
体

等
支

援
事

業

身
近

な
ス

ポ
ー

ツ
団

体
を

活
用

し
て

、
ス

ポ
ー

ツ
が

よ
り

身
近

な
も

の
に

感
じ

ら
れ

る
よ

う
な

取
組

に
し

て
ほ

し
い

。

サ
ッ

カ
ー

チ
ー

ム
「Ｍ

ＩＯ
び

わ
こ

滋
賀

」の
選

手
等

が
市

内
の

学
校

を
訪

問
し

、
子

ど
も

た
ち

と
交

流
す

る
「Ｍ

ＩＯ
夢

先
生

事
業

」を
実

施
し

た
。

ま
た

、
滋

賀
ユ

ナ
イ

テ
ッ

ド
Ｂ

Ｃ
の

選
手

を
お

招
き

し
た

野
球

教
室

の
開

催
を

支
援

し
た

。
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
子

ど
も

た
ち

に
ス

ポ
ー

ツ
の

魅
力

を
伝

え
る

と
と

も
に

、
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
と

の
交

流
を

通
じ

て
、

夢
の

大
切

さ
や

目
標

達
成

に
向

け
た

心
構

え
な

ど
を

学
ぶ

機
会

を
つ

く
る

こ
と

が
で

き
た

。

市
民

が
身

近
に

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

を
観

戦
す

る
機

会
や

直
接

指
導

が
受

け
ら

れ
る

機
会

の
創

出
に

向
け

て
、

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

チ
ー

ム
と

連
携

し
た

事
業

の
展

開
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

プ
ロ

の
選

手
と

直
接

触
れ

合
う

こ
と

は
夢

を
与

え
る

貴
重

な
機

会
で

あ
る

。
是

非
続

け
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

草
津

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
等

活
動

支
援

事
業

人
材

バ
ン

ク
制

度
は

教
育

現
場

に
お

い
て

非
常

に
役

立
つ

も
の

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

充
実

さ
せ

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

草
津

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
で

取
り

組
ま

れ
た

、
専

門
的

技
術

・
指

導
力

を
備

え
た

加
盟

団
体

の
ス

ポ
ー

ツ
経

験
者

等
を

登
録

・派
遣

す
る

人
材

バ
ン

ク
制

度
の

創
設

に
向

け
て

支
援

し
た

。
ま

た
、

当
該

制
度

を
活

用
し

、
中

学
校

の
運

動
部

活
動

で
専

門
的

な
指

導
者

の
派

遣
を

希
望

す
る

中
学

校
に

対
し

て
、

１
２

件
の

支
援

を
行

っ
た

。

県
民

体
育

大
会

の
総

得
点

が
目

標
値

を
下

回
っ

て
お

り
、

ワ
ー

ル
ド

マ
ス

タ
ー

ズ
ゲ

ー
ム

ズ
２

０
２

１
関

西
、

滋
賀

県
で

の
国

民
体

育
大

会
の

開
催

に
向

け
て

、
競

技
力

向
上

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

草
津

市
ス

ポ
ー

ツ
協

会
の

人
材

バ
ン

ク
に

つ
い

て
は

、
指

導
者

派
遣

に
か

か
る

マ
ッ

チ
ン

グ
に

課
題

が
あ

り
、

ま
ず

は
登

録
者

数
の

拡
大

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

競
技

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
に

は
、

今
後

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

確
保

等
も

必
要

だ
と

思
う

の
で

、
子

ど
も

だ
け

で
な

く
幅

広
い

市
民

に
理

解
を

促
す

取
組

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。
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3 7
3
7

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
8
6
.0

8
8
.0

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

実 績
8
0
.0

8
8
.0

6
8
.3

目 標 達 成 度

9
3
.0

%
1
0
0
.0

%
7
5
.9

%

（
１

）
社

会
体

育
施

設
管

理
運

営
事

業

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

国
民

体
育

大
会

に
向

け
て

、
野

村
公

園
体

育
館

の
整

備
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
社

会
体

育
施

設
に

お
け

る
必

要
な

施
設

更
新

を
通

じ
て

、
利

用
者

の
満

足
度

向
上

を
図

っ
た

。
ま

た
、

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

参
加

で
き

る
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

実
施

を
通

じ
て

、
市

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
取

り
組

む
き

っ
か

け
づ

く
り

と
、

ス
ポ

ー
ツ

を
継

続
す

る
人

の
増

加
が

図
れ

、
結

果
と

し
て

、
施

設
の

利
用

が
促

進
で

き
た

。

施
設

利
用

者
の

利
用

満
足

度
（％

）
90

.0
%

具
体

施
策

（１
）国

民
体

育
大

会
に

向
け

た
社

会
体

育
施

設
の

整
備

・改
修

を
計

画
的

に
実

施
し

、
施

設
の

利
用

促
進

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

に
努

め
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る

目
標

生
涯

学
習

・
ス

ポ
ー

ツ
の

充
実

施
策

社
会

体
育

施
設

の
整

備
・充

実
を

図
り

ま
す

。

具
体

目
標

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
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（１
）

ス
ポ

ー
ツ

保
健

課

注
釈

外
部

評
価

委
員

の
意

見

社
会

体
育

施
設

管
理

運
営

事
業

熱
中

症
対

策
に

関
し

て
改

善
が

み
ら

れ
る

の
で

、
今

後
も

注
意

し
な

が
ら

継
続

し
て

ほ
し

い
。

簡
易

熱
中

症
指

数
計

を
活

用
し

な
が

ら
、

利
用

者
に

対
し

て
窓

口
で

こ
ま

め
な

水
分

摂
取

等
に

つ
い

て
呼

び
か

け
る

ほ
か

、
屋

外
で

は
簡

易
テ

ン
ト

や
パ

ラ
ソ

ル
を

設
置

し
、

屋
内

で
は

扇
風

機
を

無
料

で
貸

し
出

し
た

。

ス
ポ

ー
ツ

環
境

の
充

実
に

向
け

て
、

引
き

続
き

社
会

体
育

施
設

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
利

用
者

満
足

度
を

高
め

る
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

新
施

設
に

つ
い

て
は

、
幅

広
い

世
代

が
活

用
で

き
る

よ
う

、
利

用
者

目
線

で
設

計
・運

用
に

つ
い

て
検

討
し

て
ほ

し
い

。
熱

中
症

対
策

に
つ

い
て

は
、

施
設

側
で

も
対

策
を

お
願

い
し

た
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3 8
3
8

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
8
,0

0
0

4
1
,0

0
0

6
3
,0

0
0

8
1
,0

0
0

8
8
,0

0
0

実 績
1
7
,9

6
6

4
4
,8

3
2

5
9
,7

6
7

目 標 達 成 度

9
9
.8

%
1
0
9
.3

%
9
4
.9

%

目 標
5
9
.0

6
8
.0

7
5
.0

8
3
.0

1
0
0
.0

実 績
5
9
.0

6
7
.0

8
3
.0

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
9
8
.5

%
1
1
0
.7

%

目 標
1
8
,5

0
0

1
8
,7

0
0

1
9
,6

0
0

1
9
,6

0
0

1
9
,6

0
0

実 績
1
8
,8

0
3

1
8
,6

9
4

1
8
,0

5
0

目 標 達 成 度

1
0
1
.6

%
1
0
0
.0

%
9
2
.1

%

（
２

）
史

跡
草

津
宿

本
陣

保
存

整
備

事
業

文
化

財
保

護
課

史
跡

草
津

宿
本

陣
の

第
２

次
保

存
管

理
計

画
と

し
て

史
跡

構
成

要
素

の
整

備
を

図
る

た
め

、
土

蔵
２

の
保

存
修

理
工

事
に

取
り

組
み

、
土

蔵
２

の
保

存
修

理
工

事
を

終
了

し
た

。

第
２

次
保

存
修

理
工

事
等

の
進

捗
率

（執
行

済
事

業
費

累
計

/
第

２
次

保
存

事
業

費
総

額
）

10
0.

0%

（
３

）
史

跡
草

津
宿

本
陣

管
理

運
営

事
業

草
津

宿
街

道
交

流
館

史
跡

草
津

宿
本

陣
を

適
切

に
公

開
・管

理
す

る
と

と
も

に
、

史
跡

を
活

用
し

た
各

種
事

業
を

実
施

し
、

本
市

の
歴

史
文

化
を

市
民

に
啓

発
し

た
。

特
に

、
伝

統
文

化
に

触
れ

る
機

会
と

し
て

毎
月

開
催

し
て

い
る

「本
陣

楽
座

」事
業

（※
１

）と
、

四
季

折
々

の
設

え
に

よ
り

本
陣

の
魅

力
向

上
を

図
る

「本
陣

四
季

彩
々

」（
※

２
）な

ど
を

引
き

続
き

実
施

し
入

館
者

は
１

８
,０

５
０

人
を

得
た

が
、

昨
年

に
比

べ
２

つ
の

学
校

団
体

の
入

館
が

中
止

と
な

る
な

ど
の

影
響

で
、

増
加

を
見

込
ん

だ
目

標
値

（※
３

）に
及

ば
な

か
っ

た
。

草
津

宿
本

陣
年

間
入

館
者

数
19

,6
00

人

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
埋

蔵
文

化
財

調
査

事
業

文
化

財
保

護
課

個
人

住
宅

建
築

お
よ

び
遺

跡
範

囲
確

認
調

査
と

し
て

５
８

９
㎡

、
民

間
開

発
に

伴
い

１
４

,３
４

６
㎡

の
発

掘
調

査
を

行
っ

た
ほ

か
、

各
種

開
発

に
先

立
ち

６
０

,１
１

９
㎡

を
対

象
と

し
た

試
掘

調
査

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
各

遺
跡

の
内

容
を

記
録

化
し

、
地

域
の

歴
史

を
解

明
す

る
資

料
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

発
掘

調
査

面
積

累
計

88
,0

00
㎡

目
標

文
化

・
芸

術
の

振
興

施
策

文
化

財
の

保
護

と
活

用
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

文
化

財
の

調
査

・
整

備
・
活

用

具
体

施
策

（１
）各

種
文

化
財

の
調

査
を

進
め

、
積

極
的

な
情

報
提

供
を

図
り

ま
す

。

（２
）各

種
文

化
財

の
保

護
・継

承
に

努
め

ま
す

。

（３
）史

跡
草

津
宿

本
陣

等
の

文
化

財
を

公
開

し
、

活
用

に
努

め
ま

す
。

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る
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（１
）

文
化

財
保

護
課

（２
）

文
化

財
保

護
課

（３
）

草
津

宿
街

道
交

流
館

注
釈

（※
１

）「
本

陣
楽

座
」事

業
…

草
津

宿
本

陣
の

楽
座

館
を

会
場

に
毎

月
定

例
で

実
施

し
て

い
る

落
語

会
な

ど
の

伝
統

芸
能

鑑
賞

講
座

の
こ

と
。

（※
２

）「
本

陣
四

季
彩

々
」…

本
陣

の
リ

ピ
ー

タ
ー

確
保

を
目

指
し

、
季

節
感

あ
る

書
画

や
雛

人
形

を
展

示
す

る
な

ど
四

季
折

々
の

変
化

を
も

た
ら

せ
る

演
出

の
こ

と
。

（※
３

）目
標

値
…

総
合

計
画

に
定

め
た

史
跡

草
津

宿
本

陣
と

草
津

宿
街

道
交

流
館

と
の

両
館

入
館

者
数

32
,7

00
人

（Ｈ
29

）の
う

ち
本

陣
入

館
者

数
を

い
う

。

史
跡

草
津

宿
本

陣
保

存
整

備
事

業

草
津

宿
本

陣
は

観
光

資
源

と
し

て
も

重
要

で
あ

り
、

公
開

・
活

用
の

充
実

と
と

も
に

、
リ

ピ
ー

タ
ー

を
増

や
す

取
組

を
お

願
い

し
た

い
。

史
跡

草
津

宿
本

陣
の

工
夫

を
凝

ら
し

た
公

開
・活

用
に

向
け

て
、

所
有

者
お

よ
び

草
津

宿
街

道
交

流
館

と
調

整
を

進
め

た
。

そ
の

結
果

、
草

津
宿

街
道

交
流

館
で

四
季

の
設

え
を

醸
し

出
す

工
夫

な
ど

、
特

色
あ

る
取

組
を

行
っ

た
。

史
跡

草
津

宿
本

陣
に

つ
い

て
は

、
指

定
地

域
全

域
の

公
開

・活
用

に
向

け
て

、
現

公
開

範
囲

の
防

災
対

策
事

業
や

、
未

整
備

範
囲

の
建

物
、

堀
、

藪
等

の
整

備
を

計
画

的
に

進
め

る
た

め
、

今
後

、
保

存
管

理
計

画
や

整
備

基
本

計
画

の
策

定
に

取
組

む
必

要
が

あ
る

。

－

史
跡

草
津

宿
本

陣
管

理
運

営
事

業

地
域

の
子

ど
も

に
と

っ
て

も
身

近
な

施
設

と
な

る
よ

う
、

企
画

内
容

の
工

夫
が

必
要

で
あ

る
と

思
う

。

子
ど

も
向

け
の

企
画

と
し

て
、

納
涼

ま
つ

り
の

夜
間

公
開

時
の

影
絵

演
出

、
夏

季
の

ク
イ

ズ
ラ

リ
ー

、
専

任
読

手
に

よ
る

本
格

的
な

百
人

一
首

大
会

、
落

語
家

に
教

わ
る

落
語

家
体

験
会

な
ど

を
開

催
し

、
江

戸
時

代
の

伝
統

芸
能

を
身

近
に

感
じ

て
も

ら
う

機
会

を
提

供
し

た
。

各
種

の
子

ど
も

向
け

事
業

を
体

系
的

に
整

理
し

て
広

報
し

、
ま

た
関

係
機

関
と

連
携

・共
催

す
る

な
ど

し
て

、
子

ど
も

た
ち

が
繰

り
返

し
参

加
で

き
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く
り

が
求

め
ら

れ
る

。

草
津

宿
本

陣
は

非
常

に
魅

力
の

あ
る

施
設

な
の

で
、

リ
ピ

ー
タ

ー
を

増
や

す
こ

と
が

課
題

だ
と

思
う

。
草

津
の

子
ど

も
は

も
ち

ろ
ん

で
あ

る
が

、
近

隣
の

市
町

の
子

ど
も

た
ち

に
も

親
し

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

埋
蔵

文
化

財
調

査
事

業

文
化

財
を

身
近

な
も

の
に

す
る

た
め

に
、

例
え

ば
図

書
館

の
２

階
な

ど
で

文
化

財
の

発
掘

状
況

や
現

物
を

公
開

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

検
討

し
て

ほ
し

い
。

南
笠

町
お

よ
び

野
路

町
で

実
施

し
て

い
る

プ
リ

ム
タ

ウ
ン

土
地

区
画

整
理

事
業

に
伴

う
発

掘
調

査
成

果
を

中
心

に
市

民
を

対
象

に
し

た
報

告
会

を
開

催
し

た
ほ

か
、

中
学

校
の

職
場

体
験

や
親

子
遺

跡
発

掘
体

験
を

実
施

す
る

な
ど

、
多

く
の

方
々

に
地

域
の

歴
史

に
つ

い
て

関
心

を
持

っ
て

い
た

だ
く
場

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

「草
津

の
古

代
を

掘
る

」や
、

ま
ち

づ
く
り

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

事
業

を
進

め
て

き
た

が
、

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

の
必

要
性

を
認

識
し

て
い

た
だ

く
き

っ
か

け
づ

く
り

は
必

要
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

市
民

向
け

の
発

掘
調

査
成

果
の

報
告

会
等

を
開

催
し

、
啓

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

優
れ

た
出

土
品

に
つ

い
て

は
文

化
財

指
定

等
の

措
置

を
講

じ
る

と
と

も
に

展
示

会
等

を
行

い
、

市
民

の
方

々
に

周
知

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

埋
蔵

文
化

財
が

身
近

に
見

ら
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
施

設
を

活
用

し
て

展
示

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
こ

と
も

検
討

し
て

ほ
し

い
。
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3 8
3
9

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

実 績
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

目 標
1
2
,4

0
0

1
2
,5

0
0

1
3
,1

0
0

1
3
,1

0
0

1
3
,1

0
0

実 績
1
4
,5

4
5

1
4
,6

3
5

1
5
,0

1
9

目 標 達 成 度

1
1
7
.3

%
1
1
7
.1

%
1
1
4
.6

%

目 標
2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

実 績
2
7

2
5

2
1

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
8
9
.3

%
7
2
.4

%
0
.0

%
0
.0

%

（３
）

学
校

連
携

事
業

草
津

宿
街

道
交

流
館

／
文

化
財

保
護

課

草
津

宿
街

道
交

流
館

・史
跡

草
津

宿
本

陣
で

は
、

学
校

団
体

の
見

学
対

応
お

よ
び

出
前

講
座

を
実

施
し

、
子

ど
も

た
ち

に
地

域
の

歴
史

文
化

に
親

し
む

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
が

で
き

た
が

、
天

候
等

の
理

由
で

前
年

よ
り

両
館

で
受

入
数

が
４

件
減

少
し

た
。

ま
た

、
職

場
体

験
は

７
校

か
ら

の
申

込
み

が
あ

っ
た

が
、

う
ち

１
校

は
希

望
者

が
な

く
、

結
果

と
し

て
目

標
数

に
達

す
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

学
校

と
連

携
し

て
実

施
し

た
事

業
の

件
数

31
 件

（１
）

文
化

財
保

護
助

成
事

業
文

化
財

保
護

課

指
定

文
化

財
所

有
者

等
に

適
正

な
保

存
、

維
持

管
理

等
の

た
め

の
助

成
措

置
を

継
続

し
て

実
施

し
た

。
平

成
２

９
年

度
は

、
指

定
文

化
財

の
防

災
設

備
の

保
守

点
検

や
サ

ン
ヤ

レ
踊

り
な

ど
の

民
俗

文
化

財
保

存
育

成
事

業
等

２
２

件
に

対
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る
と

と
も

に
所

有
者

か
ら

の
意

見
聴

取
な

ど
を

行
い

、
指

定
文

化
財

の
適

正
な

保
存

が
図

れ
る

よ
う

に
取

組
を

進
め

た
。

補
助

達
成

率
10

0.
0%

（２
）

草
津

宿
街

道
交

流
館

運
営

事
業

草
津

宿
街

道
交

流
館

市
民

が
草

津
の

歴
史

文
化

に
愛

着
を

持
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
例

年
実

施
し

て
い

る
草

津
宿

街
道

交
流

館
で

の
テ

ー
マ

展
示

や
歴

史
講

座
に

加
え

、
東

海
道

草
津

宿
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

開
催

し
本

市
の

歴
史

的
特

性
に

つ
い

て
広

く
啓

発
し

た
。

ま
た

、
展

示
室

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
を

行
い

,よ
り

実
物

志
向

の
魅

力
あ

る
展

示
に

変
更

し
た

ほ
か

、
浮

世
絵

の
画

像
を

デ
ザ

イ
ン

し
た

マ
ン

ホ
ー

ル
カ

ー
ド

（※
１

）の
配

布
を

当
館

で
行

っ
た

こ
と

も
あ

り
入

館
者

は
目

標
値

（※
２

）を
上

回
る

１
５

,０
１

９
人

と
な

っ
た

。

草
津

宿
街

道
交

流
館

年
間

入
館

者
数

13
,1

00
人

具
体

施
策

（１
）地

域
に

根
ざ

し
た

各
種

文
化

財
の

適
切

な
保

存
・継

承
と

そ
の

育
成

に
努

め
ま

す
。

（２
）地

域
の

歴
史

を
紹

介
す

る
展

覧
会

や
講

座
を

実
施

し
、

市
民

が
地

域
の

歴
史

に
触

れ
る

機
会

づ
く
り

に
努

め
ま

す
。

（３
）学

校
と

連
携

し
た

地
域

の
歴

史
学

習
の

場
を

設
け

ま
す

。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る

目
標

文
化

・
芸

術
の

振
興

施
策

郷
土

愛
を

育
む

地
域

づ
く
り

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

ふ
る

さ
と

意
識

と
郷

土
愛

の
醸

成
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（１
）

文
化

財
保

護
課

（２
）

草
津

宿
街

道
交

流
館

（３
）

草
津

宿
街

道
交

流
館

／
文

化
財

保
護

課

学
校

連
携

事
業

出
前

授
業

で
、

本
物

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
し

て
い

る
こ

と
は

非
常

に
魅

力
的

な
取

組
だ

と
思

う
。

ま
た

、
職

場
体

験
を

通
し

て
学

べ
る

こ
と

も
多

い
と

思
う

の
で

、
今

後
と

も
継

続
し

て
ほ

し
い

。

昨
年

に
引

き
続

き
学

校
へ

の
出

前
事

業
を

実
施

し
、

現
地

見
学

の
事

前
学

習
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
。

職
場

体
験

事
業

も
引

き
続

き
関

心
の

あ
る

子
ど

も
を

迎
え

、
地

域
の

歴
史

の
楽

し
み

を
よ

り
一

層
感

じ
取

っ
て

も
ら

う
機

会
と

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

子
ど

も
向

け
の

個
人

対
象

事
業

と
し

て
ク

イ
ズ

ラ
リ

ー
や

百
人

一
首

大
会

、
落

語
家

体
験

な
ど

を
行

っ
た

が
、

こ
れ

ら
の

広
報

手
段

に
つ

い
て

は
、

学
校

と
の

連
携

が
不

可
欠

と
な

っ
て

い
る

。

子
ど

も
へ

の
働

き
か

け
は

十
分

に
さ

れ
て

い
る

の
で

、
次

は
子

ど
も

か
ら

発
信

し
て

も
ら

う
事

業
が

あ
れ

ば
よ

り
効

果
的

な
の

で
は

な
い

か
。

授
業

等
の

関
係

で
難

し
い

部
分

も
あ

る
と

思
う

が
、

ぜ
ひ

検
討

し
て

ほ
し

い
。

注
釈

（※
１

）マ
ン

ホ
ー

ル
カ

ー
ド

…
全

国
の

自
治

体
等

が
共

同
で

制
作

し
、

訪
れ

た
人

に
無

料
で

配
布

す
る

カ
ー

ド
。

本
市

で
は

浮
世

絵
を

デ
ザ

イ
ン

し
た

マ
ン

ホ
ー

ル
を

紹
介

し
て

い
る

。
（※

２
）目

標
値

…
総

合
計

画
に

定
め

た
史

跡
草

津
宿

本
陣

と
草

津
宿

街
道

交
流

館
と

の
両

館
入

館
者

数
32

,7
00

人
（Ｈ

29
）の

う
ち

草
津

宿
街

道
交

流
館

入
館

者
数

を
い

う
。

外
部

評
価

委
員

の
意

見

文
化

財
保

護
助

成
事

業

個
人

所
有

の
文

化
財

に
つ

い
て

は
、

紛
失

や
消

滅
か

ら
守

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

し
て

ほ
し

い
。

指
定

文
化

財
の

適
正

な
保

存
に

努
め

る
た

め
、

文
化

財
所

有
者

に
対

し
文

化
財

の
状

況
に

関
す

る
意

見
聴

取
を

行
い

、
適

切
な

補
助

金
の

交
付

等
に

よ
っ

て
保

護
に

努
め

た
。

所
有

者
の

高
齢

化
や

保
存

団
体

構
成

の
変

化
な

ど
が

進
ん

で
お

り
、

今
後

も
適

宜
事

業
者

等
へ

の
意

見
聴

取
を

行
い

、
聴

取
内

容
に

も
と

づ
く

対
応

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

大
学

等
と

も
連

携
し

て
、

他
府

県
か

ら
の

人
材

に
文

化
財

を
発

見
し

て
も

ら
う

取
組

も
検

討
し

て
み

て
ほ

し
い

。

草
津

宿
街

道
交

流
館

運
営

事
業

情
報

発
信

の
成

果
と

し
て

、
多

く
の

入
館

者
数

を
維

持
し

て
い

る
の

で
、

今
後

も
入

館
者

の
増

加
に

向
け

た
取

組
を

継
続

し
て

ほ
し

い
。

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
活

用
、

報
道

機
関

へ
の

情
報

提
供

な
ど

、
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
東

海
道

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
に

よ
っ

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

さ
れ

情
報

網
の

充
実

に
つ

な
が

っ
た

と
考

え
る

。

市
民

が
繰

り
返

し
来

館
し

草
津

の
歴

史
文

化
へ

の
関

心
を

よ
り

深
め

る
た

め
に

は
、

所
蔵

資
料

等
の

史
料

的
価

値
を

検
証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

た
魅

力
的

な
展

示
内

容
に

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

草
津

市
は

他
市

、
他

府
県

か
ら

の
移

住
者

も
多

い
の

で
、

ま
ず

史
跡

を
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

か
も

し
れ

な
い

。
新

た
な

客
層

を
取

り
込

む
た

め
に

引
き

続
き

情
報

発
信

を
行

っ
て

ほ
し

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3 8
4
0

ウ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
,9

5
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

実 績
1
,9

9
2

1
,4

9
5

1
,7

1
5

目 標 達 成 度

1
0
2
.2

%
7
4
.8

%
8
5
.8

%
0
.0

%
0
.0

%

目 標
5
0
0

5
5
0

1
,4

0
0

1
,4

5
0

1
,5

0
0

実 績
5
2
0

1
,3

3
8

1
,8

1
2

目 標 達 成 度

1
0
4
.0

%
2
4
3
.3

%
1
2
9
.4

%
0
.0

%
0
.0

%

目 標
3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

実 績
3
0

3
5

3
9

目 標 達 成 度

1
0
0
.0

%
1
1
6
.7

%
1
3
0
.0

%
0
.0

%
0
.0

%

（
２

）
文

化
・芸

術
活

動
の

担
い

手
と

な
る

子
ど

も
の

育
成

生
涯

学
習

課

文
化

・芸
術

活
動

の
担

い
手

と
な

る
子

ど
も

の
育

成
を

行
う

た
め

、
「ア

ー
ト

フ
ェ

ス
タ

く
さ

つ
（※

１
）」

を
、

草
津

市
２

１
世

紀
文

化
芸

術
推

進
協

議
会

に
委

託
し

、
開

催
し

た
。

草
津

市
青

少
年

美
術

展
覧

会
と

同
日

開
催

に
す

る
こ

と
で

、
目

標
を

上
回

る
参

加
者

が
あ

り
、

多
く
の

方
に

、
文

化
・
芸

術
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

小
学

生
を

対
象

と
し

た
「
キ

ッ
ズ

シ
ネ

マ
塾

」を
開

催
し

、
子

ど
も

達
自

ら
が

草
津

の
文

化
を

見
つ

め
直

し
、

そ
の

魅
力

を
発

見
し

、
作

品
を

通
し

て
、

広
く
市

民
に

発
信

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

タ
に

お
け

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
参

加
者

数
（人

）

1,
50

0人

（
３

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

文
化

・芸
術

に
触

れ
る

機
会

づ
く
り

生
涯

学
習

課

地
域

の
文

化
・芸

術
振

興
の

拠
点

と
な

る
草

津
ア

ミ
カ

ホ
ー

ル
、

草
津

ク
レ

ア
ホ

ー
ル

に
お

い
て

、
「市

民
文

化
祭

」「
市

民
音

楽
祭

」「
青

少
年

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

コ
ン

サ
ー

ト
」な

ど
、

草
津

市
に

ゆ
か

り
の

あ
る

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

を
活

用
し

た
事

業
や

、
草

津
川

跡
地

公
園

等
を

テ
ー

マ
に

し
た

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

を
上

演
す

る
な

ど
、

地
域

資
源

を
活

用
し

た
文

化
・芸

術
に

触
れ

る
機

会
づ

く
り

に
よ

り
、

草
津

へ
の

愛
着

や
市

民
文

化
の

意
識

の
高

ま
り

を
醸

成
し

た
。

文
化

ホ
ー

ル
に

お
け

る
地

域
資

源
を

活
用

し
た

事
業

数

30
事

業

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
文

化
・芸

術
活

動
の

育
成

支
援

と
各

種
事

業
の

充
実

生
涯

学
習

課

「草
津

市
美

術
展

覧
会

」を
開

催
し

、
市

民
に

創
作

活
動

お
よ

び
鑑

賞
の

機
会

を
提

供
し

た
。

会
期

初
日

に
は

、
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
コ

ン
サ

ー
ト

を
実

施
し

、
観

覧
者

数
の

増
加

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
平

成
２

９
年

度
に

つ
い

て
は

、
選

挙
の

期
日

前
投

票
と

期
間

が
重

な
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
前

年
に

比
べ

て
観

覧
者

数
が

少
し

持
ち

直
し

た
。

市
美

術
展

覧
会

の
観

覧
者

数
（人

）
2,

00
0人

目
標

文
化

・
芸

術
の

振
興

施
策

市
民

が
文

化
・芸

術
に

ふ
れ

る
機

会
を

推
進

し
ま

す
。

具
体

目
標

文
化

・
芸

術
の

振
興

具
体

施
策

（１
）文

化
・芸

術
活

動
の

育
成

支
援

と
各

種
事

業
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

（２
）文

化
・芸

術
活

動
の

担
い

手
と

な
る

子
ど

も
の

育
成

に
努

め
ま

す
。

（３
）多

様
な

地
域

資
源

を
活

用
し

た
文

化
・芸

術
に

触
れ

る
機

会
づ

く
り

に
努

め
ま

す
。

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る
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（１
）

生
涯

学
習

課

（２
）

生
涯

学
習

課

（３
）

生
涯

学
習

課

注
釈

（※
１

）ア
ー

ト
フ

ェ
ス

タ
：子

ど
も

か
ら

子
育

て
世

代
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

、
１

日
を

通
し

て
ア

ー
ト

に
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

参
加

型
の

イ
ベ

ン
ト

を
、

１
０

月
頃

に
市

役
所

周
辺

を
会

場
に

開
催

す
る

。

文
化

・芸
術

活
動

の
担

い
手

と
な

る
子

ど
も

の
育

成

文
化

的
な

サ
ー

ク
ル

に
対

す
る

支
援

の
充

実
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

タ
に

つ
い

て
は

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

中
心

の
事

業
に

移
行

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
が

気
軽

に
、

文
化

・芸
術

に
親

し
め

る
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。
ま

た
、

草
津

市
青

少
年

美
術

展
覧

会
と

同
日

に
開

催
す

る
こ

と
で

、
事

業
の

相
乗

効
果

を
図

る
と

と
も

に
、

来
場

者
の

増
加

に
つ

な
げ

て
い

る
。

今
後

は
、

出
店

者
・出

演
者

に
対

し
て

費
用

の
補

助
を

充
実

さ
せ

、
参

加
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
参

加
者

同
士

の
交

流
を

図
る

予
定

。
ま

た
、

キ
ッ

ズ
シ

ネ
マ

塾
に

つ
い

て
は

、
文

化
振

興
の

側
面

を
強

く
打

ち
出

し
、

こ
れ

か
ら

の
文

化
の

担
い

手
を

育
成

し
て

い
く
。

ア
ー

ト
フ

ェ
ス

タ
に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

魅
力

の
あ

る
事

業
と

す
る

た
め

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
目

的
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

よ
り

質
の

高
い

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

目
指

す
。

ま
た

、
県

内
の

文
化

施
設

や
ま

ち
づ

く
り

関
連

機
関

と
も

連
携

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

駅
周

辺
の

オ
ブ

ジ
ェ

な
ど

、
何

げ
な

い
と

こ
ろ

で
芸

術
に

触
れ

合
え

る
機

会
が

多
様

な
形

で
あ

る
こ

と
が

重
要

だ
と

思
う

。

地
域

資
源

を
活

用
し

た
文

化
・芸

術
に

触
れ

る
機

会
づ

く
り

ホ
ー

ル
事

業
の

周
知

方
法

に
つ

い
て

、
も

う
少

し
工

夫
が

必
要

で
あ

る
。

定
期

的
に

、
指

定
管

理
者

と
市

の
合

同
会

議
で

協
議

を
進

め
る

と
と

も
に

、
指

定
管

理
者

に
お

い
て

、
今

後
の

ホ
ー

ル
事

業
を

記
載

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
配

布
し

て
い

る
。

ま
た

、
南

草
津

駅
自

由
通

路
掲

示
板

や
ラ

ッ
ク

の
設

置
、

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

活
用

し
て

周
知

を
行

う
。

引
き

続
き

、
２

館
一

括
管

理
に

よ
る

効
果

を
、

市
民

の
文

化
・芸

術
活

動
の

支
援

に
ど

の
よ

う
に

結
び

付
け

て
い

く
の

か
を

推
進

体
制

を
含

め
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

駅
の

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

活
用

す
る

な
ど

し
て

、
よ

り
情

報
発

信
に

努
め

て
ほ

し
い

。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

文
化

・芸
術

活
動

の
育

成
支

援
と

各
種

事
業

の
充

実

市
美

展
は

質
が

高
く
充

実
し

て
い

る
。

多
く
の

人
に

見
て

も
ら

う
た

め
青

少
年

美
術

展
覧

会
と

の
同

時
開

催
な

ど
の

工
夫

、
検

討
を

し
て

ほ
し

い
。

市
美

展
に

つ
い

て
は

、
出

品
委

嘱
の

実
施

や
無

鑑
査

（特
選

５
回

以
上

）の
方

に
も

出
品

い
た

だ
き

、
高

い
質

が
保

て
る

よ
う

事
業

を
実

施
し

て
い

る
。

今
後

、
多

く
の

方
に

観
覧

し
て

い
た

だ
く
た

め
、

展
覧

会
の

初
日

に
は

、
草

津
市

２
１

世
紀

文
化

芸
術

推
進

協
議

会
の

協
力

の
も

と
、

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

コ
ン

サ
ー

ト
を

継
続

す
る

と
と

も
に

平
成

３
０

年
度

か
ら

は
「文

化
振

興
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
」で

も
案

内
す

る
予

定
。

青
少

年
美

術
展

覧
会

と
の

同
時

開
催

は
、

会
場

規
模

の
問

題
で

合
同

開
催

は
難

し
い

も
の

の
、

会
期

を
続

け
て

開
催

を
行

う
ほ

か
、

相
乗

効
果

が
期

待
で

き
る

他
行

事
に

つ
い

て
も

、
同

日
開

催
が

可
能

か
調

整
を

図
っ

て
い

く
。

市
美

展
に

つ
い

て
は

、
観

覧
者

数
の

減
少

と
と

も
に

、
出

品
者

も
固

定
化

お
よ

び
減

少
し

て
お

り
、

対
応

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
文

化
振

興
審

議
会

に
お

い
て

対
応

策
の

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

平
成

３
１

年
度

に
完

成
予

定
の

（仮
称

）
市

民
総

合
交

流
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
市

美
展

を
開

催
す

る
改

善
案

も
あ

り
、

多
く
の

人
が

観
覧

い
た

だ
け

る
よ

う
、

多
方

面
に

渡
る

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

出
品

者
が

固
定

化
し

て
い

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
文

化
に

触
れ

る
こ

と
は

大
事

な
の

で
、

引
き

続
き

、
新

た
な

出
品

者
が

取
り

込
め

る
工

夫
に

つ
い

て
検

討
し

な
が

ら
、

継
続

し
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
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3 9
4
1

ア

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
1
,2

0
0

1
,2

5
0

1
,3

0
0

1
,3

5
0

1
,4

0
0

実 績
1
,2

5
7

6
3
4

6
9
9

目 標 達 成 度

1
0
4
.8

%
5
0
.7

%
5
3
.8

%

（
１

）
（
２

）

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
学

校
支

援
の

推
進

（地
域

協
働

合
校

推
進

事
業

）
【再

掲
（施

策
２

５
）】

生
涯

学
習

課

事
業

数
は

、
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

中
で

精
選

・改
善

を
行

い
、

昨
年

度
と

同
程

度
の

実
施

回
数

と
な

っ
た

。
地

域
の

伝
統

文
化

継
承

、
地

域
の

歴
史

や
郷

土
料

理
を

学
ぶ

等
、

自
分

の
地

域
を

誇
る

こ
と

に
つ

な
が

る
事

業
を

行
っ

た
り

、
自

分
が

住
む

地
域

の
自

然
で

の
生

き
物

観
察

、
そ

ろ
ば

ん
や

書
道

等
、

専
門

的
な

学
び

も
行

っ
た

り
し

た
。

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
中

心
に

、
学

校
で

の
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

登
録

制
に

し
た

り
、

活
動

内
容

を
地

域
に

広
く
案

内
し

た
り

す
る

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
の

活
動

に
参

加
し

、
今

ま
で

培
っ

た
経

験
や

技
能

を
発

揮
さ

れ
た

り
、

学
習

の
サ

ポ
ー

ト
を

さ
れ

た
り

し
た

。
仲

間
を

連
れ

て
何

度
も

参
加

し
て

く
だ

さ
る

な
ど

、
少

し
ず

つ
で

は
あ

る
が

増
え

て
き

て
い

る
。

学
校

支
援

参
加

者
平

均
延

べ
人

数

1,
40

0人
/

校

具
体

施
策

（１
）地

域
の

人
が

学
校

や
幼

稚
園

の
教

育
活

動
を

支
援

し
、

子
ど

も
と

関
わ

る
取

組
を

拡
充

し
ま

す
。

（２
）情

報
収

集
や

人
材

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
、

学
校

と
地

域
の

連
携

を
深

め
ら

れ
る

体
制

づ
く
り

の
た

め
の

地
域

に
よ

る
学

校
支

援
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る

目
標

地
域

協
働

合
校

の
推

進
施

策
地

域
に

よ
る

学
校

支
援

を
推

進
し

ま
す

。

具
体

目
標

地
域

が
支

援
す

る
学

校
づ

く
り
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（１
）

（２
）

生
涯

学
習

課

注
釈

外
部

評
価

委
員

の
意

見

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
学

校
支

援
の

推
進

（地
域

協
働

合
校

推
進

事
業

）
【再

掲
（施

策
２

５
）】

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

躍
に

よ
っ

て
地

域
と

の
連

携
が

充
実

し
た

も
の

に
な

っ
て

い
る

。
今

後
も

こ
の

取
組

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
学

校
と

地
域

が
よ

り
密

接
し

た
関

わ
り

を
目

指
し

て
ほ

し
い

。

全
小

学
校

に
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

か
ら

３
年

が
経

ち
、

学
校

で
は

地
域

協
働

合
校

の
取

組
が

形
と

な
っ

て
き

た
。

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
中

心
に

、
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

増
や

す
た

め
に

、
取

組
の

様
子

を
チ

ラ
シ

に
し

て
、

回
覧

板
に

入
れ

て
い

た
だ

い
た

り
、

子
ど

も
た

ち
や

訪
れ

た
方

に
見

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
校

内
の

掲
示

板
に

活
動

の
様

子
を

掲
示

し
た

り
す

る
な

ど
、

工
夫

を
行

っ
た

。
ま

た
、

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
登

録
制

に
し

て
、

同
じ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
続

け
て

参
加

す
る

こ
と

が
な

い
よ

う
、

均
等

に
声

掛
け

い
た

だ
く
仕

組
み

を
取

り
入

れ
た

。

小
学

校
で

は
外

国
語

学
習

が
入

り
、

年
間

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
精

選
が

行
わ

れ
る

中
で

、
地

域
協

働
合

校
事

業
に

つ
い

て
も

精
選

が
求

め
ら

れ
、

よ
り

授
業

に
有

効
な

活
動

へ
と

改
善

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
固

定
化

や
高

齢
化

が
課

題
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
昨

年
度

か
ら

引
き

続
き

、
子

育
て

や
日

中
勤

務
さ

れ
て

い
る

方
で

も
、

都
合

が
合

い
、

興
味

の
あ

る
内

容
、

得
意

分
野

の
内

容
で

あ
れ

ば
、

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

声
を

か
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

支
援

を
し

た
い

が
や

り
方

、
関

わ
り

方
が

わ
か

ら
な

い
地

域
の

か
た

も
い

る
と

思
う

の
で

、
引

き
続

き
発

信
を

お
願

い
し

た
い

。
学

校
と

地
域

が
上

手
く
マ

ッ
チ

ン
グ

で
き

る
よ

う
、

教
育

委
員

会
の

サ
ポ

ー
ト

を
お

願
い

し
た

い
。

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
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3 9
4
2

イ

Ｈ
2
7

Ｈ
2
8

Ｈ
2
9

Ｈ
3
0

Ｈ
3
1

目 標
7
,5

0
0

7
,6

5
0

7
,8

0
0

7
,9

0
0

8
,0

0
0

実 績
7
,3

2
6

6
,4

9
6

6
,8

2
1

目 標 達 成 度

9
7
.7

%
8
4
.9

%
8
7
.4

%

取
組

状
況

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

事
業

の
主

な
取

組
内

容
と

成
果

評
価

項
目

最
終

到
達

目
標

値

目
標

（
上

段
）
と

実
績

（
下

段
）

（
１

）
（
２

）

子
ど

も
が

参
加

す
る

地
域

交
流

・体
験

活
動

機
会

の
充

実
（地

域
協

働
合

校
事

業
）

【再
掲

（施
策

３
）】

生
涯

学
習

課

平
成

２
８

年
度

は
、

事
業

の
見

直
し

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

流
行

に
よ

る
事

業
中

止
が

あ
り

減
少

し
て

い
た

が
、

平
成

２
９

年
度

は
大

き
な

事
業

中
止

は
な

く
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

子
ど

も
た

ち
は

、
地

域
の

歴
史

や
伝

統
文

化
を

学
ぶ

、
郷

土
料

理
を

調
理

す
る

、
も

の
づ

く
り

や
防

災
体

験
と

い
っ

た
活

動
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

地
域

へ
の

愛
着

心
の

醸
成

に
つ

な
が

っ
た

。

地
域

で
実

施
さ

れ
る

地
域

協
働

合
校

事
業

に
参

加
し

た
小

中
学

生
の

人
数

8,
00

0人

目
標

地
域

協
働

合
校

の
推

進
施

策
子

ど
も

と
大

人
が

共
に

参
加

す
る

地
域

活
動

を
進

め
ま

す
。

具
体

目
標

地
域

で
子

ど
も

が
育

つ
ま

ち
づ

く
り

具
体

施
策

（１
）日

常
的

な
地

域
活

動
に

子
ど

も
と

大
人

が
参

加
し

、
共

に
活

動
で

き
る

よ
う

に
し

ま
す

。

（２
）学

校
教

育
と

連
携

し
た

地
域

活
動

を
通

し
て

子
ど

も
の

育
成

を
目

指
し

ま
す

。

（地
域

一
括

交
付

金
に

よ
る

事
業

）

基
本

方
向

地
域

に
豊

か
な

学
び

を
創

る
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（１
）

（２
）

生
涯

学
習

課

注
釈

課
題

施
策

番
号

事
業

名
担

当
課

昨
年

度
の

外
部

評
価

委
員

等
の

意
見

昨
年

度
か

ら
の

対
応

今
後

の
課

題
外

部
評

価
委

員
の

意
見

子
ど

も
が

参
加

す
る

地
域

交
流

・体
験

活
動

機
会

の
充

実
（地

域
協

働
合

校
事

業
）

【再
掲

（施
策

３
）】

他
の

地
域

の
取

組
は

非
常

に
参

考
に

な
る

の
で

、
地

域
協

働
合

校
の

理
念

の
啓

発
と

活
動

状
況

の
情

報
発

信
と

情
報

共
有

を
継

続
し

て
ほ

し
い

。

地
域

で
の

活
動

や
、

中
学

生
が

参
加

し
て

い
る

好
事

例
な

ど
を

地
域

間
で

共
有

し
生

か
せ

る
よ

う
、

地
域

協
働

合
校

関
係

者
の

全
体

研
修

会
に

お
い

て
、

様
々

な
関

係
機

関
の

意
見

交
流

を
行

え
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
っ

た
。

ま
た

、
地

域
協

働
合

校
情

報
紙

「協
働

通
心

」を
発

行
し

、
情

報
の

共
有

化
に

努
め

て
い

る
。

学
区

の
特

色
を

生
か

し
た

活
動

の
継

続
、

充
実

し
た

取
組

を
図

る
た

め
、

研
修

会
で

得
た

情
報

を
提

供
す

る
な

ど
、

活
動

に
取

り
組

む
上

で
必

要
に

応
じ

た
支

援
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

参
加

で
き

る
人

に
は

限
り

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

の
で

、
人

数
増

に
拘

ら
ず

、
活

動
の

質
を

高
め

る
こ

と
を

よ
り

考
え

て
ほ

し
い

。
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